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な ん て いわ せな い ! 
和装 の 描き 方 の コツ が わか る ! 


着物 プ ゆ か た 狩衣 ンプ 水 干 ノ 十二単 ノ 巫 女 

東 帯 (文官 武官 ) ノン 遊女 / 層 者 ノ 新 撰 組 ほか 

。 鳥 帽 子 や 草履 な どの 十 物 や 、 帯 の 締め 方 一 覧 は で 
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_ 服 の 特徴 が 分 か る 
それ ぞ れ の 衣装 の 特徴 を 解説 。 
構造 の 解説 の 他 に 、 そ の 衣装 に 必要 な 持ち 物 な ども 紹介 。 


ED 現代 女性 な ら 、 正 義 か ら 准 黄 生 まで 


この お 大 就 結び の 絵 で OK。 


豆 花 

前 天 冠 や 仏子 な ど に 押す 
花 (男性 の 冠 に 挿す こと 
も )。 

明和 的 意味 合い が あり 、 

生花 が 使用 され て いた 
が 、 今 は 人 造花 が 多い 。 


人 半 符 (下痢) 四 半 符 
beads へ 背面 か らち は 見 えな い 、 
帯 の 下 ま で 続く 和 


次 神 
补 口 上 握 忆 口 办 与 洽 神 


《下 戎 ) の 補 が 見 える 。 


無 を 奉納 する な ど 、 
改まっ た と き に 着用 
する 。 

邊 女装 束 の 千 早 は 、 
開 有 、 広 袖 で 袖 括り 
は な い 。 
白 無 地 の 他 、 鶴 ・ 松 ・ 
交 な どの 緑色 の 文様 
( 青 摺 ) が 施さ れ た 
も の が ある 。 


_ 布 の 動き が 分 か る 。 、 手順 が 分 か る 
| 動い た 時 の シワ の で きか た や 、 布 3 


挫 や 髪型 な ど 複 雑 な も の な ど は 、 手 順 を お っ て 解説 。 
の 動き を 解説 。 4 


日 本 髪 の 描き 方 日 本 髪 は 、 手順 を 追っ て 描け ば 難 し いこ と は あり ませ ん 。 
基本 が 描け る よう に な れ ば 、 あ と は 前 髪 や 量 、 技 の 形 で アレ ンジ が 可能 で す 。 


也 元 


( ゃ 


時 代 と 、 藤 型 を 決め た ら 、 
まず 根 の 高 さ を 決め る 。 
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脚 を 開く と 、 太 も も 
か ら ふ くら は ぎ に か 
け て の 形 が くっ きり 
わか る 。 


前 髪 と 、 そ れ を 抑え る 構 を 描く 。 
Ln 
LN 


左右 の 膝 豪 を 刺 いで 、 


算 e 擂 <。 皿 を 失 く 。 席 の 子 や 稚 な ど で 飾 る 。 
所 を 描く シワ が で きる 。 で 時 代 に 合わ せ て 、 少 し 膨らませ た 完結 ( 根 ) は 、 実 共に は 隠れ る の カゲ や 不安 な 部 分 は 、 ペ ベタ で 描く 
よう に 描く の が ポイ ント 。 で 、 位 置 の 目安 程度 で 。 


と 絵 が 引 総 まる 。 


その 他 、 和 装 に 欠か せな い 小 物 な ども 紹介 。 
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産毛 が 多く 、 生 


斜め か ら 見 た 輪郭 え 際 は 丸く ぼん 
は 、 類 骨 を 脂肪 が や り し て いる 。 
カバ ー し て 、 低 い 
位置 が 一 番 膨 ん で 

見 える 。 


女性 の 顔 の コツ 
鼻 は 鼻先 を 少し 描く 程度 
で 描き 、 顎 の ライ ン は 、 

耳 の 下 あ た り を 省略 する 
と 、 女 性 的 な 印象 に な る 。 


肪 骨 が 小さ い 。 
開口 部 の 角度 が 、 約 
60 度 、 縦 幅 は 頭 の 
1.3 倍 程度 。 


女性 の 胸 は 、 大 胸 筋 の 真 
ん 中 あたり に 、 水 風船 が 
ぶら 下がっ た よう に つい 
て いる 。 


oe) 契 ) 


ボー ル の よう な 丸 で は な 
くし ずく 型 を 意識 する 。 


硬い 髪 が 多く 、 
斜め か ら 見 た 輪郭 は 、 生え 際 は 四角 く 
類 骨 か ら 顎 へ シャ ー プ ハッ キリ し て いる 。 
な 線 に な る 。 
類 の 高い 位置 が 、 一 番 
膨らん で 見 える 。 


男性 の 顔 の コツ 
鼻筋 の ライ ン を は っ きり 
描き 、 顎 の ライ ン も 耳 の 
下 ま で し っ か り 描 く と 、 
男性 的 な 印象 に な る 。 


鎖骨 は 、 外 へ 向 
か うほ ど や や 下 
が り 、 撫 で 肩 に 
な る 。 


鎖骨 は 、 外 へ 向かっ 
て や や 上 が る 。 


助 角 が 大 きい 。 
開口 部 の 角度 が 約 
90 度 、 縦 幅 は 頭 
の 1.5 倍 程度 。 


骨盤 が 大 きく 、 正 方 形 に 
近い 形 を し て いる 。 
頭 は 、 骨 盤 に すっ ぽ り 収 
まる サイ ズ 。 


骨盤 は 男性 より 一 
回 り 小 さく 、 特 に 
縦 幅 が 狭く 横長 に 
見 える 。 

横幅 も 男性 より 小 
さい こと に 注意 。 


男女 の 体格 差 

女性 は 、 男 性 より 半 頭 身 
ほど 低く 描く と 、 並 ん だ 
時 に 、 ち ょ うど 同年 代 く 
らい に 見 える (小学 生 以 
下 は 、 女 子 の 方 が や や 大 
きい )。 


正面 か ら 見 た 輸 部 


漫画 的 な 表現 で は 、「 女 性 的 な 
顔 三 幼 い 顔 ] と な る 。 

燃 骨 と 顎 先 の 間 を 、 丸 く 膨 ら ま 
せ て 描く ほど 幼く 見 える 。 


女性 と は 逆 に 、「 男 性 的 な 
顔 王 年 齢 の 高い 顔 ] と な る 。 
顎 の 幅 を 太く し て 、 図 の 緑 
の 部 分 を 類 が こけ た よう に 


陰影 を 付け て 描く と 、 男 性 
的 に 見 える 。 吾 が 太い ほど 


強面 な 印象 に な る 。 


頭 を 細く 、 類 骨 か ら 
名 先 を 直線 的 に 繋ぐ 。 


4 耳 の 後ろ の 生え 際 は 、 
表面 耳 か ら 少 し 離れ た と こ 」 
ろか ら 始 まる 。 


僧 帽 筋 や 三角 筋 な 


ど 、 肩 の 筋肉 が 太 
僧 帽 筋 や 三角 筋 な ど 、 肩 く 厚 い の で 、 首 が 
の 筋肉 が 細く し な や か な や や 短く 見 える 。 


の で 、 首 が 長く 見 える 。 


女性 の 背中 は 男性 
ほど 筋肉 は 見 えな 
い が 、 背 骨 の 凹み 、 
肩 甲骨 と 三角 筋 は 
意識 する 。 


、 男 性 は 助 骨 と 骨盤 
が 大 きい の に 加え 、 


女性 の お 尻 は 下部 が ey 
膨らん だ 、 や や つぶ 
れ た 丸 を 意識 する 。 1 


男性 の お 尻 は 骨盤 
の 上 部 と 脚 の 付け 
根 の 2 カ所 が 出 っ 
張る 。 四角い 形 を 
意識 する 。 


取 骨 が 前 へ や や 突き 出 て 
いる た め 、 骨 盤 が 真っ 直 
ぐに な り 、 あ まり お 尻 の 
丸み が 目立た な い 。 


恥骨 が 背中 側 へ 潜り 込む よう 
に 骨盤 が 傾い て いる の で 、 へ 
ソ が 前 へ 、 お 尻 が 後ろ へ 出 た 
よう な シル エッ ト に な る 。 


和装 の 時 の コツ 
男性 は 胴 長短 足 気味 に 、 

女性 は 胸 と お 尻 を 小さ く 
描く と 和服 が 映え る 。 
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7.5 頭 身 の 比率 


7.5 頭 身 は 、 細 身 の 男性 や 長身 の 女性 を 描く 際 に 、 ち ょ うど 良い バラ ンス の プロ ボー ショ ン で す 。 
写実 的 な 8 頭 身 より 、 上 半身 が や や 小さ く デ フォ ル メ され ます 。 


肩幅 
約 1.8 


1 
脚 の 付け 根 
(大 転 子 = 尻 え く 
ぽ ) は 股 の 位置 よ 
り 高 い 。 
上 腕 
男女 と も 上 半 約 1.2 助 骨 の 縦 幅 は 約 1.4 
身 は 、 約 2.8 (女性 は 1.2 ~ 1.3) 
(女性 は 助 骨 ウエ スト 
と 骨盤 の 隙間 あたり に 肘 
が 広く な る ) 
前 腕 
約 1.2 
| 股間 あたり 
に 手首 
全体 手 
Po) 約 0.7 
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骨盤 の 縦 幅 は 約 0.9 
(女性 は 約 0.8) 


手足 の 筋骨 に は カー ブ が ある の で 、 
直立 で 気 を 付け を し て も 真っ 直ぐ に 
は な ら な い 。 

また 、 自 然 に 重心 を と る と 真正 面 か 
ら も 、 背 骨 は や や カー ブ し て 見 える 。 


体 の アタ リ の コツ 首 の カー ブ 


頭 と 首 は 必ず 、 
滑ら か な 


関節 の アタ リ ( 卵 型 ) を 描く カー ブ で 繋が る 。 
と 、 骨 の 描き 込み を する 時 に 
分 か りや すい 。 背面 は 僧 帽 筋 の 生 
線 に 注意 ( 山 の よ 
うな 形 に な る )。 OD 


肩幅 の 差 は 肪 骨 の 横幅 で 表 
現す る ( 肩 だ け を 大 きく し 
な いよ うに 注意 ) 。 


背骨 は 必ず S 字 カー 
ブ を 付け る 。 

この カー ブ に 沿っ て 腰 
の ライ ン を 描く と 自然 
な くびれ に な る 。 


腕 を 上 げた ポー ズ の 時 は 
三角 筋 の アタ リ に 、 肩 甲 
骨 上 の 筋肉 (大 円 筋 な ど ) 
含め て 、 大 き な 丸 を 描 
く と 脇の下 が 描き や すく 
な る 。 


斜め アン グル は 助 骨 
と 骨盤 の 幅 が 、 狭 す 
ぎ た り 太 す ぎ た り し 
な いよ うに 、 お お よ 
そ 頭 の 幅 と 同じ くら 
い を 意識 し て 描く 。 


手首 に 角度 を 付け 
る と 、 自 然 な ポー 
ズ に な る 。 

脚 は 骨 や 筋肉 を 意識 


し て 、 外 側 か ら 内 側 
へ カー ブ さ せる 。 
パー ス の つい た 手足 は 、 
茶 筒 の よう な 立体 を 意識 
し て アタ リ を 描く と 遠近 
膝 の 骨 は 、 カ ー ブ 感 を 掴み や すい 。 
を 控え め に 。 アタ リ の 段階 で 手先 足 先 を 描き 込 


むと 、 後 か ら 修正 し に くい 。 


膝 や 肘 の 向き に 対し て 、 手 首 足首 


が 不 自然 な 方 向 に 曲がっ て いな い \ 
か を 、 注 意 する 。 


顔 の 比率 2 つの 筒 の 重なる 部 分 


頭 は 、 目 や 鼻 を 描き 込ん で 仕上 げ て いく うち に 、 全 身 と の パラ ンス が 崩れ て し まい が ち で す 。 人 
それ を 防ぐ た め 、 頭 と 顔 の アタ リ は 少な く と も 「 目 の 位置 と 大 き さ 」 が 把握 で きる も の が 理想 的 で す 。 
目 の 位置 と 大 き さ を 決め る と 、 頭 の 大 き さ が 定まり ます (下図 参照 )。 


顔 を 描き 込む うち に 頭 の 大 き さ が 変わ っ て し まう !? 
顔 に 何 も な い ア タリ で 全身 の プロ ポー ショ ン を 決め て し まう と 、 
途中 で 頭 と 体 の 大 き さ が 、 合 わな く な る こと が あり ます 。 


目 の 位置 を 低く 描い た た め 、 
頭頂 部 が 失っ て し まっ た 例 。 
顔 が 小さ すぎ る 。 


萌え 絵 で や り が ち 。 


目 の 位置 を 高く 描い た た め 、 
・「 生 え 際 一 眉 」、「 眉 ~ 鼻 先 」、「 鼻 先 一 顎 」 は 等 間隔 。 //A A |) | 当初 の アタ リ よ り 頭 が 大 きく 
・ 女 性 や 子供 の よう に 目 が 大 きい 場合 、「 生 え 際 一 具 (まつ げ )」 を \ な っ て し まっ た 例 。 

等 間隔 に する 。 リア ル 系 の 絵 で や り が ち 。 
・ 口 は 鼻 と 顎 の 間 の 172 より や や 上 に な る 。 


和装 の アタ リ の コツ 


洋服 の 場合 は 、、 シ ワ を 描く コツ と し て 「 下 に ある 体 の 形 を 意識 する ] と いう の が あり ます が 、 和 服 は 
布 の 上 か ら で は 、 ほ と ん ど 体 の 形 が 分 か り ま せん 。 

着 流し の 男性 な ど 、 極 軽装 の 場合 を 除い て 和服 の シワ は 、 体 型 に 沿っ て で きた 形 よ り も 「 四 角 い 布 が 
折れ て で きる 形 ] が ほとん ど で す 。「 も う 一 層 皮 膚 や 筋肉 が 増え た ] よう な イメ ー ジ で 、 実 際 の 体 よ 
り 太 い ア タリ を 描い て 、 和 服 の フォ ルム を 掴み まし ょ う 。 


ここ で は 女性 の 裕 を 例 に と っ て 解説 し て いき ます 。 
上 半身 は 、 帯 や 裕 の 紐 ま で 含め て 大 き な 五 


袖 は 四角 い 。 角形 で 描く と 和服 らし い 寸 胴 に な り 、 実 際 
の 肩 や 首 よ り 大 きく 膨らん だ 、 振 で 肩 の シ 
ル エ ッ ト も 描け る 。 


ン へ へ Sre 


鶴 の 線 は 肩 より 高 
脇の下 あたり は 布 い 位置 ( 首 の 半ば ) 
が 余る の で 、 シ ワ か ら 始 まる の で 、 | 寸 曲 
が 多く な る 。 撫で 肩 に 見 える 。 | 


腕 を 伸ばし て も あま 
り 隙 間 が で き な い 。 


上 半身 の アタ リ は 、 着 物 も 
裕 も 同じ よう に 描く 。 


着物 の 袖 の 縫い 目 は 、 
肩 か ら ズ レ た 位置 に な る 。 


腕 は 手 激 先 の よう な 形 で アタ 
リ を 描き 、 祝 は 別 パ ー ツ の よ 


うに 描き 加え る 。 


挫 の 膝 丈 あたり まで 、 ス カー 
ト 状 に な っ て いる の で 、 ズ ボ 
ン の よう な シル エッ ト や シワ 
は で き な い 。 


祥 は 四角 い 形 を し て い 
る 。 

よれ て ひし 形 に 見 える 
場合 も ある が 三角 形 で 
は な い の で 注意 。 


裕 の 左右 に 分 か れ て い 
る 部 分 も 、 布 幅 が た っ 
ぷり ある の で スカ ー ト 
の よう に 見 える 。 


二 


いき な り 和 服 の 形 で アタ リ を と る の が 難し い 
場合 は 先 に ボディ ライ ン の アタ リ を 描い て 、 
その 上 か ら 一 回 り 大 きく (特に 腕 や 脚 は 太く ) 
和服 の アタ リ を 描く 。 


和服 は 、 ボ ディ ライ ン に 沿っ て 描い て し まう と 失敗 し ます 。 
ゲー ム な どの 3DCG で 、 こ の よう に な っ て いる 和服 を 見 か け ま す 。 
「 布 が 体 と は 別に 動く ] と いう 処理 が 難し い の で 、 こ う せ ざる を 得 な い 


の で し ょ う が 、 絵 の 参考 に する 際 は 注意 が 必要 で す 。 


肩 の 位置 に 、 
袖 の 縫い 目 が くる 。 


袖 が 三角 形 に 
な っ て いる 。 


替 が 肩 に ビッ タリ 沿っ て 
描か れ て 、 鎖 骨 ま で 見 え 


そう に な っ て いる 。 


腰 が くびれ 、 敵 


の 形 も 不 自然 な 
三 本 た た め 、 脇 の 下 に 
ズボン と 同じ よう に 股 et 
の すぐ 下 に 中 仕切 り が 2 
ある 。 
一 概 に 間違い と いう 訳 で は あ 
り ま せん が 、 野 良 着 以外 の 裕 
女 学 生 の 行灯 容 以 外 は 、 は 、 た くさ ん の 布 を 使う の で 
裕 の 裾 が 足 の 甲 に か か る 。 裾 に も っ と 幅 が ある 。 


改造 着物 が 人 気 な 理由 ? 

アニ メ や ゲー ム で 見 か ける 改造 着物 
は 、 形 状 が ほとん ど 洋 服 と 同じ うえ 、 
お か し く な りや すい 部 分 を 大 胆 に 改造 
し て いる た め 、3DCG に な っ て も 上 
述 の よう な 違和感 が 少な いで す 。 
類 雑 な 処理 や 、 作 画 の 手間 を さほど か 
けず に 、 和 服 の 魅力 も 描け る の が 人 気 
の 秘密 で し ょ うか が 。 


\ 丈 を 短く すれ ば 
袖 を 別 パ ー ツ に する こ 、 スカ ー ト と 同じ よ 
と で 、 腕 の 動き に 制限 うに 描け る 。 
が な く な る 。 

思い 切り 振り 上 げ て も 

脇の下 が 不 自然 に な ら 

な い 。 
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和装 の 移り 変わ り 


和装 は 現在 の [着物] に 至る まで 、 動き や する や オシ ャ レ な ど を 追求 し 、 さま ざま な 変化 を し て きま し た 。 
一 例 で は あり ます が 、 和 装 の 移り 変わ り を 見 て いき まし ょ う 。 


礼 の 下 に 着る 
半袖 の 胴着 。 


美 豆 良 
貴族 男性 の 髪型 。 


日 本 の 衣料 は 、 


狩猟 ・ 採 集 に 適し た 
左前 ( 左 社 ) だ っ た 。 


る だ ん だ ん と 、 
\ 右前 に 移行 し て いっ た 。 


养老 3 年 以降 、 衣 類 は 右前 ( 右 社 ) と 定め られ 、 左 前 は 褒 
族 の 風習 と され る 。 官 服 は 唐 風 に 。 


古墳 時 代 a 飛鳥 時 代 Re 奈良 時 代 > と > 平安 時 代 前 期 


この 頃 の 他 の 髪型 


花 鉛 ・ 花 子 の 色々 


日陰 族 (平安 以 
降 に 神事 の 冠 の 
装飾 に も 用 いる 
草 ) を 頭 に 巻い 
て いる 。 


額 に 描く 唐 風 


唇 の 横 に 施し た 唐 人 


風 の メ イク 。 
紅 や 碧 色 で 描く 。 


as 4 
CS NN 
INI 


比 礼 ( 領 巾 ) 
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无 《大 以 


の う し 
人 @ 束 常 醒 司 6o ペー ジ ) @ 直 衣 
これ は 文官 の 束 帯 姿 。 束 帯 を カジ ュ ア ル 化 し 
た 公家 の 私 服 。 


や が て 公 服 に な る 。 
强 A 文様 に 規定 が な く 、 
\ ス 鳥 帽子 を か ぶる 。 


うえ の は か ま 


島 皮 履 あさ ぐつ 
後世 に は 浅 浴 。 
平安 時 代 中 期 と と と 後期 と と と 
じゅ うに ひと え け いこ 
十二単 ( 便 到 68 ペー ジ ) @ 社 裕 
「 房 半 束 」「 五 衣 唐 衣裳 平安 後期 か ら 鎌倉 時 代 に か け 
と も いう 。 て 登場 し た 「 社 待 」。 


| V | 十二単 が 簡略 化 さ れ た も の 。 


私 服 な の で 、 生 地 ・ 色 ・ 
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か りき ぎぬ 


@ 狩衣 本 a すい か ん ひ た た れ 

( 醒 理 54 ペー ジ ) 人 @ 水 干 ( 正 語 58 ペー ジ ) @ 直 垂 
公家 が 愛用 し た も と は 労働 着 だ っ た も の が 、 鎌倉 時 代 の 武家 礼装 。 
カジ ュ ア ル 着 。 公家 の カジ ュ ア ル 着 や [上 衣 + 社 | と いう 


武家 の 礼装 に な っ た 。 シン プル な 構造 が 、 


武士 に 好ま れ た 。 


補強 の た め に 付け た 


房 状 の 装飾 。 Sg ング SS 
武士 の 直 垂 は 紐 状 。 < 
鎌倉 時 代 と と と 室町 時 代 と と と 安土 桃山 と と と 
平安 時 代 ま で は 、 下 着 と し て 着 ら れ て いた 袖 の 小さ い 着 物 が 、 
上 衣 と し て 着 ら れる よう に な っ て いく 。 @ か け 湯 巻 
つぼ 
@ 过 装束 【 ) 打 掛 次 @ 尝 区 人 0 
mL 人 も っ と 短い 裳 や 、 
が 現在 の 「 行 燈 振 」 の よう な 布 を 巻い て 、 腰 に 挟む だ 
巻き スカ ー ト 型 の 裳 。 け の 「 か け 湯 巻 ] も 登場 


する 。 


公家 や 上 流 の 武家 婦人 の も の 
で あっ た 旅 装 の 「 一 装束 ] は 
まだ 広 袖 の 祥 で あっ た 。 


か み し も る 


@ 祥 人 @ 町 人 の 正装 

0 安土 桃山 どろ の 
上 級 武 家 の 肩 衣 町 家 で は 着 流し が 通常 で 、 
普通 礼装 。 公 の 場 で は 、 


羽織 が 正装 と され た 。 


男子 の 礼服 は 厳然 と し て 
束 帯 、 直 垂 、 大 紋 、 素 簡 な ど が 
階級 ・ 場 に よっ て 定め られ て いる 。 


中 期 と と と 後期 と と と 


身丈 が 大 きく な り 、 帯 も 幅 が 太く な っ て いく 。 
女性 が 帯 を 後ろ る で 結ぶ よう に な り 、 帯 結び の 種 
類 ・ 技 工 が 多種 多様 に 変化 し て いく 。 


くろ じゅ す 。 かけ え り 


黒 編 子 の 掛 符 。 
文化 文政 ご ろ ~ 下 層 に 流行 。 
や が て 上 流 層 に まで 浸透 し 

明治 時 代 に な っ て も 続く 。 


袖 も 長大 化 。 
江戸 末期 に は 振袖 が 、 三 尺 
( 約 90cm) まで 大 きく な る 。 
既婚 者 は 留袖 に する が 、 
これ も また 長大 化し た 。 
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トン ビ コ ー ト 
ベス ト 状 の 袖 な し の 


上 に 、 マ ント が つい 帽子 色々 
て いる コー ト 。 ハン チン グ 山高 帆 


麦わら 


帽子 、 洋 傘 、 外 奏 正装 性 羽 微 裤 。 
シャ ツ 、 靴 、 接 巻 な 
どの 洋装 と 合わ せる 
よう に な る 。 


着る も の の 構造 は 現代 と ほぼ 変わ りな い 。 


明治 ・ 大 正 ・ 昭 和 初 其 44 昭和 後期 ・ 平 成 


女性 の 社会 性 ・ 活 動 性 が 向上 し 伝統 衣装 で ある 和服 が 日 常 着 で 
た 時 代 。 な く な る に つれ 、 正 装 と し て 格 
袖 の 振り と 、 
身 八 つ ロ が あ | 
いて いる 。 


帯 結び の 前 に 着付 け 段階 で 裾 を 式 ・ 知 識 を 重んじ る 流れ が 強く 
は し ょ る 、「 お は し ょ り | が 始 な る 。 
まる 。 


女性 の 羽織 は 本 来 正装 
で は な い が 、 昭 和 期 に 
は 、 紋 付 の 黒羽 織 を は 
お れ ば 着物 が 紋 無し で 
も 「 略 礼装 」 と 見 な し 
女性 の 公 の 装い と し て 
一 般 的 だ っ た 。 


外 論 や ブー ツ 、 エ プロ ン 、 
断髪 (ショ ー ト へ ア ) 、 

パー マ な どの 洋装 と 合わ 
せ た り 、 洋 装 の よう な ド 
レー プ を 出し た 着 方 な ど 
自由 な 新 し さ が 現れ る 。 


鶴 芯 、 帯 板 な ど を 使い 、 
シワ や ドレ ー プ は あま り 出 
さ ず に 着る の が 上 品 。 


AN 


@ その 他 の さま さま な 装い 


た コト イデ ル が いう 


な 1 
に めで 4 


香る か YS 


に きる 


s に に 
NS 


页 に 】 
Kn TT $i 


Ev #2 


に 


きい 
を 
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伊達 宙 
見 せ か け の 容 。 


帯 の 下 ま で 続く 。 (7 


お は し ょ り 
女性 は 裾 を 
た くし 上 げ 
て お は し ょ 
り を 作る 


現代 女性 な ら 、 正 装 か ら 普段 着 ま で 
この お 太鼓 結び の 絵 で OK。 


,着 物 (女性 ) 


現代 に お いて 単に | 着物 ] と いう 場合 、 袖 下 が 縫 われ 袖口 を 小さ くし た も の を 指し ます 。 こ うい っ た 小さ 


福 祥 (下着 ) の 半 符 
背面 か ら は 見 えな い 。 


女性 は 裕 を 抜く 
( 肩 山 を 背 側 へ 
ずら す )。 


福神 


シワ の ポイ ント 


た くさ ん の 紐 で 整え 、 


に 着付 けら れ て いる 。 


袖口 と 振り 口 か ら 福 神 
(下着 ) の 袖 が 見 える 。 
現代 の 着物 は 古い 着物 よ 
り 身 幅 が 狭く 、 帯 の 下 は 
党 
ワ が あま り で き な い よう 


役 を 抜い た 時 の シワ 


江戸 時 代 (中 期 以 降 ) の 女性 
は 、 首 が 長く 美しく 見 える よ 
うに 、 半 和裕 の 全体 が 見 える ほ 
ど 窒 を 抜い て いま し た 。 
この た め 、 現 代 の 着物 と は シ 
ワ の 出来 方 が 、 か な り 違 うこ 
と に 注意 が 必要 で す 。 


い 袖 口 の 着物 は 、 平 安 貴族 に 下着 と し て 取り 入れ られ 、 時 代 が くだ る う ち に 正装 へ と 昇格 し まし た 。 
現代 の 着物 は 素材 、 色 や 模様 (女性 の 場合 な ら 縫 い 目 で 絵柄 が 途切れ な い 絵 羽 模 様 が 最も 格 上 )、 家 紋 の 
数 ( 元 つ 紋 、 三 つ 紋 、 一 つ 紋 )、 合 わせ る 小物 な ど で 格 付け きれ 、 そ れ ぞ れ に 相応 し い 場 で 着用 きれ ます 。 


ONE POINT Fm 


正装 と 普段 着 の 描き 分 け 

女性 の 場合 、 正 装 と 普段 着 の 一 番 
簡単 な 描き 分 け は 、「 縫 い 目 」 で す 。 
「 絵 柄 が 途切れ な い 模 様 ] は 正装 。 
「 縫 い 目 で 途切れ る 繰り 返し 模様 」 
は 普段 着 で す 。 


シワ の ポイ ント 


袖 に は 脇の下 か ら 袖 を 


上 下 で 分 ける よう な シ 
ワ が で きる 。 


和裕 先 は お は し ょ り の 内 側 
に 隠れ る 


腕 の 動き の 制限 
現代 の 着物 は 、 動 き が か な り 制 
限 さ れる の で 、 写 実 的 な 着物 を 
描き た い 場 合 は 
・ 腕 を 肩 よ り 高く 振り 上 げ ら 
れ な い 
・ 洋 服 を 着 た 時 の 歩幅 で は 歩 
け な い 
この 2 つ を 意識 する 。 


帯 の 上 に 乗る 
よう な シワ が 
で きる 。 


正面 か の ら 見 た 時 は 分 
か り に くい が 、 袖 の 
振り は お 尻 を カバ ー 
する よう に 背面 へ 持 
ち 上 が る 


身 八 つ ロ 

ほとん ど 見 
えな い が 、 
開い て いる 
こと を 意識 
する 。 


振袖 の 袖 は 
約 76cm 一 
125cm で 
長い ほど 

格 が 上 が る 。 


裾 は か か と を 隠す ほ 
ど と 長い 。 

短 か く て も 、 か か と 
に 半分 か か る 。 


裾 は 必ず 
すぼめ て 描く 


実際 の 着物 は 手足 の 可動 範囲 が 限ら れ 
ます が 、 イ ラス ト は 「 嘘 が つけ る 」 も 
の で す 。 

右 の イラ スト も 、 実際 に 腕 を こん な 風 
に 振り 上 げ る と 着 月 れ て し まい 、 脇 の 
下 の シ ワ や 淀 な ど が 不 自然 に な る は ず 
で す が 、 そ れ を レイ アウ ト で 誤魔化し 
て 着 月 れ て いな いか の よう に 見 せ て い 
ます 。 


振袖 の 袖 は 、 一 回 育 面 へ 持ち 
上 が っ て か ら 重 み で 、 前 面 へ 
ひる が えり 、 ま た 背面 へ 持ち 


振袖 な どの 晴れ 着 は 、 ふ き 
仕立 て で 、 裾 を 大 きく 跳ね 
上 け げ 裏 地 を 見 せる 事 で 華 や 
か に し て る も の も ある 。 


さこ オイ フレ ア で は 
シ Q 中 | 


ONE POINT Pam ng 


振袖 と 留袖 の 違い 
振袖 は 、 袖 の 祥 の 長い 着物 
で 、 未 婚 の 女性 が 着 ま す 。 
留袖 は 、 短 い 袖丈 の 着物 で 、 
既婚 の 女性 が 着 ます 。 

どちら も 、 礼 装用 と し て も 
用 いま す 。 


右腕 を 手前 へ 突き 
出す よう な 構図 に 
し て 、 不 自然 に な 
る 脇の下 を 隠し て 


⑦ 振 り 
⑧ 身 八 つ ロ 
お くみ 


⑯ 前 貼 
⑪ 後 ろ 身 頃 
⑫ 背 縫い 
⑬ 肩 山 
⑭ 袖 山 
⑮ 身 幅 


29 


30 


シワ や 袖 の 動き 


上 半身 の アタ リ は 帯 
や お は し ょ り ま で 含 
め て 大 きく と る 


シワ の ポイ ント 

女性 は 裕 を 抜い て 帯 を 高い 位 
置 で 締め る た め 、 男 性 の 着物 
と シワ (背中 や 脇 の 周り ) の 
形 が 異な る 。34 ペー ジ の 絵 と 
見 比べ て みる と よく 分 か る 。 


和服 の 肩 は 、 撫 で 肩 。 
お に ぎり の よう な 、 
丸み の ある 三角 形 を 
意識 し て 描く 。 


腕 を 前 へ 動か し 
て も 袖 の 祥 は お 
尻 に ひっ か か る 
よう に 残る 。 


腕 を 通し て いる 部 分 だ 
け 先 に 描い て 、 補 を お 


振袖 や 留袖 な ど 格 ゆか た な ど 薄 い と を お 
Ko2 WO 和 いつ ao ts 
は 脚 の 形 に 沿わ せ 脚 の 曲線 に 沿っ 0 
ず 、 真 っ 直ぐ な 線 て 描く 。 9 

を 描く 。 

和服 は 、 脚 を あま 大 人 の 女性 は 和装 で は 必 
り 広 げ ら れ な い の ず 髪 を 結い ます が 、 あ え 
で 、 お 尻 か ら 太 も て 下ろ し た 髪 で 描く こと 
も を 1 つの ブロ ッ で 、 幼 さや 、 寛 いで いる 
ク と し て 描く 。 姿 、 幽 霊 な どの 人 外 と し 


て 表現 で きる 。 


女性 の 後ろ 向き 
姿 な ら 、 振 り ロ 
を 描く の も 和服 
らし く 見 せる ポ 
ィ イン ト 。 


座っ た 時 な ど は 、 足 首 
に 据 が 引っ か か っ て シ 
ワ が で きる ( 握 も 少し 
ne 厚手 の 生地 で は 、 
お 尻 の 形 が 分 か る 
よう な シワ は あま 
り で き な い が 、 絵 
の アタ クセ ント と し 
て 描き 込む と バラ 
ンス が と れる 。 


袖 の 長 さ は 、 腕 を 伸ばす と 
手首 が 見 える 程度 。 


く 伸び る 。 


袖 は 腕 を 下ろ し て い 
る と 、 祝 が 袖 の 下 に 
くっ つい た 別 パ ー ツ 
の よう に 見 える 。 


和服 の 打ち 合わ せ は 、 
体 の 前 を 覆う よう に 
重なっ て いる の で 、 
上 に ずり 上 げ な いと 
広がら な い 。 
福神 の 裕 は 、 裾 まで 走る ポー ズ な ど 、 
続い て て も OK。 も を 上 げ る と 打ち 合 
わせ の 端 か ら 斜め 下 
に シワ が で きる 。 


ぶ ふくらはぎ は 恥ず か し い ? 

和服 を 日 常 的 に 着用 し て いた 時 代 、 成 人 女性 と 4 

は 胸 が は だ ける こと は あっ て も 、 人 前 で 裾 が 脚 の 動き で 引っ 張ら れ た 分 
乱れ て 、 ふ くら は ぎ を 見 せる の は 恥ず か し い だ け 裾 が 拭 れ る 。 

こと と され て いま し た (現在 の 胸 と 脚 が 逆転 | 有 礎 を 見 せな い 範 囲 で ひる が 
し た よう な 関係 で す ) 。 P えす の が ポイ ント 。 

で す の で 女性 の 和服 の 絵 を 描く 場合 も 、 裾 が ~ 


あま り 持 れ な いよ うに 描く と 大 人 らし く 上 品 
に 、 逆 に 懇 を 見 せ て いる と 子供 っ ぽい 印象 に 
な り ま す 。 

大 人 で 、 す ね を 見 せ て いる 場合 、 只 な ら め 雰 
囲 気 で 不気味 な 印象 に な り ま す 。 


和服 の 袖 の シワ 
は 、 腕 へ 螺旋 状 に 
巻き 付く よう に 長 
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伊達 裕 

男性 で 伊達 裕 を 付け 
る の は 珍し い が 、 舞 
台 衣装 や カジ ュ ア ル 
な オシ ャ レ と し て は 
あり 。 


男性 の 着 流し は 、 上 
半身 を 大 きく 見 せる 
よう に 着付 ける 。 

特に お 腹 は 、 詰 め 物 
を し て 太く 見 せる の 
で 、 ウ ェ ス ト は く び 
れ な いよ うに 注意 。 
対照 的 に 、 下 半身 は 
細く 、 短 足 気味 な 位 
が か っ こよ く 見 え 
る 。 


着物 (男性 ) 


現代 の 男性 着物 の 原型 は 、 平 交 時 代 の 武家 の 貸 下 で す 。 
その 頃 の 男性 の 公 服 は 、 補 晶 が 大 きく 唐 風 の 丸 い 役 「 盤 領 (あげ く び 、 ま る えり )」 の も の が 主流 で し た が 、 
庶民 は 男女 と も ち に 、 こ うい っ た 袖 曰 が 小さ く 垂 領 (斜め に 合わ せる 懲 ) の 着物 を 着用 し て いま し た 。 


裕 を 着用 し な い 着 流し は 、 オ シャ レ 着 や ゆか た で の 着 こ 
な し 。 現代 男性 の 着物 は 無地 が 最上 で 、 模 様 ( 締 や 重 甲 


な ど ) は 、 細 か いも の ほど 格 が 上 と され る 。 


福神 (下着 ) 四 半 稚 
背面 か ら は 見 えな い 。 


振り 口 は 無く 、 
縫 わ れ て いる 。 
袖 山 
帯 は お 尻 ( 骨 盤 ) に ひっ 
か ける か 、 お 尻 よ り 下 
に 締め る 。 
結び 方 は 女性 と 比べ る 
と 割 と 自由 (イラ スト 
は 貝 の 口 結び ) 。 


男性 の 着物 は この 細い 帯 一 本 を 骨 
盤 に 引っ 掛け る よう な 低い 位置 で 
締め て いる の で 、 腕 の 自由 が きく 。 
打ち 合わ せ も 緩い た め 、 正 装用 で 
な い 短 め の 着 物 で あれ ば 、 簡 単に 
大 股 開き も で きる 。 


ONE POINT [画面 面 画面 面 画面 面 画面 

江戸 時 代 の 男性 の オシ ャ レ 

江戸 時 代 、 肉体 労 働 の 男性 な ど は 着 流 し で 裾 を 尻 
は し ょ り に し て 仕事 を し て いま し た 。 次 第 に 脚 や 、 
新品 の 禅 を 見 せる こと が オシ ャ レ の 一 環 に 。 禅 は 
高価 で 、 見 せ パ ン の よう な も の な の で 、 描 く 際 は 
白い きれ いな 布 を 恥じ ら わ ず に 威勢 良く 見 せま 
し ょ う 。 脚 を は だ けさ せる の が 庶民 の オシ ャ レ で 


ある 一 方 、 羽 織 を 着る の が 富裕 層 の オシ ャ レ で し 
た 。 こ の よう に 同じ 着 流し で も 身分 に よっ て 描き 
分 けが で きま す 。 

また 、 武 士 は 外出 時 や 来客 時 は 裕 を 着用 する 決ま 
り で 、 自 室 で 寛い だ 時 だ け 着 流し を 着 て いま し た 
(浪人 は 武士 で は な い の で 、 着 流し で 外出 し て い 
ます )。 


紋 を 付け な い 羽 織 を 着 流 し 
こ 合 わせ れ ば 、 ち ょ っ と し 
た 会 合 に 出 ら れる 程度 の オ 
シャ レ 着 に な る 。 


お は し ょ り を 作 
ら な い の で 、 宙 
先 が 表 に 出る 。 


羽織 の 丈 は 、 流 行 

に よっ て 変わ り 、 
振り 口 が 無く て も 半生 
袖 は 、 お 尻 を カ いな い 。 


バー する よう に 持 
ち 上 が る 。 


か け え り 


成人 男性 の 着物 は 、 脇 の 下 ①⑪ 掛 
が 縫 わ れ て お り 、 身 八 つ ロ ⑦ 稚 先 
も 振り 口 も 開い て な い 。 袖口 
その た め 袖 に 袋 状 の 祥 が で ④ 補 下 
きる の で 、 こ こ に 小銭 な ど 、 @ 人 形 
物 を 入れ て 持ち 運べ る 。 @ 経 
肩 山 
@ 袖 山 
⑨ 宙 


※ 女 性 と 共通 の 部 分 は いく つか 省略 し て いま す 。  ⑩ 身 幅 
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フ や 袖 の 動き 和裕 を 抜か な い の で 、 急 角度 


の V ネ ッ ク に 見 える 。 
鶴 は 、 首 の 後ろ を カバ ー す 
る イメ ー ジ で 描く 。 


Vs 


和裕 の 開始 点 が 高い の 
で 、 撫 で 肩 に 見 える 。 


女性 より 帯 が 細く 、 


低い 位置 で 締め る の 
で 、[ ノ ヽ J 形 が 縦 
に に 伸び た シワ が 多く ti 
女性 より も 大 きく 描 で ぎる 。 a 本 
2 を 意識 し て 描く 。 
着 流 し で 大 き な 動き を する と 、 
ボディ ライ ン が 浮き 出る うえ 、 
裾 も は だ ける の で 、 筋 肉 の 形 を 
意識 し て 体 の アタ リ を 描く 。 どん な に 細身 の 男性 
で も 、 お 腹 や 背中 は 
丸み を 帯び た ライ ン 
で 描く 。 


脚 を 開く と お 尻 と 膝 
裏 に 弧 を 描く よう な 
シワ が で きる 


ここ まで 脚 を 開く と 
裾 が ふく ら は ぎ ま で 
携 れ あがる 
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脚 を 開く と 、 太 も も 
か ら ふ くら は ぎ に か 
け て の 形 が くっ きり 
分 か る 。 


あぐら を か いた 時 、 す ね の 
上 あたり を 通っ て いる の は 
裾 で は な く 、 社 の 端 の 部 分 。 
その まま すね を 通過 し て 足 
の 下 に 折り 込ん で 座る 。 


女性 と 同様 に 、 腕 に 巻き か な いた め 、 首 
付く よう な シワ や 、 お 腹 の 後ろ か ら も 
の 「 ノ ヽ 』 形 の シワ が 「 ノ ヽ 』 形 の シ 


左右 の 膝 裏 を 繋い で 、 
弧 を 描く シワ が で きる 。 


男性 は 、 捨 を 抜 


ワ が で きる 。 


時 代 劇 は 男性 和服 の お 手 本 

男性 で 着物 を 着 慣れ て いる 人 は 、 女性 
以上 に 少な く 、 な か な か カッ コイ イ 着 
流し 姿 が 見 られ る 機会 まあ おり ま せん 。 
時 代 劇 な ら 、 お 手 本 の よう な 着こなし 
の 主演 俳優 さん の 他 、 チ ン ピ ラ 風 や 浪 
人 風 の ア レン ジ も た くさ ん 登場 し ます 。 


どれ くら い 動い た ら ど う 着 

月 れる か 、 着 月 れ な いた め 

に は どう いう 仕草 を する の 

か な ども 分 か る の で 、 絵 の 

参考 に 最適 で す 。 
洋服 和服 
プリ ー ツ や タッ ク は 、 見 四角 い 布 な の で 、 見 た 
た 目 よ り 横 幅 が ある 。 目 その まま の 布 幅 し か 

な い 。 


ロン グ ス カ ー ト の よう に も 見 える 着 流 し は 、 体 の 形 に 布 を 裁断 し 
て 、 プ リー ツ や タッ ク で 手足 の 動き を 考慮 し た 分 の 布 幅 を と る 洋 
服 と 違い 、 和 服 は 四角 い 布 だ け で 構成 され て いる 。 

あぐら な どの 脚 を 開い た ポー ズ の 時 、 裾 は 洋服 と 同じ 位置 に こ な 
い の で 注意 が 必要 。 
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鎌倉 時 代 武士 の 正装 


06 
/ 


正装 と な り 、 
鎌倉 時 代 の 武士 の 正装 は 直 垂 で し 広 袖 に 変化 
た 。 元 々 直 垂 は 、 地 方 の 労働 者 が 

着 た 袖口 の 小さ い 着物 で す が 、 起 
士 が 好 ん で 着用 し た た め 、 次 第 に 
正装 へ と 格 が 上 が り ま し た 。 。 
直 垂 と ほぼ 同形 の 装束 に 大 紋 や 素 
梓 が あり 、 素 視 の 袖 を 省 い て 肩 衣 
に し た と いう 説 も あり ます 。 


現代 の 着物 が 完成 する まで 


現代 、 一 般 的 に | 着物] と 呼ば れる 袖口 が 小さ な 衣類 は 、 古 代 か ら 庶民 層 に 着用 され て いま し た 。 こ の 質 
素 で 簡便 な 着物 を 愛用 し て きた 武士 の 権威 が 高まる と 共に 、 貴族 が 用 いた 盤 領 の 着物 に と っ て 変わ り ます 。 
江戸 時 代 に な る と 女性 の ファ ッ シ ョ ン の 移り 変わ り に 合わ せ て 形状 が 変化 し 、 現 代 の 形 と な り ま し た 。 


江戸 初期 の 着 流し 


男 番 
正装 が 簡 路 化し て いく と 、 カ ジュ Sg 
アル 着 や くつ ろ い だ 場面 で は 着 流 まで 広く い 
し 姿 が 見 られ る よう に な り ま す 。 人 
た 髪型 。 


舟形 袖 で 、 身 幅 が 広く 、 裕 が 長い 
点 が 現代 の 着物 と は 違い ます 。 

下半身 の 幅 を 広め に 描き 、 ひ ら ひ 
ら と 裾 の 布 を 余ら せる と 
古い 着物 らし く 見 えま す 。 


貴族 文化 で は 下着 だ っ た 裕 が 
表 に 見 える よう に な っ た 。 

この た め 時 代 が 下る 程 、 振 も 
正装 に 相応 し た 形 へ 変化 し 
( 天 80 ペー ジ )、 現 代 の 
よう に 折り 目 の は っ きり し た 
ヒダ や 腰板 が つい て いく 。 


安土 桃山 時 代 の 正装 


広い 身頃 を 折り 
返し て 裕 の 裏地 
が 見 えて いる 。 


古い 肩 衣 は 、 江 戸 時 
室町 幕府 12 代 将 軍 の 足利 代 の 肩 衣 よ り 小 さく 
義晴 が 、 礼 装 化 し て 動き に ヒダ も な い 。 


くく な っ た 直 垂 や 鳥 帽 子 を 
嫌っ た た め 、 邪 廃 な 袖 の な 
い 肩 衣 を 正装 と し て 取り 入 
れ た と いわ れ て ます 。 

形 を 変え な が ら 、 江 戸 時 代 
まで 武家 の 礼装 と し て 残り 
ます 。 


身幅 が 広い の で 、 
少し 裾 が 広がる 。 


貴族 が 文化 の 中 心 だ っ た 平安 時 代 だ と 
男性 は どん な に ラフ な 格好 で あっ て も 
正光 


人 前 で は 盤 領 の 上 着 を 着る の が 、 
ケッ トド だ ら た よう で す 。 


振り の 無い 舟形 袖 は 、 パ 
ジャ マ の 袖 の よう な 感覚 
で ふわ っ と 描く 。 
袖 の 折れ 目 を 一 本 描く と 
和服 らし く な る 。 


前 ヒダ は 片 身 2 本 ずつ で 、 
余り 折り 目 を パリ ッ と させ 
ず 柔 ら か な 線 で 描く 。 


江戸 初期 


江戸 初期 頃 ま で 男性 の 着物 と ほとん ど 変 わら な か っ た 女性 の 着物 は 、 
当時 の ファ ッ シ ョ ン リ ー ダ ー で ある 高級 遊女 や 芸者 た ちの 考案 し た 
新た な スタ イル に よっ て 次 第 に 現代 と 同じ 形 へ 変化 し て いき ます 。 


一 般 的 に は まだ 下げ 髪 (結ば な い ロ @ 舟形 袖 
ング へ ヘア) が 主流 の 中 、 遊 女 が 若衆 
留 を 真似 て 結髪 を 始め る 。 

初期 の 女 客 は 、 映 が 張り 出し て いな 


袖 に は 振り が な く 、 勝 
は 完全 に 縫い 付け られ 
身 八 つ 口 も な い 。 


帯 は 細く 、 
腰 の 高 さ で 結ぶ 。 


遊女 た ち は 裾 を 長く 引い 
て いた 。 

庶民 は くる ぶし 丈 の 短い 
着物 を 着 て いた 。 


@@ 元禄 袖 


今 より 袖 下 が 
丸い 。 


袖丈 が 長く な り 、 帯 
も 太く な っ た た め 、 
邪魔 に な ら な いよ う 
身 八 つ ロ が 開き 、 振 
り が で きる 。 

この 頃 、 男 性 の 着物 
の 袖 も 「 人 形 ] と 呼 
ば れる 、 身 か ら 離 れ 
た 部 分 が で きた 。 


い の で 、 容 は 抜か な い 。 


振り が 無く 、 
袖口 も 小さ い 。 


身幅 が 大 きく 、 い ま の 男 
性 の 着 流し の よう に お は 
し ょ り を 作ら ず 、 お 腹 ま 
わり に ゆっ た り と 布 が 余 
る 。 


和裕 は 長い が 、 
丈 は 今 よ り 
短い 。 


身幅 が 広い た め 、 


握 が や や 未 広がり 後ろ に 古 が 張り 出し た 


女 凡 が 流行 り だ す 。 
整髪 油 で 汚さ な いよ う 
に 捨 を 抜く よう に な る 
(福神 の 半 鶴 が 全て 見 
える 程 ゆ っ た り と )。 


帯締め は 江戸 末期 に 
現れ る の で 、 そ れ 以 
前 は 今 より 細め の 帯 
を ゆる く 巻 き 付け 
る 。 


長く 引い た 裾 を 外出 
時 だ け 持 ち 上 げ て お 
は し ょ り を と る 。 

遊女 は し ご き ( 外 に 
見 せる ) で 、 腰 元 や 
一 般 人 は 腰紐 ( 外 に 
見 せな い ) で 締め た 。 


振袖 は 子供 服 だ っ た 
成人 女性 の 晴れ 着 と し て の 振袖 や お 太鼓 結び な ど 、 
現代 で は ポピュラー な 和服 の 着こなし は 、 江 戸 後期 


ー 未 期 に 生ま れ ま す 。 
それ まで の 振袖 は 、 子 供 (男児 も ) が 着る も の で し た 。 


38 


レク 


男性 の 着物 の よう に 、 タ 
オル な ど で 補 正 し な い の 
で 、 帯 を 締め る と ウェ ス 
ト が いく ら か くびれ て 見 
える 。 

し か し 、 絵 で 描く 時 に 
ウェ スト が は っ きり 分 か 
る と 和服 らし く な く な る 
の で 、 寸 胴 に デフ ォ ル メ 
する 。 


化 
| 六 


人 


由 办 大 

ゆか た は 、 湯浴み を する 時 に 着 た 湯 肉 子 と いう 着物 が 原理 と いわ れ て いま す 。 元 々 は 湯上り の 沖 取 り で す 
が 、 江 戸 時 代 に な る と 夏 の くつ ろ ぎ 着 と し て 広く 流行 し 、 夕 涼み や 夏希 りな ど 、 タ 夕方 以 除 の た め の 遊 び 着 
に な り ま す 。 現 代 で は 高級 素材 で 作ら れ た 、 よ そ ゆ き 着 の ゆか た も あり ます 。 


元 の 用 途 が 汗取り だ っ た の で 裏地 は な く 、 
下 に 福神 は 付け ず に これ 1 枚 で 着 ます 。 
夏 の オシ ャ レ 着 に な っ た 現代 で は 、 福 神 や 
伊達 符 を 付け る こと も あり ます 。 


帯揚げ も 帯締め も な く 結 べ る 半 
吕 带 (半幅 と いっ て も 、 締 め た 後ろ 
き の 見 た 目 の 幅 は 、 普 通 の 帯 と 
あま り 変 わら な い ) を 締め る 。 


薄い 布 ご し に 肩 の 形 
が 分 か る の で 、 四 角 
く を 意識 する 。 


半幅 帯 の 結び 方 で 
一 般 的 な 文庫 結び 
(シン プル な の で 
アレ ンジ の 方 法 が 
数 多く ある )。 


布 も 薄く 一 枚 し か 着 
な い の で 体 の ライ ン 
が や や 分 か る 。 


ゆか た な ら 、 裾 は く 
る ぶし が 見 える くら 
い 短く て も OK。 


ボディ ライ ン が 出 に くい 着物 は 、 遠 近 感 を 表現 す 
る た め の 線 が 余り 描け ませ ん が 、 ゆ か た は 布 が 薄 
く ボ ディ ライ ン が 出 や すい の で 、 こ の よう な 寝 
ポー ズ な ど で も 、 自 然 な 表現 が で きま す 。 


太もも の 稼 線 と 膝 
裏 の シワ の 重なり 
で 遠近 感 を 表現 。 


に ye 帯 や お は し ょ り は 、 
ee 胴体 と お 尻 の 区 切り 
省く 。 が 分 か る 。 
両 肩 の 動き を 
股関節 の 区 切り と 、 
太もも の 動き を 表現 
座り 


文庫 結び で は 体 の 左 
側 に だ け こ の 斜め の 
ライ ン が で きる 


ゆか た は 目 に する 機会 の 多い 和服 で す が 、 他 の 和服 と 比べ る 
と 、 肩 まわ りや 胸 、 ウ ェ ス ト 、 太 も も な ど 、 ボ ディ ライ ン が 
目立ち ます 。 

振袖 や 訪問 着 な ど 、 格 式 の ある 着物 を 描く 時 に 、 手 近 に ある 
ゆか た の 写真 を モデ ル に 使う と 、 ボ リュ ー ム が 足り ず 細 すぎ 
に な る の で 注意 が 必要 で す 。 
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| 子供 の ゆか た ] ONE POINT iii 国 本 本 四 本 | 
Ca 肩 揚 げ と 腰 揚 げ 


子供 の 着物 は 、 男 女 と も 和 捨 を 抜か すず す 、 大 人 に 着せ て 昔 は 大 人 サイ ズ の 着物 を 、 子 供 の サイ ズ 
も らい や すい よう に 身 八 つ ロ が あり 、 振 り 口 も 開い に する た め に 肩 揚 げ や 腰 揚 げ を し 、 成 長 
て いま す 。 こ れ け は 子供 が 正装 し た 際 の 振袖 や 羽織 裕 に 合わ せ て 幅 を 調整 し 、 大 人 と 変わ ら な 
も 同じ で す 。 い 体 格 の 15 18 歳 に な る と 下ろ す も 
DWR 
し か し 、 現 在 は 「 子 供 」 の シン ボル と し 
肩 揚 げ 


て の 、 装 飾 的 な 意味 合い が 強い で す 。 
未 万 、 舞 妓 芯 包 作 15 歳 を 過ぎ て いて も 
肩 揚げ の ある 振袖 を 着 て いま す が 、 こ れ 
は 、 か つて 10 歳 前 後 で お 座敷 に 上 が っ 
て いた 頃 の 名 残 で す 。 


子供 の 体格 に 合わ せ て 


ゆき た け 


桁 丈 ( 肩 と 腕 の 長 さ ) 
を 調整 し て いる 。 


腰 揚げ 

長い 着物 を 、 子 供 の 身 
長 に 合わ せ て 縫い 上 げ 
て いる 。 

見 た 目 は 、 お は し ょ り 
の よう だ が 、 男 児 の 着 
物 に も ある 。 


縮 細 な ど で で き て いる 
非常 に 柔らか い 帯 。 
苦し く な い の で 子供 の 
ゆか た に 使わ れる 。 


袖 の 縫い 目 の 線 


ONE POINT 関本 本 面 面 面 - 面 - 面 面 - 面 下面 - 面 面 - 面 ] 


子供 服 の 工夫 

楽に 着物 を 着せ る た め 、 江 戸 時 代 の 子供 服 は 、 着 物 の 
端 に 「 付 け 帯 」 と いう 紐 を 縫い 付け て 後ろ で 縛っ て い 
まし た 。 

7 歳 く らい に な る と 別 布 の 帯 を 使う よう に な り ま す 。 
これ と 同じ よう な 服 は 、 中 世 か ら 見 られ ます 。 

お も に 女児 が 身 に 付け 、 幼 い 男 児 も 着 


鎌倉 時 代 の 日 常 の 幼児 服 


ゆか た 以上 に カジ ュ ア ル な 和服 と し て 、 甚 平 が あり ます 。 

今 の よう な 形 に な っ て か ら の 歴史 は 非常 に 浅く 、 正 式 な 形 と いう も の は 特に あり ま 
せん 。 裏地 が 無く 、 袖 も 広い 人 筒 袖 で 、 袖 、 前 身 、 後 身 、 の 縫い 目 は 隙間 を 作っ て 販 
糸 で 縫 わ れ て いま す 。 とにかく 涼し さ を 追 求 し た 作り が 特徴 で す 。 

着る の も 非常 に 簡単 な た め 、 子 供 や 女性 も ゆか た の 代わ り に 着る こと が 増え て いま 
す 。 


縦 方 向 の 真っ 直ぐ 
な シワ が 目立つ 。 


甚平 の 原型 は 江戸 時 代 未 期 頃 の 室内 着 
で 、 袖 が 無く 、 丈 も 長く 、 そ れ 1 枚 
で 着る も の だ っ た 。 

現代 の 丈 の 短い 甚平 に は 共布 で 作っ た 
ハー フ パ ン ツ を 合わ せる 。 


ONE POIN 


狩衣 や 巫女 装束 に 似 た コス チュ ー ム で 、 肩 だ け 


隙間 が 開い て いた り 、 帳 糸 で 縫 わ れ て いる 絵 を 
見 か ける こと が あり ます が 、 古 式 の 着物 で 甚平 
の よう な 形 を し た も の は 実際 に は あり ませ ん 。 


袖 と 脇の下 の 帳 糸 
ステ デ ッ ツチ ヂ 。 

も ちろ ん 、 こ れ も 
さま ざま な 縫い 方 
が ある 。 


ペペ ンス ペン ペン 
くく 


ペペ ンス ムペ マン スペ マン クベ マン ム ベ マンス 
の ベベ あべの < 
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時 代 に より 流行 が あり 、 締 め 方 も 多数 の 派生 が 生ま れ 、 さ ま ざ ま な 種類 が あり ます 。 
ここ で は 、 現 代 の 淀 結び を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 


尺 貫 法 ・ 反 物 幅 は 様々 に 変わ り ます 。 


帯 の 種類 現代 の 「 帯 」 は 、 芯 (三河 木綿 な ど ) を 入れ て 縫っ た も の や 、 厚 い 織物 の ハリ の ある 帯 
が ほとん ど で す 。 サ イズ 、 素 材 、 仕 立て 方 は さま ざま で す 。 


人 
マ / 
一 幅 ( 約 30cm) 半幅 ( 約 15cm) 
= 
全幅 帯 (外出 、 正 装用 ) 半幅 帯 (普段 着用 ) し ご き 帯 
江戸 後期 、 女 性 の 帯 は 幅広 に な っ た 。 現代 の 女性 も 、 気 軽 な 装い の 際 は 、 半 縫 わ ず に 、 一 幅 の 布 を 柔らか いま ま 、 
体 に 巻く 部 分 は 、 体 に 合わ せ て 半幅 ほ 幅 帯 を 使用 する 。 折っ た り 、 手 で し ご いて 使う も の 。 
ど に 折っ て 巻く 。 


ーー ニン 


お 太鼓 に する 部 分 


名 古屋 帯 角帯 (男性 用 ) 丸 ぐ け 帯 
体 に 巻く 部 分 だ け 半 幅 に 仕立 て た 、 便 現代 の 男性 が 使う 帯 。 綿 を 布 で くる み 、 縫 っ た 紐 。 
利 な 帯 。 幅 は 6 12cm 程度 で さま ざま な 幅 現在 は 帯 で は な く 薄 締め と し て 使用 す 
の も の が ある 。 る こと が 多い 。 


人 @ 振袖 


帯揚げ 
お 太鼓 の 帯 枕 を 隠す 
た め の 飾 り 布 。 ち り 
めん や 絞り な ど 。 


留袖 


帯締め 
帯 結び を 固定 し 着 崩 
れ を 防ぐ 紐 。 絹 の 組 
紐 や 丸 ぐ け 紐 な ど 。 


帯締め の 飾り 。 
貴金属 に 宝石 、 木 彫 、 陶 器 、 桂 絵 、 靖 
蛤 玉 不 此。 主导 平 打 组 亿 用 必 \ 殖 。 
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※ 厳 密 に は 、 呉 服 で は 通常 の 尺 貫 法 と は 別 の 「 鯨 尺 ] (1 尺 = 約 38cm) を 使用 し ます が 、 時 代 な ど に より 


@ 粋 な スタ イル // 7 グ ) 
いい 


NN 


胸 党 で 、 そ の ぶん ヒッ プー 太もも くびれ を 埋め る よう に 帯 が あり 、 全 体 胸 の 膨らみ は 抑え め に 。 
の 丸み を 出す と 、 少 女 っ ぽく な る 。 的 に うま く 寸 胴 に な る の が 現代 風 。 お 尻 か ら 下 が キ ュ ッ と す ぽ ま る と 
か っ こい い 印 象 に な る 。 


人 @ 子供 っ ぽ さ 


0 上 品 な 印象 7 


Ge 、 き @ 粋 な スタ イル ん % る へ 
(WW 声 3 
A で や ツ 


V 


男性 が くびれ の 位置 で 帯 を 締め る 「 肩 幅 ] と 「 帯 まで の 高 さ ] を 少し 下 に 締め る と 、 粋 な 究 囲 気 に 
の は 、 子 供 の 時 だ け 。 「1 : 1」 で 意識 する と 、 き ちん な る 。 下 げ 過 ぎる と 、 だ らし な く 
成人 男性 は 、 胸 高 す ぎる る と 不 格 と し た 着付 け の 雰囲気 に な る 。 な っ て し まう の で 注意 。 


好 な の で 注意 。 


e 当 2 


帯 は 背中 側が 上 が る 
RS 帯 は 、 人 体 構造 上 、 自然 
各 の 幅 を 広く 、 胸 訪 め | 青 中 側が 上 が り 気 味 に な り 
に 描く と 華やか で か ゎ | ます 。 1 
NO 実際 に 、 太 め の ベ ルト を ゆ 

る く 腰 に 巻い て みる と 似 た 


感じ が つか め ま す 。 
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※ 実 際 の 着付 け で は 、 こ の あたり で 仮 紐 や クリ ッ プ な ど を 使い 、 い くつ か の 手順 を 踏み ます 。 


信 お 太鼓 結び 江戸 時 代 後期 、 江 戸 は 亀戸 天神 の 「 太 鼓 橋 ] に ちな み 深 川 芸者 が 考案 し 、 非 常に 革新 的 な 淀 結び だ っ た た め 、 全 国 


に 流行 し た と いわ れ て いま す 。 
200 年 経っ た 現在 で も 、 年 齢 、 身 分 を 問わ ず 誰 も が あら ゆる シー ン で 結 う 、 最 も 一 般 的 と いっ て いい 帯 結び で す 。 


横 ・ 斜 めか ら だ と お 太鼓 
の 中 が 見 える の で 、 構 造 
を 知っ て いれ ば 簡単 に 描 
け ま す 。 


お 太鼓 の 中 身 は 、 長 さ 
や 模様 の 出 方 を 調節 
し 、 余 っ た 長 さ を た た 
ん で 入れ て いる だ け 。 


人 @ 手順 と 構造 


※ 時 代 、 身 分 、 地 域 、 年 齢 、TPO に より 形状 ・ 種 類 ・ 左 右 な ど は 異な る の で 、 一 例 を 紹介 し ます 。 


体 に 巻く 

何 回 巻く か は 、 結 び 方 

や TPO、 帯 の 長 さ な 

ど に より 異な る 。 た れ と 結ん で 帯 結び を 支 
える た め 、 初 め に 数 10cm 
と っ て お く 側 。 


ギュ ッ と 締め る 

※ た た ん で 留め た り 、 結 
ん だ り 、 色 々 な 方 法 が あ 
り ま す 。 


名 古屋 帯 な ど 、 は じ め か ら お 太 
だ れ 鼓 に な る と ころ に 、 メ イン の 模 
た あま に 
飾り 結び (ここ で は 太鼓 ) に な る 側 お OR が 
る 芝 が 多い 


帯揚げ に 帯 村 を くる ん で 結ぶ 太鼓 を 形作る 


帯締め で 固定 し て 完成 


「 手 ] を た た む 。 


太鼓 を 膨らませ る た め に 入れ る [た れ ] を た た む 
丸め た 手拭 いな ど で も OK。 < れ り を た だ だ お 。 


@ 文庫 結び ゆか た に 半幅 帯 で 結 う の に と て も 簡単 な 蝶結び で す 。 一 
それ だ け で な く 帯 に よっ て は 格調 高い 装い に も 、 男 帯 な ら 裕 下 に も な り 、 ア レン ジ も 幅広 く 、 基 本 の 帯 結び で す 。 @ 


これ ら も 
すべ て 「 文 庫 結 び ] 


に し っ) 


男性 の 裕 下 - 
この 文庫 部 分 に 、 武家 女性 な どの 文庫 
後 腰 の へ ラ を ひっ か け て 現在 の 花嫁 の 帯 結び 。 


乗せ る よう に 裕 を 宰 く 。 


@ 手順 と 構造 


※ 時 代 、 身 分 、 地 域 、 年 齢 、TPO に より 形状 ・ 種 類 ・ 左 右 な ど は 異な る の で 、 一 例 を 紹介 し ます 。 


2 


回 


Y 


「 た れ 」 を た 
た ん で 「 羽 根 ] 
を 作る 。 


羽根 を 固定 する 形 を 好み に 整え る 


の 
※ こ こ で 結ん だ り 、 1 回 巻く だ け だ っ た り 、 
さま ざま な 締め 方 が あり ます 。 


は み 出 し た 部 分 を た た ん で 仕舞 いこ ん 
だ り 、 羽 根 を 広げ た り 、 斜 め に し た り 、 
さま ざま な アレ ンジ が 可能 、 


全幅 帯 の 一 例 
現代 の 帯 結び の 一 例 で す 。 構 造 が 分 か 
仮定 し て 、 図 解 し て いき ます 。 


厚い 、 薄 い 、 大 小 な ど 、 年 齢 や 時 代 で さま ざま 。 現代 人 は か っ ちり と 四角 に 、 若 い 娘 は 大 きく 華やか に する こと が 多い 。 


斜め に し て みた り 。 
着 慣 れ た 人 の 、 粋 な 着こなし 。 


已 昼 二 起 寻 ， 罗 汁 外 


細め に た た ん で 飾り に 一 周 さ せる 。 お 太鼓 自体 に に ダ を と っ て 、 
ずら し て 折っ た りさ ま ざ ま 。 間 か ら 更 に 小さ な ヒダ を 見 せる 。 


振袖 な ど 、 若 い 女 性 の 礼装 に 。 ふく ら 雀 系 の 変わ り 結び 。 立て 矢 系 の 変わ り 結び 。 


半幅 帯 の 一 例 ※ 上 方 文化 (西日本 ) と 江戸 文化 (東日本 ) で は 左右 が 送 に な る こと が 多く 、 呼 称 ・ 形 状 な ども 、 時 代 、 地 域 、 流 派 、 
年 齢 、 帯 な ど に より 実に さま ざま で す 。 帯 の 柄 や 仕立 て 、 人 の 利き 手 に よっ て 左右 が 変わ る 事 も あり ます 。 

現代 の 帯 結び の 一 例 で す 。 構 造 が 分 
か りや すい よう 、 右 の よう な 模様 の 
帯 を 仮定 し て 、 図 解 し て いき ます 。 


女性 


片 流し ・ 片 蝶 
羽根 の 開き 方 で 、 粋 、 華 や か 、 古 風 、 今風 と 幅広 い バ リエ ーション が 可能 。 


文庫 (一 文字 ) 
捧 下 な ど に 。 


| 


吉弥 (きち や 、 き っ ちゃ ) 
裏表 は 色々 な パタ ー ン が ある 。 


浪人 結び ・ 笹 結び 
左 に 抜い た 手 を 、 折 り 返 し て 武士 が 待 を し な い 時 に 結っ た カル タ 結 び 
た れ の 根本 に は さ み こ む 。 刀 を 差し て も 緩 ま な い 。 カル タ が 3 枚 並ん で いる よう に 見 える こと か ら 。 


測 根 の 上 に 身 斗 結び 。 手 を ひっ か けた アレ ンジ 。 右 と 左 で 表裏 に し て みた り 。 職人 結び ・ 神 田 結 び 


広 袖 は 、 袖 下 が 縫 われ て な い 広 く 大 き な 袖口 が 特徴 で す 。 
袖口 の 中 の シワ が 見 えた り 、 重 ね た 着物 ( 祥 や 単 ) 困 关 
層 も の ウェ ー ブ に 見 える の で 、 シ ワ の 少な い 現 代 の 着物 
と 比べ る と フリ ル の よう な 印象 で す 。 


番 * 
章 * 
车 


と も 伝わる 装束 。 
正確 な 形状 は 残っ て いな い 。 


同じ 形 の 
ウェ ー ブ が 、 


/ レグ 


于 
人 7 


胡 和 
女性 の 裕 は 元々 、 素 肌 に 付け る 下着 で あっ た 。 
生地 の 種類 に よっ て 打 笠 や 張 待 と も 呼ば れる 。 
平安 時 代 末期 頃 か ら は 、 裕 の 下 に 下着 と し て の 着物 


を 着る よう に な っ た 。 


ひと え は か ま 


この 上 か ら 単 1 枚 の み 羽 織る と 寝間着 の 「 単 裕 ]。 


単 と 何 枚 か の 祥 を 重ね る と 日常 着 の 「 表 容 ]。 
衣 裕 の 一 番 上 に 紋 の 入っ た 小さ い 祥 ( 小 祥 ) を 着 
る と 少し 改まっ た 日 常 着 「 小 祥 姿 ]。 

また 、 女 児 は [ 箱 | ( 丈 の 短い 福 ) を 重ね る 。 
裕 の 上 か ら 衣 を 重ね た だ け で は 前 が は だ ける の 
で 、 一 番 上 に 裳 や 、 細 長 と いう 上 着 を 着 て 、 紐 で 
締め る こと で 正装 と し て 形 が 整う 。 
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3 見 服 だ と も 、 高 貴 な 女性 の 正装 だ 


層 に な っ て いる 。 


男女 と も 捨 は 
抜か な い 。 


宛 帯 は 、 脇 か ら 細 
長 の 下 へ 潜る 。 


脇の下 か ら 、 袖 の 下 
方 へ 大 きく シワ が で 
きる 。 


振り の ある 広 袖 は 、 
お 尻 を カバ ー す る よ 
うに 持ち 上 が る 。 


裾 の 長い 和装 を 着 た 女性 
の シル エッ ト は 、 底 辺 の 
広い 三角 形 を イメ ー ジ し 
て 裾 を 引か せる 。 


ーー < 2 


窒 を 折り 返し て 着る 
a 
脇 が 縫 わ れ て い 
な い 。 单 (女性 用 ) や 祥 の 構造 
上 着 の 下 に 重ね る 
単 (裏地 無し ) や 
祥 (裏地 有り ) の 
社 が な い 。 形状 は 殆ど 同じ 。 


下着 で ある 単 の 方 


の 提要 りな が 一 回 り 大 きい 。 


の 袖 は 振り が な い 。 し 


人 
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ひと え 


男性 用 単 

狩衣 な ど 毅 領 (丸い 鶴 ) の 服 が 上 着 
と し て 一般 的 だ っ た 頃 の 下着 次 
就寝 時 な ど は こん な 服装 だ っ た 。 


前 に や や 傾け 
て か ぶる 。 


裕 や 帯 で キッ チリ 締め る と 、 腕 が 上 げ 
られ な く な る の で 、 脇の下 に 余裕 を 作 
る た め 衣 紋 璧 (タッ ク ) を と る 。 
この た め 、 お 腹 周 り は 布 が ダブ っ と 膨 
らむ 。 


衣紋 鼓 の と り 方 


げ く くり 


ひ た た れ 。 か た ぎぬ 


単 の 他 に も 直 垂 や 肩 衣 な どの 身幅 の 広い 上 着 や 、 女 性 の 装束 も 衣紋 蔵 を と り ま 
す 。 衣 類 の 形状 に よっ て 、 前 後に ヒダ を 作る 場合 と 後 身 に だ け ヒ ダ を 作る 場合 
が あり ます 。 


お 腹 の 前 で 折り 込ん で 
衣紋 璧 を と り 裕 で 締め る 。 
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上 刺 の 糸 が 見 える 。 
(本 雄 還 80 ペー ジ ) 


た て え ほ し 


@@ 立 局 帽子 


羅 ( 目 の 粗い 絹 織物 ) の 袋 に 薄く 漆 を 塗っ 
て 、 張 り を 持た せ て いま す 。 

_ 形 状 は 洗顔 料 の チュ ー ブ の よう な も の を 
イメ ー ジ する と 描き や すく な り ま す 。 


に 
前 を 凹 ま せる と 両 脇 
が 出 っ 張 る 。 


他人 に 着付 け て も ら う の で 、 

男性 の 装束 も 、 身 八 つ コロ に あ 
た る 部 分 が 開い て いる も の 
か 、 脇 が 全て 縫 わ れ て いな い 
も の が 多い 。 


単 の 脇 は 縫 わ れ て いな い の で 横 か ら 見 る と 
下着 (袖口 が 狭い 着物 ) が 見 える 。 

平安 時 代 未 より 前 は 単 の 下 に 何 も 着 な い の 
で 、 衣 紋 壁 の 幅 を 調節 し て ここ を 閉じ る 。 


指 連 は 、 福 に 通し た 紐 で 袋 状 に 括っ て 、 
足 を 中 に 入れ て し まう こと も あっ た 。 
下 括 な ら 、 足 は 全く 見 えな いか 、 つ ま 
先 が ち ょ っ と 見 える 程度 。 


腕 を 動か せる だ け の 
布 幅 を 、 裕 の 中 か ら 
引っ 張り 出す 。 


指貫 の 裾 に は 紐 が 付い て いて 、 これ を 膝 上 も し く は 膝下 
(上 括 ) や 足首 ( 下 括 ) で 結ぶ 。 
江戸 時 代 以降 は 紐 で 吊り 上 げ る 形式 が 一 般 的 。 


正面 側 と 同様 に 衣 
紋 朋 を と っ て いる 
の で 、 ダ ブ っ と し 
た 見 た 目 に な る 。 


下着 が 見 える 。 


上 括 下 括 
実用 向き 派手 な 組紐 で 結ん で 
膝 が 見 える 程 高 く 括 る 場合 も ある 装飾 と し て 引き 摺 っ た りす る 


NN KW 
真ん中 で は な く 裾 側が 膨らむ 
指 買 の ヒダ は 前 後 と も 3 本 。 の で 注意 ! 


特に 外側 の 2 本 の ヒダ の 下部 が 広がっ 
て 末広 が りな シル エッ ト に な る 。 


単 (男性 用 ) の 構造 オシ ャ レ 着 や 正装 に 用 いら れる 盤 領 に 対し て 、 こう いっ た 下着 や 間 着 
の よう な 斜め に あわ せる 容 は 垂 領 と いい ます 。 


\ 


男性 用 の 単 (裏地 の 袖 が 開い て いる 。 


な い 下 着 ) は 丈 が 短 


PS ほぼ 同形 で 裏地 が ある 問 着 


を 「 窒 」 や 「 表 」 と 呼ぶ 。 


ONE POINT 王 本 本 本 本国 本 本 天 辐 本 国 间 本 加 還 遇 mm 


名 前 が 同じ な の に 全く 違う 着物 が ある ? 

単 は 裏地 が な い 藩 物 全 般 、 祖 (前 籠 ) や 祥 (内 に 着る 衣 ) は 、 
下着 と 上 着 の 間 に 着 込め る 着物 全般 を 指し ます 。 

その た め 一 つの 衣類 に 幾つ も 名 前 が めった り 、 同 じ 名 称 で も 女 


性 用 と 男性 用 で 形状 が 異な っ た り 、 さ ら に 別 の 時 代 で は 同名 の 
全く 違う 衣類 を 指す 場合 さえ あり ます 。 

こう いっ た 名 称 の 曖昧 べ を 知ら な いと 、 混 乱す る の で 注意 が 必 
要 で す 。 
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シワ や 袖 の 動き 現代 で は 見 慣れ な い 広 袖 で す が 、 シ ワ の で きる 箇所 や 袖口 の 形 が 特徴 
的 な の で ボイン ト を 押さ える と イラ スト の 完成 度 が 上 が り ま す 。 
広 袖 の 上 半身 は 大 き な べ 


ル に 耳 が 生え た よう な ア 
タリ を 意識 する 。 


体 の 形 は 全く 見 えな い の 
で 、 手 足 の 長 さと 遠近 感 
さえ 掴め る な ら 、 体 は 棒 
人 間 の アタ リ で も OK。 


一 番 上 に 重ね た 衣 の 
脇の下 、 身 八 つ 口 の 
辺り の 布 が た わん で 
盛り 上 が る の で 正面 
か ら も 見 えて いる 。 


袖口 や 裾 な ど 、 裏 地 
が 見 えて いる 場所 は 
色 を 付け て お く と 分 
か りや すい 。 


袖 は 鳥 の 手羽 の よう 
な つも り で 大 きく 。 


裾 が 措 れ た 形 は 、 
大 きく 傾い た 三角 </ 
形 。 


裕 の 上 か ら 羽 織っ た 広 袖 は ひし 形 に 
背中 の 布 が 膨らん で ( 身 八 つ 口 の 周 
り が 特に 盛り 上 が る )、 脇 の 下 を 中 


草 な メー 
MM 心 に 「 く 」 の 字 の シワ が で きる 。 


を 締め た 時 も 、 
脇 の 周 り に 布 が 
余る 。 


、 背中 の シワ は 
上 半身 は 扇形 へ ひし形 を 意識 


の アタ リ 。 


袖 の シワ は 袖 の 高 
いと ころ か ら 始 
まっ て いる 。 


曲げ た 腕 の 袖 は 、 
四角形 を 折り 畳む イ 


勢い よく 腕 を 突き 出す と きれ いな ひし 
メー ジ で 描く 。 


形 に 袖口 が 開く 。 
袖 下 が 縫 われ て いな いう え 、 袖 自体 も 
大 きい の で 、 脇 まで 見 え そ うに な る 。 


パー ス の つい た 広 袖 
は 、 人 筒 を キメ ー ジ し て 
描く 。 


ヒダ の 線 は 、 真 ん 
中 3 本 、 そ れ 以 
外 は 2 本 。 


大 きく 脚 を 開い た 捧 は 

① ス カー ト を 描く つも り 
で 横 シ ワ ( 赤 の 実線 ) 
を 描く 。 

② そ の 後 ヒ ダ の シワ ( 紫 


の 点線 ) を 描く 。 
腕 に 巻き 付く よ 
うな シワ が で き 
袖 は 手 が 隠れ る ほ 
ど 大 きい (身頃 の 
幅 も ある の で )。 


袖口 は 、 腕 を 上 げた 時 は 細く 、 腕 を 下げ る と 広く 、 
腕 を 曲げ る と 上 方 は 細く 、 下 方 が 太く な り ま す 。 


下げ た 腕 の 袖 は 、 大 
きい 三角 凶 と 小さ い 
三角 凶 が 連なっ た 形 
を イメ ー ジ する 。 


曲げ た 時 
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も 才 尾 1 上 す が 元々 MEHR の オシ 
らい ) 日 常 着 で し た 。 
ii 0 浊 站 有 公公。 


平安 時 代 で は あく まで T シ ャ ツ G パ ン の よう な 扱 
いな の で 、 上 品 さや 威厳 を 演出 する 場合 は 、 同 じ 公 
家 の 私 服 で も 狩衣 より 直 衣 ( 記 琵 63 ペー ジ ) が 良 
全体 が 三角 形 の シル いで し ょ う 。 
エッ ト に な る よう に 、 
左右 が だ いた い 対 称 後ろ 
に な る よう に 、 バ ラ 
ンス を と っ て 描く 。 


真正 面 か ら 見 た 烏帽子 

① 額 に V の 字 を 描く 。 

⑧ 外 形 線 は シン プル な 
薄い 三角 形 。 

⑧ 前 面 の 凹 ま せ た 部 分 


を 中 心 に 、 わ ず か に 袖 は ここ だ け 縫 い 付 
左右 に 膨らむ の で 、 けら れ て いる 。 
その 陰影 を 付け る 。 この 部 分 の 両端 か ら 


シワ が で きる 。 


袖 は 、 お 尻 
を カバ ー す 
る よう な 形 
か わ ね ほり お う ぎ | に な る 。 
狩衣 に 合わ せ 
る 扇 。 

骨 が 五 本 で 、 


背中 に は 、 縫 い 
目 が な い 。 


狩衣 の 裾 は 、 床 すれ すれ 
の 長 さ に 仕立 て て ある の 
で 、 邪 魔 な 時 は 内 側 に 
折っ て 、 左 の 腰 に 挟む 。 
右 に 挟む の は 、 凶 事 の 時 


そ で くく り 


@ 袖 括 の 紐 袖 が 邪魔 に な ら な いよ うに 、 絞 っ て 結ん で いた 紐 が 装飾 に 変化 し た 
物 で す 。 袖 口 に あり 、 肩 に は 無く 、 年 齢 や 身分 で 種類 が 異な り ま す 。 


さき ゆう より 


置 括 うす ひら 右 縫 の み 。 
子供 用 。 35 歳 くら いま | 50 代 以 上 の 老 
袖 に 縫い 付け で の 青年 が 用 い 年 と 、 身 分 の 低 
られ て いる 。 る 、 幅 の 広い 紐 。 い 者 が 用 いる 。 
白 の 細い 紐 。 


ーー 


ssszi JO 


| 
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と ん ぼ 


釈 迎 結び で 作っ 
た 晴 内 玉 と 受け 
緒 で ボタ ン に 
な っ て いる 。 

この 紐 は 共布 で 


袖 が 付い て 
いる 部 分 。 


背 の 一 部 し か 縫 わ 
れ て いな い の で 、 
腕 を 動か せ ば 腹 ま 
で 見 える 。 


で 結ぶ 。 


袖 と 後ろ 身 は 、 背 中 の 中 
程 の 24cm くら い だ け 
縫い 付け られ て いる 。 


こ だ け 縫 わ れ て 


いな い 。 
腹の中 心 に 社 の 縫い 目 
が 見 える 。 
背 に 縫い 目 
は な い 。 
身幅 が 狭く 袖 と 身頃 が 離れ て いる の で 、 


腹 に は あま り シ ワ が で き な い 。 


@ 狩衣 の 盤 領 赴 風 の 丸 失 は 都会 的 な オシ ャ レ で し た 。 


宛 帯 は 、 お 腹 の お 
は し ょ り の 下 で 、 
諸 釣 結 び ( 蝶 結び ) 


く び か み 


厚紙 を 中 に いれ 、 裕 を 
立た せ て いる 部 分 。 


義 内 玉 を 縫い 付け た 
ステ ッ チ の 形 は X が 
一 般 的 。 


古い 時 代 は 、 首 紙 が 高く 鶴 が 狭 い 、 
詰め 補 の よう な 見 た 目だっ た も の 
が 、 だ ん だ ん 首 紙 が 低く 、 捨 も 広がっ 
て いっ た 。 


ONE POINT 对 本 本 更 時 四 時 時 遇 還 還 mm 


浅 省 と 鳥 皮 履 
カジ ュ ア ル な 服 な の で 草履 で も OK で す が 、 
浅 首 や 鳥 皮 履 を 描く と 雰囲気 が で ます 。 


紙 を ふのり で 固め て 漆 を 塗っ た も の で 、 漆 の 光 
沢 と 、 大 きく て 丸い 甲 
が 特徴 で す 。 

定 の 申 の あたる 部 分 に 
は 白い 布製 の クッ ショ 
ン が つい て いま す 。 


クッ ショ ン 


全 皮 履 

浅 音 の 原型 で ある 革 製 の 靴 で す 。 

爪先 が 反っ た ロー ファ ー と いう 感じ の 軽快 な 作 
り に な っ て いま す 。 


鎌倉 時 代 頃 まで は こち 
ら が は か れ て いま し た 。 


シワ や 布 の 動き 


どん な に 激しい ポー ズ で も 、 
狩衣 の シル エッ ト は 三角 形 を 


意識 し て 描く 。 
Lr 
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小物 は 全体 の 流れ と 逆 
方 向 に 突き 出す と 、 
ポー ズ が 引き 締まる 。 


狩衣 の 裾 の 角度 は 、 袖 の 
動き で で きる 三角 形 ( オ 
レン ジ 色 の 矢印 ) に 合わ 
せる よう に する と 、 動 き 
に より 勢い が つく 。 


脚 を 開く と 、 裕 の ヒダ は 
こん な 風 に 開く 。 


< ュー ムーーーー ニ ーーー ニー 
~ 
~ 

~ 


狩衣 の 腹 は 、 ほ と ん 
ど シ ワ も で き な い の 
で 、 腰 の 辺り まで 届 
く 箱 を 被っ た よう な 


狩衣 の 裾 が 見 えな い ア ング 
ル な の で 、 足 を 開い た ポー 
ズ に する こと で 、 三 角形 ( オ 
レン ジ 色 の 矢印 ) の シル 
エッ ト を 強調 する 。 


狩衣 の 袖 の シワ は 、 背 面 で 縫い 付 
けら れ た 部 分 か ら 体 の 前 面 へ と 回 
り 込 ん で き て いる 。 子供 用 の 狩衣 は 「 半 尻 」 と いっ て 、 後 ろ 身 を 短 
く 仕立 て て あり ます 。 

前 身 は た くし あげ る 長 さ を 調節 で きる の で 、 見 
た 目 は 大 人 と 同じ よう に な り ま す 。 


座り ポー ズ の 時 も 、 三 
角形 (オレ ンジ 色 の 矢 
印 ) の シル エッ ト を 意 
) 識 し て 描く 。 
半 尻 の 上 半身 は 、 
腰 を 覆う くら い 大 
き な 四 角 で アタ リ 
で 描く 。 


裕 で あぐら や 立て 膝 
を する と 、 左 右 の 膝 
を 繋ぐ 曲線 の シワ が ， 
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す い か 


水 笠 


水 拉 は 猪 家 より 実用 向き の 労働 服 が 原型 の 装束 で す 。 0 
狩衣 と 混同 され た り し ます が 、 失 紐 で 盤 領 を 留め た り 、 縫い 目 に 奥 綴 が つい て いた り と 、 動 き や す さ と 丈 
夫 さ を 確保 し た 作り が 特徴 で す 。 


本 も と は 労働 服 だ っ た 水 干 も 、 時 代 が 下る うち に 色 の バリ エー ショ ン も 増え | 狩 
水 千 の 鶴 紐 は 
$ 紐 は 、 衣 よ り オ シャ レ ] だ と 認識 され る よう に な り ま し た 。 
赤い 組み 紐 が 古式 。 武士 の 礼装 や 公家 の 子供 服 と し て も 着 ら れる よう に な り 、 こ の 頃 か ら 裾 を 符 
の 外 に 出し て 響 水生 で 着る よう に も な り ま す 。 


労働 着 だ っ た 平安 時 代 は 、 
手 が 出 る くら い 袖 が 短い 。 
時 代 が 下っ て 、 お 洒落 着 や 
礼装 に な っ て か ら は 狩衣 と 
同じ くら い 大 き な 袖 に 。 


を ええ ぼ し 


萎 乌 帽子 

麻 で 作っ た 姜 鳥 帽子 。 @ 覆 水 二 
形 は 立 鳥 帽 子 と 同じ 。 狩衣 と 同様 
張り を 持た せ ず に 、 く に 、 裾 を 揃え 
し ゃ っ と 折っ て 被る 。 て 見 せる 他 、 
身分 の 低い 貴族 や 庶民 斜め に 重ね る 


が 用 いな だ 。 着 方 も ある 。 


二 色 の 布 で 
作っ た 水 干 。 


袖 は ここ だ け 縫 い 付 
けら れ て いる 。 

菊 綴 の 縫い 付け られ 
た と ころ か ら シ ワ が 
で きる 。 


袖 括り の 紐 は 、 獅 衣 同 


様 に 身分 と 年 齢 で 使い 

分 けた 。 

平安 時 代 な ら 左 右 疑 の 屋 紐 は 白 で 、 
質素 な も の で 。 上 刺 の 糸 が ある 。 


狩衣 が シャ ツ G パン だ 
と する と 、 水 干 は ジャ ー ジ 
か スウ ェ ッ ト く らい の ラフ 
な 格好 の イメ ー ジ 。 


水 待 上 

形 は 指 綿 と 同じ だ が 、 
丈 が 短く 、 菊 綴 が あ 
り 、 腰 紐 別 布 な の 
が 特徴 


鎌倉 時 代 に 符 紐 の オシ ャ レ 結び が 生ま れ た 。 人 
盤 貧 よ り 首 回 り が 開い て いて 楽 な 生 鶴 で の 。 
着用 する た め の 結 び 方 も ある 。 


水 干 0 特 殊 龙 着 方 

平安 時 代 未 期 に 現れ た 
芸 半 「 白 拍子 」 は 男 舞 を 舞 
う 際 、 鳥 帽子 、 水 干 、 太 刀 に 、 
女 物 の 長 符 を 着 て いま し 


裕 の 中 に 着込む た め 、 
狩衣 より 丈 が 短い 。 


た 。 


菊 綴 は 、 ほ つれ や すい 
縫い 目 に つい て いる 。 


投 紐 の つい て る 部 分 


人 と マッ 
和裕 の 首 紙 の 内 側 に 首 紙 の 外側 に 
縫い 付け られ て いる 。 縫い 付け られ て いる 。 


シワ や 布 の 動き 


袖 は 、 常 に 大 き な 四 


角形 を 意識 し て 。 
複雑 な 動き を し た 時 の 笠 
は 、 ス カー ト の ヒダ を イ | 
メー ジ し て シワ を 描く と 袖口 の 後ろ に 
分 か りや すい 。 四角 い 袖 の 
奥行 き が ある 。 
に くる 3 っ 
SS 


EC 3 


スカ ー ト の よう に 
膨らん だ 裾 を 丸く 
すぼめ る 。 


脚 を 開く と 、 ヒ ダ が 
紫 部 分 の よう に 開く 。 
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12 \ 束 帯 (文官 ) 


平 交 時 代 の 官 更 の 制服 か ら 現代 の 特別 な 神事 な ど で も 着用 され る 正装 で す 。 東 帯 は 装束 の 種類 と いう より 
も 、 着 付け 方 法 の 名 称 で す 。 東 帯 は 公卿 や 文 宮 が * 着 る も の と 四 位 以 下 の 武 官 が 着る 物 に 大 別 さ れ ま す 。 こ 
こ で は 文官 が 着る 東 帯 を 解説 し ます 。 


すい えい か ん 束 帯 の 文様 这 
懐中 に 、 帖 紙 ※ 冠 の 形状 は 時 代 ご と 東 常 の 袖 は 位 補 と いっ て 、 位 に よっ て 
と 栓 量 和 を 入 れ に 違い が あり ます 。 色 と 文 様 が 定め られ て いま す 。 詳 し く 
ラ N 1 は 1 16 ペー ジ を 参照 くだ さい 


ほう えき の ほう 


身分 に よっ て 、 
色 や 文様 が 異な る 。 


石 帯 の 上 手 
石 帯 の 余り が 、 
装飾 に な っ た 部 分 。 
輪 に な る よう に し て 、 
先 を 石 帯 に 挟み 込む 。 


背 縫 が ある 。 


せき た 


た い 


帯 
革 ベ ルト 。 
( 瞧 理 65 和 一己) 
補 の 端 を 
折り 返し た 部 分 。 ヒダ が な く 、 股 
下 に 穴 が 開い た 


特殊 な 裕 。 


まく っ 


外側 を 漆 で 塗っ た 靴 。 


の 
が aa 


5 ん 


補 
縫 脇 移 の 裾 は 、 動 き や 
すく する た め 、 幅 の 広 外 を 歩く 時 は 、 下 襲 
い 布 ( 衫 ) が 付い て い の 据 を 引き ずら な い 
人 う 人 e、 有 氷 よ 皇 禄 の 下 に 着る 衣服 。 後 ろ に 引き 
RS 湊 ずっ た 携 は 、 身 分 が 高い 程 長い 。 
時 りす 特別 な 日 に は 豪華 な 文様 が 入っ 
る た 色とりどり の も の を 着 た 。 


十 代 か ら 江戸 時 代 ま で 、 
改まっ た 座り 方 は あぐら 


だ っ た 。 本 ガ 
外見 で は 分 か り に く いい 太刀 を 下げ る こと を 「 作 く ] 
い が 、 身 八 つ 口 、 振 >: 2 と いう 。 太刀 を 促 く の は 武 
リロ の よう な 穴 が あ BR 官 と 、 文 宮 で は 警護 に 関わ 
; いる 。 ちょ っ きよ ー 
る 。 i る 役職 か 勅許 ( 帝 の 許し ) 
長い 裾 は 、 緑 側 の を 得 た 者 の み 。 
欄 寺 に か けた り 、 


急 袋 置 拨 素 座 殖 。 
石 帯 の 、 右 端 2 つ 
の 石 の 間 に 垂 ら す 装 
飾品 。 


LS 
= か ん ご う 
宮中 に 入る た め の 勘 合 


符 。 の ち に 形式 だ け に 
くぎ きょう て ん じょう びと 

な り 、 公 卿 や 殿上 人 の 

装飾 品 と な っ た 。 


ひら お 


座る と 、 神 の 前 身 の 太刀 专修 < 时代、 石 带 


打ち 合わ せ が 開 く 。 の 上 か ら 締 め る 布 。 
束 帯 (文官 ) の 構造 
颖 腋 想 0) 前 侧 縫 肘 の 後 側 a 
一 


狩 衣 上 同 L 仍 镇 
礼 の 背中 側 に 容 が 
ある こと に 注意 。 


礼 の 袖 は 、 
台形 に 仕立 
て て ある 。 | 


補 は こえ 
縫 膝 的 の 腰 の 部 分 に ある 大 き な ポ ケッ ト 。 


禄 の 下 に は 、 下 前 、 福 、 RW 束 帯 の 着付 け は 、 お は し ょ り が 人 台形 に な る 
単 、 小 袖 (下着 ) を 重ね て 、 大 は 日 で 吾 は 用 。 よう に は こえ へ 詰め 込み 、 そ の 台形 に ベル 
表 補 を 宰 く 。 (古く は 裏 は 菊 芳 色 ) ト を 挟み 込ん で 締め る 。 


文官 は 、 儀 式 な ど で 肩 脱ぎ 
を する 必要 が な い 限 り は 、 


半 腎 を 省略 。 
単 
平安 時 代 だ と 、 下 襲 と 単 の 
四 間 に 祖 を 重ね た 。 
表 裕 の か えり 補 
股 を 覆い 隠す 幅 の 広い 紐 。 に 
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1 2 \ 東 帯 (文官) 


平安 時 代 の 管 更 の 制服 か ら 現 代 の 特別 な 神事 な ど で も 着用 され る 正装 で す 。 束 淀 は 装束 の 種類 と いう より 
も 、 着 付け 方 法 の 名 称 で す 。 東 帯 は 公卿 や 文官 が 着る も の と 四 位 以下 の 起 官 が 着る 物 に 大 別 さ れ ま す 。 こ 
こ で は 文官 が 着る 東 常 を 解説 し ます 。 


すい えい か ん 束 帯 の 文様 | 
懐中 に 、 結 紙 ※ 冠 の 形状 は 時 代 ご と 束 帯 の 裾 は 位 初 と いっ て 、 位 に よっ て 
2 色 と 文 様 が 定め られ て いま す 。 和 
と 檜 選 を 入れ この 絵 は 平安 前 中 期 頃 は 0 まし く 
の 冠 を 参考 に し て ます 。 ー ジ を 参照 くだ さい 
ほう えき の ほう 
身分 に よっ て 、 
色 や 文様 が 異な る 。 


石 帯 の 上 手 
石 帯 の 余り が 、 
装飾 に な っ た 部 分 。 
輪 に な る よう に し て 、 
先 を 石 帯 に 挟み 込む 。 


背 縫 が ある 。 


せき た い 


石 帯 
革 ベ ル ト 。 
(本 還 還 65 ペー ジ ) 
補 の 端 を 
折り 返し た 部 分 。 ヒダ が な く 、 股 
下 に 穴 が 開い た 


特殊 な 裕 。 


あさ ぐつ 


外側 を 漆 で 塗っ た 靴 。 


> 


シー 赔 先 
本 
縫 脇 礼 の 裾 は 、 動 き や 
すく する た め 、 幅 の 広 外 を 歩く 時 は 、 下 襲 
い 布 ( 衬 ) が 付い て い の 据 を 引き ずら な い 


る 。 MM pd 礼 の 下 に 着る 衣 。 後ろ に 引き 
こ < ら せ た 的 ずっ た 据 は 、 身分 が 高い 程 長 い 。 
2 ) す 特別 な 日 に は 豪華 な 文様 が 入っ 


た 色とりどり の も の を 着 た 。 


古代 か ら 江戸 時 代 ま で 、 
改まっ た 座り 方 は あぐら 
だ っ た 。 


えい 


薄い 二 枚 の 布 が 


外見 で は 分 か り に く 
い が 、 身 八 つ 口 、 振 
り 口 の よう な 穴 が あ 


太刀 
太刀 を 下げ る こと を 「 候 く ] 
と いう 。 太刀 を 介 く の は 武 
官 と 、 文 官 で は 警護 に 関わ 


る 。 重なっ て いる 。 る 役職 か 剖 許 ( 帝 の 許し ) 
長い 裾 は 、 緑 側 の を 得 た 者 の み 。 
欄 二 に か けた り 、 

3 畳ん で 座る 。 


石 帯 の 、 右 端 2 つ 
の 石 の 間 に 垂 ら す 装 
飾品 。 


(人 きる = 
et 


宮中 に 入る た め の 勤 合 
待 。 の ち に 形式 だ け に 
な り 、 公 卿 や 殿上 人 の 
装飾 品 と な っ た 。 


ひら お 


座る と 、 抱 の 前 身 の 太刀 专修 < 时 性 、 石 带 


打ち 合わ せ が 開 く 。 の 上 か ら 締 め る 布 。 
東 帯 (文官 ) の 構造 
縫 腹 礼 の 前 側 缝 腋 袍 0 后 侧 
首 紙 あげ く び 
狩衣 と 同じ 盤 領 。 
礼 の 背中 側 に 裕 が 


ある こと に 注意 。 


ー ャ ー 


は た そ で お くそ で 


敵 奥 袖 
嬢 先 
神 の 袖 は 、 
台形 に 仕立 
て て ある 。 | 
宰 は こえ 
_ 縫 肢 抱 の 腰 の 部 分 に ある 大 き な ポ ケッ ト 。 
礼 の 下 に は 、 下 襲 、 福 、 下 殿 東 帯 の 着付 け は 、 お は し ょ り が 人 台形 に な る 
単 、 小 袖 ( 下 着 ) を 重ね て 、 表 は 白 で 、 裏 は 黒 よう に は こえ へ 詰め 込み 、 そ の 台形 に ベル 
表 裕 を 空く 。 (古く は 裏 は 蘇芳 色 ) ト を 挟み 込ん で 締め る 。 


文官 は 、 儀 式 な ど で 肩 脱ぎ 
を する 必要 が な い 限 り は 、 


半 胃 を 省略 。 
単 
平安 時 代 だ と 、 下 襲 と 単 の 
要 間 に 祖 を 重ね た 。 
表 待 の か えり 祖 
股 を 覆い 隠す 幅 の 広い 紐 。 
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袖口 の 周り は 、 丸 み 
| の ある 大 き な ひ し 形 
を イメ ー ジ する 。 
' 上 半身 が 非常 に 大 きい 装束 | 
補 は 身幅 が 、 獅 火 の 倍 ある 。 OM 
幅 が 広い 分 、 お 腹 や 腰 の 辺 SE 
り に 狩衣 に は な い シ ワ が で ES 


N 

7 

| 

' 袖 の 下 の 端 っ こ は 、 

和 失っ た フォ ルム に な る 。 
I 

『 

1 

， 袖 の 縫い 目 は 、 
肘 あ た り を 意識 する 。 
i 
1 


後ろ 姿 も 、 ど っ し り 
と し た シル エッ ト を 
意識 する 。 


狩衣 の 立ち 姿 は 三角 形 の 
シル エッ ト で す が 、 束 帯 は 
将棋 の 駒 か ら 足 が 生え た よ 
うな イメ ー ジ で 。 


略式 制服 と し て 夜間 勤務 な ど に 
着用 され た 装束 の 着付 け 方 で す 。 東 常 も 衣 縮 も 、 あ まり 激しい 動き を する よ 

うな 装束 で は あり ませ ん 。 

動き の ある ポー ズ を 描く 時 は 、 魔 除け の た 

め に 弓 の 弦 を 鳴ら す と いう 古来 か ら の 風習 

が あぁ ある の で 、 ポ ー ジ ング に 迷っ た 時 は 、 弓 

を 持た せる と 良い か も し れ ま せん 。 


袖口 は と て も 細い 
8 の 字 に 見 えま す 。 


ほう えき の ほう 


この 袖口 の 下 が 
ツン と 失っ て 見 える 部 分 。 


下着 を 省 いて いる 分 、 
上 半身 が いく ら か ス 
リム に な り 、 大 きく 
膨らむ 指 買 を 空く の 
で 、 バ ラン ス の 良い 
末広 が りな シル エッ 
ト に な る 。 


外 に 引き 出し た 
は こえ の 線 。 


い だ し ぎぬ 


単 の 代わ り に 長く 仕立 て た 
祖 ( 衣 ) を 着 て 、 そ の 裾 を 
的 の 下 か ら 見 せ た も の 。 


文夫 用 の 装束 「 衣 必 」 
束 帯 か ら 「 石 帯 「 平 緒 」 「 下 襲 ] を 省き 、「 指 買 ] 左 穿 < 上 「 衣 
冠 」 と 呼ば れる 着付 け に な り ま す 。 eg 

略 装 な の で 、 太 刀 を 作 く 時 は 実用 向き の 野 太刀 を 革 緒 で 吊り 
ます 。 

礼 と 同じ 共 多 (生地 ) の 「 抱 え 組 」 を 帯 に し て 、 神 の 背中 に 
ある 「 は こえ 」 と 呼ば れる ポケ ッ ト の よう な 布 を 、 外 に 引き 
出し て 、 紀 が 見 えな いよ うに 隠し て いま し た 。 


同じ 着付 け で 


自由 な 色 の 補 
を 着 た の が 直 衣 。 
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、 東 帯 (武官) 


全 位 より 上 (会 導 ) の 武官 は 文官 と 同じ 東 帯 を 着用 し まし た が 、 四 位 以下 の 武官 の 正装 は 武官 束 帯 と 呼ば 
れる 華山 な も の で す 。 武官 は 儀式 や パレ ー ド の 花形 と し て 活躍 し 、 舞 の 披露 も し まし た 。 
文官 の 東 帯 と の 一 番 の 違い は 脇 の 縫 わ れ て いな い 肖 有 的 と 、 装 飾 的 な 武具 で す 。 


人 @ 太刀 


か ら つ ば ぶん どう つ ぱ 


唐 鎧 (分 銅 鎧 ) 


お いか け 


刃 に 対し て 
垂直 な パー 
尺 ( 蔓 金 物 ) 
が ある 。 


馬 の 尾 の 毛 を 使っ や な ぐい 
て 作っ た 飾り 。 / 本 来 は 矢 を 入れ る た め の 
武具 だ が 、 東 帯 の や な ぐ 
い は 装飾 品 。 


真横 か ら 
見 た 図 


手 に 弓 を 持つ 場合 、 太刀 。 
帳 紙 と 棋 扇 と 共に 左 腰 に 太刀 を 作 く 。 
欠 も 懐中 に 入れ る 。 了 柄 は 般 皮 を 巻き 、 飾 り 
金具 を 付け た も の 。 

身分 に よっ て 色 や 

文様 が 異な る 。 太刀 の 靖 の 装飾 は 、 儀 式 の 格 や 身分 で 
局 (到 116 玉 一 浪 ) 捨 を 使い 分 けし て いま し た 。 
公家 は 右手 、 金 細工 で 唐草 文様 を 全体 に 施し た り 、 
武家 は 左手 に 詩 絵 と 映 鍋 で 原 の 絵 を 描い た も の な ど 
持つ 。 さま ざま な も の が あり ます 。 


半 腎 の 忘れ 緒 
半 記 を 結ん だ 余 
り 紐 が 見 える 。 


けん えい か ん 


縄 が 巻 か れ て いる 冠 。 
この 絵 の よ うに 、 高 い 位 
8 置 に 弧 が くる の は 院政 期 
身幅 が 狩衣 の 倍 あ る の で 、 (平安 末期 ) 以降 の スタ 
前 と 後ろ の 裾 は 台形 に 広 イル 。 


か 。 < っ 


うえ の は か ま 


表 裕 の 裾 を 中 に 入れ が っ て 見 える 。 
て 履く 。 
腹 、 肩 、 背 中 だ け 
せん な 袖 が 縫い 付け 
られ て いる 。 


チョ ッ キ の よう な 見 た 目 。 
後ろ 側 を 紐 に 挟み 、「 尻 は 
性 まり を する 。 

武官 の 礼 は 脇 が 開い て いる 
の で 、 半 腎 を 省略 せ ず に 必 
ず 着 用 する 。 


脇 が 開い て いる の で 、 
プリ ー ツ 状 の 半身 が 
見 える 。 


狩衣 の よう に 
後ろ が 長い 。 


「 統 」 は 巻き まま すか ? 巻 きま せん か ? 
冠 の 給 は 「 武 官 は 必ず 巻く ] と いう わけ で な く 、 
「 活 動 の 邪魔 に な る 時 に は 巻く 」 も の だ っ た よ 


Dd 
で すか ら 緊 急 時 に は 文官 も 巻 弧 、 武 官 で も 自分 
が 儀式 の 主役 の 時 は 、 垂 線 に し て いま す 。 


や な ぐい の 間 寒 と 同じ 色 で 揃え る 。 
壮年 は 、 紅 梅 色 を 淡く し た 色 。 太刀 老 佩 《时 


は 、 上 か ら 平 緒 


を 締め る の で 、 
石 帯 は 見 えな く 
な る 。 


落と し 矢 
や な ぐい に 収め た 矢 (古く は 30 本 、 
後世 で は 15 か 22 本) の うち の 1 
本 また は 2 本 を 他 と ずら す 。 


元 は 普通 の ベル ト と 同形 
で 金具 で 留め て いた が 、 
礼 が 巨大 化す る に つれ 
前 部 が 紐 に な っ た 。 
間 守 
や な ぐい に 巻く 紙 。 
年 齢 に よっ て 色 が 異な 
る 。 
若年 は 紅梅 色 、 老 年 は 
白 (壮年 は この 絵 の よ 
うに 緑 だ け 紅 梅 )。 


閉 肢 禄 の 裾 と 、 下 襲 の 裾 
は 重なる 。 

下 襲 が 30cm ほど 見 え 
る よう に 着付 ける 。 


ONE POINT gn 

何 色 で 塗り ます か ? 

高位 の 武官 は 文官 と 同じ 東 帯 を 着る の で 、 黒 い 
補 の 武官 東 帯 を 着用 する 人 は 、 同 時 期 に 10 人 


程度 し か いま せん 。 本 

も し 大 人 数 の 武官 を 描く な ら 、 色 は 継 色 (五 位 
の 福 の 色 ) が 無難 で す ( 续 色 O 六 位 以 下 未 冠 、 
靴 、 や な ぐい の 種類 や 着付 け も 違う の で 注意 )。 


束 帯 (武官 ) の 構造 


開 豚 抱 の 前 側 疫 膝 的 の 後 側 


の 答 腋 袍 上 同样 人 
鶴 は 背中 側 に 。 


膝 か ら 下 が 関 膝 匠 は 、 は こえ が 無い の で 裾 を 
縫 わ れ て いな い 。 た た ん で 上 か ら 石 帯 で 押さ えて 締 
め る ( 縫 脇 的 と は 石 帯 の 見 え 方 が 
違う の で 注意 ) 。 


裾 を 丁度 いい 
狩衣 と 異な り 、 長 さ まで 
前 身頃 より 後 身頃 が 長く 、 た た お む 。 
後 身頃 の 長 さ は 身分 に 
よっ て 異な る 。 
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シワ や 布 の 動き シワ の 描き 方 は 所 以外 は 文官 の 縫 護 福 と 同じ で す 。 


石 常 で 締め た 部 分 を 中 心 に シワ が で きま す 。 


袖口 を 折っ て 手 で 摘む お と 、 大 
き な 袖 が た わん で 図 の よう な 
シワ が で きる 。 


袖 の 身 と 袖 は 境目 が 
は っ きり し て いな い 。 
伸ばす と こん な 感じ 。 


脇の下 の シワ は 、 大 
き な 袖 を 折っ た よう 
に で きる 。 


礼 の 大 き な 身 を 石 帯 で 
締め て で きる シワ 。 


袖口 を 折る と 
ここ に も 


シワ が で きる 。 


平安 中 期 頃 の 巻 
線 冠 は 、 線 が 低 
い 位 置 に 。 


小物 が 多い の で 、 体 の アタ リ の 他 に 太刀 や 

弓 先 の アタ リ を 描き ます 。 

細部 を 描き 込ん だ あと で 修正 する の は 大 変 

な の で 、 直 線 ツ ー ル な ど を 使っ て 正確 に 。 

や な ぐい の アタ リ の 描き 方 

① 右端 の 矢 の アタ リ を 描く 。 

② 同様 に 、 落 と し 矢 の アタ リ を 描く 。 

③ 両端 の 矢 を 曲線 で 繋い で 扇 型 に する 。 

④ 落と し 矢 の 隣 の 矢 の アタ リ を 引く 。 

⑤ ① の 矢 と ④ の 矢 の 中 間 の 矢 の アタ リ を 描く 。 

⑥ ① と ⑤ の 間 と 、④ と ⑤ の 間 を 三 等 分 し て 矢 
の アタ リ を 描く 。 

以上 の 手順 で 矢 を 均等 に 並べ て か ら 、 や な ぐい 
の 本 体 を 描く 。 


(0) 


長い 礼 の 裾 や 下 組 の 
裾 は 、Z 字 に 波 打 た 
せる よう な シワ を 描 
<。 


文官 東 帯 と 同様 に 、 武 官 東 帯 の 絵 も 激しい 動き が 少な 
い の で 、 極 端 な パー ス で カッ コ 良 く 見 せる の は 難し く 


な り ま す 。 
動き を 表現 する より は 、 全 体 の フォ ルム を シン メト リ 


な 三角 形 や 台形 に な る よう に 、 袖 や お 腹 を 大 きく 描く 


と ボー ズ が 安定 し ます 。 
長い 袖 の 裾 や 、 下 襲 の 裾 を 体 の シル エッ ト か ら 飛 び 出 


させ る 事 で 、 静 か な ポー ズ に 動き を 
付け る の も 効果 的 で す 。 


弓 の 飛び 出す 角度 と 長 さも 、 
全体 を 意識 し て バラ ンス の 良 
い 菱 型 や 三角 に な る よう に 。 w 


台形 の シル エッ ト 
(オレ ンジ 色 の 点線 ) 
を 意識 し て ポー ズ を 
付け る 。 


礼 の 裾 が 

波 打 っ て カー ブ す る 
様子 で 動き を 想像 

させ る 。 
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じゅ うに ひと を え 
ーー 3 
テー デー 

に ょ う ぼ うし ょ う ぞ く いつ つぎ ぬか ら ぎ ぬ も 


| 女房 壮 東 」「 石 衣 唐 衣 千 ] と も いい 、 前 述 の 東 答 に 相当 する 女性 の 正装 で す 。 男 性 の 正装 と 同様 に TPO 


か ら 


に 合わ せ て 、 唐 衣 を 省略 し た り 、 一 番 上 に 着る 上 着 を 変え た りす る 路 式 の 着付 け も あり ます 。 
女性 の 正装 の 色 は 男性 の 正装 より も 色 が 自由 で す が 、 唐 衣 に つい て は 人 色 の 規制 が あり まし た 。 


ONE POINT 时 则 几 四 本 加 大 本 
十二単 の 着る 順番 


平安 時 代 は 、 十二単 は 、 上 か ら こ の よう な 順 
五 衣 の 容 を 交互 に 着 て いま す 。 
に 重ね て 描く 。 ① 唐 衣 (か ら ぎ ぬ ) 

2 懐 に は 帖 紙 。 A 

文様 が 入っ た 衰 華 な 手 に は 棋 扇 (男性 用 の 檜 扇 よ り | ③ 表 蒼 (うわ ざ ) 


④ 打 衣 (うち ぎ め ぬ ) 
⑤ 五 衣 (いつ つぎ ) 
⑯ 単 (ひと え ) 

⑦ 長 裕 (な が ば か ま ) 


板 の 数 が 多く 、 絵 や 飾り 紐 が 施 
され て いる ) を 持つ 。 


o 


唐 衣 
一 番 上 に 着る 。 
和裕 は 裏地 が 見 える 。 


うち ぎぬ 


表 着 の 下 に 着る 
光沢 の ある 祥 。 


ひと え 


祥 よ り 一 回 り 大 きい 
下着 。 


いつ つき ぎぬ 


祥 を 数 枚 ~ 十 数 
枚 重 ね た 部 分 。 


@ 古い 十二単 

唐 衣 に 髪 置き が 無く 、 裳 は 
唐 衣 の 下 に 締め て いる 。 
平安 一 室町 時 代 の 女性 の 装 
東 は 、 振 り が な い 大 き な 筒 
袖 で 、 袖 の 形 が 三角 に 見 え 
る の が 特徴 。 


唐 衣 の 補 
古い 唐 衣 に は 三角 形 
に 飛び 出 た 髪 置き が 


な い 。 


@ 近代 以降 の 十二単 
襲 は 唐 衣 の 上 か ら 締 め 、 脇 の 
下 办 与 小 腰 在 、 唐 衣 四 前 身 0 
下 に も ぐら せ て いる 。 


祥 が みん な 同 サ 
イズ な の で 、 袖 
品 に た くさ ん の 
シワ が で きる 。 


袖 は 四角 く 、 振 り が ある 。 
サイ ズ を 変え て 仕立 て た 祥 
) の 、 袖 口 の ずれ を 見 せる 。 


引 腰 の 山道 
縫い と られ た 
糸 飾り の こと 。 
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唐 衣 の 宙 
和裕 を 裏返し て 、 裏 地 
を 見 せ て いる 。 


党 
平安 初期 に 宰 い て いた 、 スカ ー 
ト 状 の 福 が 変化 し て 、 後 ろ 側 だ 
け 禄 う 装 飾品 に な っ た も の 。 


見 せる よう に 着る 。 


髪 置き 
院政 期 以 降 に つい た 、 
後 角形 に 飛び 出 た 部 分 。 


後見 頃 の 丈 が 短い 


濃 赤 、 濃 紫 、 青 (山鳩 色 と い う 深 み の あ る 緑 ) な どの 


きん じき 


「 禁 色 ] は 、 許 可 無 く 着 用 で きま せん で し た 。 


鶴 は 裏返し て 、 裏 地 を 


五 衣 の 重ね 色目 

色 の 重ね 方 に 四季 に ちな ん だ 草花 な ど 
の 名 称 が つい て いる も の 。 

グラ デー ショ ン 配 色 や 、 ト ー ン 配色 、 
同一 色相 配色 な どの パタ ー ン で 季節 感 
を 出し て いる 。 


裳 の 小 腰 


な が ば か ま 


長 裕 
紅色 か 、 若 年 者 の 晴 
着 な ら 濃 色 (えん じ ) 
を 着 た 。 


重ね て 結び 、 装 飾 と し て いる 。 


大 腰 、 小 腰 、 引 
腰 に は カラ フル 
な 糸 が 縫い と ら 
れ て いる 。 


/ 


幅 は 八 巾 ( 布 を 八 枚 
縫い 合わ せ て いる )。 


引 腰 に は 木々 の 絵 を 施し た 糸 飾 り を 「 山 道 ] と 呼ん だ り 、 八 貼 
の 布 に は 青海 波 や 島 な どの 海 の 絵 を 描い た り と 、 自 然 の 情景 を 
描く の が 人 気 だ っ た よう で す 。 
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女性 の 正装 の 変遷 


人 @ 平安 初期 頃 の 女性 の 正装 


比 礼 ( 领 巾 ) 
角 入 を 全 紹 で と め る 上 
着 で 、 唐 衣 の 原型 


きめ 


振り の な い 筒 
袖 の 上 着 。 
うわ も 
人 @ 現代 の 十二単 
現代 の 特別 な 宮中 行事 で 、 皇 族 の 女性 や 
一 唐 衣 の 容 は 、 
高級 女官 の 方 々 が 着用 し て いる 十二単 は 真っ 直ぐ に し て 


この よう な スタ イル で す 。 着る 
五 衣 が 大 幅 に 省略 され て いま す 。 ー 


着 月 れ の 原因 に な る 由 紙 
は 、 懐 に 入れ な い 。 


唐 衣 と 裳 の 小 腰 を 、 同 じ 
布 で 作る の で 、 唐 衣 と 裳 
は セッ ト に な っ て いる 。 


か みあ げ 起 
@ 左上 の 具 
「 ぉ すべ ら か し 」 と 
いう 髪型 を 結 う 際 に 
使う 道具 を 「 髪 上 の 
具 ] と いい ます 。 


平 額 


ls 


ひたい ぐし 


唐 衣 を 肩 か ら 落 と す 理由 


じゅ うに ひと え 


十二単 で は 比 礼 を 省 『 
いた 代わ り に 、 唐 衣 
の 稚 を 肩 か ら 落と し 
た り 裳 に 長い 引 腰 を 


付け た り し て 、 平 安 
初期 の 装束 の 見 た 目 
に 近づけ よう と し た 
の で は な いか と いわ 
れ て いま す 。 


元 は スカ ー ト 状 だ っ た 禄 が 変化 し 、 腰 より 下 だ け を 
覆う 装飾 の よう な 役割 の 裳 に な り ま し た 。 

裳 を 付け な い の は 「 ス カー ト を 容 い て な い 」 状態 だ 
と 考え れ ば 、 フ ォ ー マ ル な 場 で 裳 が 必須 な 理由 が 理 
解 で きま す 。 


五 衣 は 、1 枚 の 待 の 端 に 
五色 を 重ね て 見 せ て いる 
だ け 。 


檜 扇 は 、 室町 時 代 以降 
か ら 人 造花 や 長い 蜂 結び 
の 飾り 紐 が つい て 、 よ 
り 豪華 に な っ た 。 


FE | は 描線 が 多い 装束 で す の で 、 ど の 衣 の 線 だ っ た か 分 か る よう に 、 ア タリ の 段階 か ら 
色分け し て お く と 混乱 せ ず に 描き 進め られ ます 。 

④ 唐 衣 ②④ 表 着 ・ 打 衣 ・ 五 衣 ③④ 単 中 党 ⑤⑮ そ れ ぞ れ の 裏地 

以上 の 5 色 を 色分け する と 分 か りや すく な り ます 。 


頭 の 大 き さ の アタ リ か ら 表 着 の 形状 を 表 着 の 上 に 、 唐 衣 の 裕 ( 表 着 の 裕 先 と 大 体 
ざっ くり 描く 。 同じ 長く は) の アタ リ と 、 喪 の アタ リ も 描く 。 


ルン 
は ベル 型 图 
上 半身 は ベル 型 入、 


を 意識 する 。 本 い 
実際 の 肩幅 より 
少し 大 きめ に す 
る の が コツ 。 

表 着 の 容 先 は 、 
お お よそ 膝 の 

高 さ に くる 。 


唐 衣 と 袖 を 描く 。 


下 に 重ね る 衣 よ り も 袖 が 短い 。 1 の 生生 


十二単 で 最も 大 変 な 袖 は 、 | 
いき な り 全 部 の 重なり を 描 
か な いよ うに する 。 

まず は サイ ズ に 大 き な 差 が 
ある 「 唐 衣 」「 表 着 」「 単 ] 
の 3 つ で アタ リ を と る 。 


袖 と 袖 の 
ウェ ー ブ が 
重なる 形 に 
注意 。 


表 着 の 袖 の アタ リ を 分 割 し て 、 打 衣 と 
五 衣 の 重なり を 描き 込ん で いく 。 


表 着 と 五 衣 の 

重なり 部 分 の 

人 余力 が あれ ば 、 袖 の 端 
- を ギザ ギザ に 描く と 、 


か な り 立 体感 が で る 。 


4、5 本 
線 を 引く 。 
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シワ や 布 の 動き 


座る と 、 お 尻 の 後ろ の あたり に 
シワ が た くさ ん 寄っ て 、 丸 く 脱 
らむ の を イメ ー ジ 。 


前 方 に は 、 く の 字 に 
折れ た シワ が で きる 。 


大 き な 四角 い 布 を 、 肩 か ら か 
けた よう な 状態 な の で 、 座 っ 
た り 前 か が が み に な る と 大 き な 
シワ が 生じ る 。 


唐 衣 を 省 いた 小 祥 姿 な ども 。 
前 を 締め て いな い の で 、 唐 衣 同 様 、 
大 き な シ ワ が で きる 。 


平安 時 代 に 女性 や 子供 が 漢字 の 知識 を 競う 「 偽 つぎ 」 と い 
う 遊 び が あっ た と いわ れ て いま す が 、 ゲ ー ム な の か 、 教 育 
な の か 、 詳 し い ル ー ル な どの 実態 は 不明 で す 。 
他 に は 囲碁 や 、 双 六 な どの 遊び が あり まし た 。 
双 六 は 現在 の も の と 異な り 、 盤 を 使っ た バッ クギ ャ モン の 
よう な ルー ル で 遊ぶ も の で し た 。 


俯 隔 O) 视 点]D 时 性 .党 、 社 、 
裕 な どの 裾 全体 を 扇形 に 広 
げ る の を 意識 し て アタ リ を 
描く 。 


後ろ か ら 見 た 構図 な ら 、 


ーーー 
2 立 本 


長 裕 は 一 度 前 へ 距 り 出し て 、 W MON 

く の 字 に 曲げ て 後ろ へ 流す と ee A 
シン メト リ に 近い シル エッ ト に NY 

な っ て パラ ンス が 良く な る 。 NA 


物 具 装束 ひ れ く た い 
十二単 に 比 礼 と 補 帯 ( 裳 の 小 用 
を 巨大 化し た よう な も の )、 宝 


胃 (髪型 の 名 称 で も あり 、 髪 節 
り の 名 称 で も ある ) を 加え た 最 
高 礼装 で す 。 
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i 巫女 
巫女 は 日 本 の 規定 で は 神職 に 含ま れず 資格 も 不要 で す が 、 若 い 女 性 限定 で 、 勤 務 で きる 期間 が 非常 に 限ら 


れ ま す 。 実際 に 見 る の は 簡単 な 装い の バイ ト 巫 女 ( 助 勤 ) さん が ほとん ど で す 。 
大 き な 神 社 や お 祭り の 時 な ど は 、 本 格 的 な 装束 の 巫女 を 見 る こと が で きま す 。 


| 正面 ] を 7 


前 天 冠 办 ざし 
持 前 大 茧 至 在 
赤 v\ 答 全、 月 半生 の 前 天 冠 や 叙 子 な ど に 挿す 
和 = 間 に 挟 ん で いる 装飾 。 花 (男性 の 冠 に 挿す こと 
3 / 白 と 赤 を 幾重 も 重ね て い 


も )。 

呪術 的 意味 合い が あり 、 
生花 が 使用 され て いた 
が 、 今 は 造花 が 多い 。 


る 華やか な 装い も 。 


びゃく え 


巫女 は 、 古 式 の 着 こ な 
し な の で 、 和 容 を 抜か な 


神楽 鈴 の 五色 布 
青 ( 緑 ) ・ 黄 ・ 赤 ・ 白 ・ 
黒 ( 柴 ) の リボ ン 。 
布 の 色 は 木 火 土 金 水 
に 対応 し て いて 、 緑 
起 物 。 


福 
指 贯 O 丈 志 短 【大社 。 
男性 神職 と 色 違 い の 同形 。 
見 た 目 は 、 違 い が 分 か ら な い 
が 、 巫 女 の 差 待 は 利 便 性 か ら 
スカ ー ト 状 の 行灯 徐 に な っ て 


<z 淋 


ち は や 


舞 を 奉納 する な ど 、 
改まっ た 時 に 着用 す 
る 。 

巫女 装束 の 千早 は 、 


けっ て き 


Ni 闘 豚 、 広 袖 で 袖 括り 
は な い 。 
白 無地 の 他 、 鶴 ・ 松 ・ 
区 な どの 緑色 の 文様 
( 准 摺 ) が 施さ れ た 
も の が ある 。 
巫女 が 裕 を 締め る 
位置 は 、 男 性 より 
や や 高く 、 ウ ェ ス 
ト く らい の 高 さ 。 ん 
女 学 生 O 行 灯 社 O @ 前 
よう な 胸高 で は な 古く か ら 舞 楽 で 用 
い の で 注意 。 いら れ て きた 装飾 
品 で 、 巫 女 も 舞 を 
奉納 する 際 に 着用 
する 。 


明治 以降 の 女 笠 は 、 
胸 の すぐ 下 で 締め て 
いる 。 


後ろ 紐 な ど で 締め な い 
た め 、 脇 の 下 に 布 
が 大 きく た わん だ 
シワ が で きる 。 


ol 


千早 の 結び 菊 綴 (も の 字 ) 
も と は 菊 の 花 の よう だ っ 
た 縫い 目 の 補強 が 、 簡 略 
化し た も の 。 背 中 と 、 袖 


の 背面 側 に ある 。 
千早 の 袖 と 身頃 は 、 
肩 だ け 縫 われ て いて 
千早 の 後 身頃 は 狩衣 や 水 千 (青い 点線 ) 脇 か ら 


と 違い 、2 枚 の 布 を 縫い 合 
わせ て いる た め 、 幅 が 広い 。 


下 は 縫 わ れ て いな い 
(青い 実線 ) 。 


た まぐ し 


神前 に 捧げ る 
柿 O) 枝 。 


巫女 に は 大 麻 を 持た せ て ポー ズ を 付け た く な り ま す 
が 、 神 職 で な い 巫 女 が 大 麻 を 振る 事 は 通常 あり ませ ん 。 
神楽 鈴 や 玉串 ( 紙 垂 を 付け た 模 の 枝 ) を 持た せる と 、 


リア リティ が 増し ます 。 
袖 の 線 の 他 に 


脇の下 に で き 
る シワ を 描く 。 


絵 元結 い 

髪 を 結ん だ 上 か ら 、 更 に 結び 付け る 装飾 の こと で す 。 
本 職 の 巫女 は 長い 髪 を 和紙 に 包ん で 水引 で 縛っ て いま 
す 。 髪 の 長 さ が 足り な い 時 は か も じ と 呼ば れる 付け 毛 を 
付け ます 。 

巫女 の 装束 に 付け る 装飾 品 は 、 舞 を 奉納 し た り 重い 儀式 
の 際 は 、 よ り 華やか な も の を 付け る こと が 多い よう で す 
が 、 神 社 に よっ て さま ざま で 、 絵 元結 いも 神社 の 独自 性 
が ある よう で す 。 
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巫女 が 神楽 舞 を 奉納 する 際 に 身 に 付け る 舞 装 束 は 、 巫 女 の 晴 れ 着 と いえ ます 。 
伝統 的 な 女性 の 正装 で ある 女房 装束 を ベー ス に 考案 され る こと が 多い よう で す 。 


花 衝 
秋 の 浦安 の 舞 は 菊 の 待 。 


春の 豊栄 舞 は 桜の 科 と 、 付 け 
る 花 が 決ま っ て いま す 。 


お み ご ろ も 


小 量 表 
神事 の 際 に 正装 の 上 か ら 着 用 する 。 
形状 は さま ざま ある が 、 白 い 布 で あ 
る こと が 共通 で 、 菊 ・ 松 ・ 梅 ・ 柳 な 
どの 緑 の 文様 ( 青 摺 ) が 入っ て いる 
こと も 。 


浦安 の 舞 本 装束 

十二単 か ら 唐 衣 な ど を 省き 、 簡 略 化し 
た よう な 装束 ( 衬 忆 短 v\ 重 禧 ) 。 

表 着 の 代わ り に 小 忌 衣 を 一 番 上 に 着 て 
いる 。 


袖 が 大 きい こと に 加え て 、 
重ね 着 を し て いる の で 、 

狩衣 や 水 干 など より 重い 
こと を 意識 し て 袖 を 描く 。 


ーー \ a 
女房 装束 より は 幾ら か 動き の 自由 補 は ずっ し り と 下 に 乗れ て 、 


が 効く の で 、 こ の 絵 の よ うに 大 き 
く 腕 を 上 げ る こと も で きる 。 


基本 的 な 描き 方 の コツ は 、 
十 二 毕 “〈 枚 到 68 ペー ジ ) 
と 同じ 。 き ょ 


単 や 祥 の 裾 は 三角 に 開き 、 
体 の 後ろ で 丸く 広がる 。 


女性 の 神職 常 装 戦後 か ら 、 女 性 も 神職 の 資格 を 取る よう に な り ま し た 。 
時 代 に よっ て 形 や 色 が 異な り ま す 。 神職 と 巫女 を 混同 する こと が 多い の で 注意 し まし ょ う 。 


@ 旧 规定 (昭和 21 年 制定 ) の 女子 神職 常 装 a 
薄い 人 が 狩衣 や 水 干 を 


着る と 、 こ この 布 が あ 
まっ て 和 失っ て 見 える 。 


すい か ん 


男性 神職 の 狩衣 を 操 
し て 、 親水 二 で 着る 。 
菊 織 は 付か な い 。 


失 往 仕立 て の 切 裕 

平安 時 代 の 女性 が 履い た 裕 と 同 
形 で 、 補 が は っ きり し ませ ん 。 
古式 を 好む 神社 で は 巫女 も 、 こ 
の タイ プ の 継 符 を 容 い て いた り 
する 。 


@ 現在 音 及 し て いる 女子 神職 常 装 


昭和 62 年 に 制定 され た 新 し い 女 子 神職 服 。 
表 着 、 単 ( 常 装 の 場合 は 省略 可 ) 、 下 着 の 小袖 、 
拉 福 仕立 て の 切 待 で 、 女房 装束 と 同じ よう な 
構成 で す 。 唐 表 を 着 て 、 叙 子 を 付け る と 正装 
に な り ま す 。 


FN 活動 し や すく 裾 を た くし あげ 、 唐 衣 や 表 着 と 
人 @ 女子 神職 の 叙 子 共布 の 紐 で 締め て いま す 。 

女房 装束 の 久子 と 

違い 、 輸 を 頭 に 被 


る タイ プ 。 


日 陰 の 系 (日陰 髪 ) 


ONE POINT nm | 


巫女 と 神職 は 混同 し や すい ? ee 
市 販 の コス プレ 衣装 や イラ スト で は 、 白 衣 や 千早 に 袖 括り が つい た り 、 

肩 が 開い た 巫女 装束 が あり ます が 、 お そら く 旧 規定 で 女子 神職 さん が 着 | 単 
し て いた 水 王 と 混同 され て いる の か と 思い ます 。 フ ァ ン タ ジ ー 世 界 が | 色 は 萌 黄 か 紅 。 
台 の 場合 以外 は あり えな い の で 、 気 を 付け た い ポ イン ト で す 。 

ド れ に 巫女 が 舞 装 東 と し て 、 狩 衣 を 着用 する こと も ある よう で す が 、 

巫女 0 禧 地 徘 色 到 、 女子 神職 さん は 男性 と 同様 に 位 に よっ て 浅 閣 、 紫 、 

白 な どの 裕 を 履く の で 見 分 けら れ ま す 。 
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シワ や 布 の 動き 


は な か ん ざし 


大 きい 神社 で は 、 舞 装束 で な い 時 も 花 秒 を 付け た 巫 
女 が いる こと が ある 。 花 の 種類 は 多種 多様 で 、 
春日 大 社 の 藤 の 花 が 有名 。 


捨 稿 仕立 て の 切 裕 
古式 の 裕 。 


せ て 描く 。 


身 八 つ 口 や 振り 、 裕 の 
内 側 を 描く こと で 、 寝 
そ べ っ た 人 を 足 側 か ら 
見 た 時 の 遠近 感 を 表現 
する 。 


裕 の 裾 も 、 裕 の 腰紐 
に 合わ せ て カー ブ さ 


の すぐ 下 に くる 。 
鶴 元 が 縦 に 潰れ て 
見 える 事 に 注意 。 


関節 の 位置 な どの 、 ボ ディ ライ ン 

が 見 え に く い 和 服 で は 、 佑 賊 や ア 

オリ の イラ スト は 難し いで す 。 
の > - 遠近 感 を 表現 で きる 部 分 は 、 少 し 
) 大 げ さ な くら い に 描 きま し ょ う 。 


肘 の 位置 か ら 伸 びる 
シワ を くっ きり 描く 
こと で 腕 の 遠近 感 を 
出す 。 


俯 晤 办 己见 大 答 丰 0 下 
裕 の 腰紐 を 大 きく 下 へ 
カー ブ さ せ て 描く 。 


バス トト ッ プ が 、 宮 


千早 も 唐 衣 の よう に 四角 い 
前 身 を 肩 か ら 掛け た だ け の 
も の 。 

シワ の 形 が 帯 や 裕 で 締め た 
着物 と は 違う の で 注意 。 


千早 で 腰 が 隠れ て 遠近 感 を 
表現 し に くい 場合 、 白 衣 や 
裕 を うっ すら 透け させ て 描 
いて も 良い で し ょ う 。 


佑 騰 の 視点 で 動き の ある ポー ズ を 
付け た 場合 、 ち ら っ と 奥 の 足 が 見 
える よう に 描く と 、 容 独特 の ボ 
リュ ー ム が 伝わっ て 和服 らし く 見 
える 。 


上 半身 を 後ろ に 倒し た ポー 
ズ で は 、 バ スト トッ プ が 肩 
に 近い 位置 に くる 。 

薄く 線 を 引い て 遠近 感 を 伝 
2000S ら 

実際 に は ほとん ど 見 えな い 
陰影 だ が 、 こ の 線 を 描く か 、 
描か な いで ポー ズ の 印象 が 
か な り 変 わる 。 


バス トト ッ プ の 線 を 消し 
た 絵 。 

胸 を 反らせ た ポー ズ だ と 
いう の が 伝わら な い 。 


容 は で きる だ け 左 右 の 足 の 
間 に 隙 間 を 作ら な い 。 
プリ ー ツ スカ ー ト の よう に 
ヒダ を 広げ て 太く 描く 。 
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符 は 最初 、 男 女 と も に 上 着 の 下 に 隙 れ る イン ナー で し た 。 時 代 に よる 移り 変わ り で 、 正 装 が 簡 路 化 き れる 
と と も に 、 男 性 の 徐 は 大 きく 形 を 変え ます 。 そ の 一 方 で 、 女 性 の 裕 は 一 般 的 な 装い で は 省略 され る よう に 
な り 、 宮 中 や 巫女 装束 な ど 、 極 限ら れ た 場面 で し か 目 に で き な い も の と な り ま し た 。 


※ 着 色 は 解説 の た め の 便 宜 上 の も の で 、 実 際 の 色 と は 異な り ま す 。 


@ 指貫 ( 搭 和裕 ) 目立た な い イ ン ナ ー な の で 、 : @ 首 半 次 ( 初 符 ) 
古く は ヒダ の 折り 目 が な い 。 : 
一 | 上 判 の 終 征夫 直 垂 
ーー ・ | 裕 の 前 組 後 紐 と も に : 元 は 庶民 服 。 
白い 組み 紐 で 縫い と : 後に 武士 の 日 常 着 、 室 町 時 代 に は 
られ て いる 。 1 前 礼装 と な っ た 装束 。 
: 3 本 


立 : 
裕 の 脇 の ス : 上 刺 の 終 
リッ ト 部 分 。 : 指貫 と 同様 に 上 
こ 着 た 5 刺 の 糸 が ある 。 
和仁 ヒダ 上 に 着 た 着物 : 
が 見 える 。 


外側 に 折り 
返し て 作る 
ヒダ 。 指貫 
は 前 後に 
付く 。 


前 ヒダ 後 ヒダ 
3 本 。 


括り 紐 


@ 小 符 正装 が 一 段 と 簡略 化 さ れ て いく 。 : 信平 拉 。 上 着 と 色 を 合わ せ ず に 空け る 社 。 
裕 は 同色 の 上 着 と ワン セッ ト で 着用 。 : 武士 は 外出 時 、 棒 を 身 に 付け 、 着 流し で は 人 前 
室町 時 代 する と 正式 な 装い と され た 。 : 江戸 時 代 に 出 ら れ な か っ た 。 


上 に 着 た 着物 
、/ を 締め た 帯 が 
腰紐 が 細い DA える 。 

和裕 の 裏側 が 見 
えて いる 。 


筐 ヒダ 


前 ヒダ 
3 本 。 
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和裕 の 結び 方 裕 の 絵 を 描い て いる と 、 腰 紐 が どう 重なっ て いる の か 分 か ら ず に 困る 時 が あり ます 。 
古い 男性 の 待 で ある 指貫 や 直 垂 待 と 、 現 代 の 笠 と 同形 で ある 平 待 に つい て 、 そ れ ぞ れ 結 び 方 を 解説 し ます 。 


見 た 目 は ずい ぶん 違っ て も 、 基 本 的 な 流れ は 似 て いま す 。 
ここ で は 、 分 か りや すい よう に 前 身 を 緑 、 後 身 を オレ ンジ に 色分け し て 解説 し ます 。 


裕 の 前 身 を 腹 に 当て て 、 前 紐 前 紐 を 、 お 腹 の 下 で 跳ね 上 げ 笠 の 後 身 を 腰 に 当て て 、 前 紐 実務 で 着用 する 場合 は 、 後 紐 


を 後ろ へ 回 し て 1 回 交差 、 る よう に 裏返し 、 腰 上 で 諸 わ を 交差 させ た 部 分 に 重ね る よ の 諸 わ な の 輪 や 、 残 り の 紐 を 
その まま 前 へ 回 し て 、 さ ら に な 結び (蝶々 結び ) を する 。 うに 後 紐 を 諸 わ な 結び で 結 下 か ら 上 へ 差し 込む 。 

交差 させ る 。 ぶ 。 公 家 の 装束 は これ で 完成 。 

人 @ 平 笠 


帯 の 結び の 
上 で 交差 。 


\ 
うい る 


前 紐 を 背面 で 交差 させ 、 向 指 軸 な ど と は 異な り 、 お 腹 の 前 で 重なっ た 左右 の 前 紐 は 、 大 きく 後 身 の 腰板 を 帯 結び に 乗せ 、 
か っ て 右 の 紐 を 折り 返し な が 跳ね 上 げ ず 、 帯 の 下 で 結ぶ 。 向 か っ て 右側 に だ け 折 り 返し た 部 分 後ろ 紐 を 前 紐 の 下 へ 潜 ら せ て 
ら 腹 の 前 で 重ね る 。 が 見 える こと に 注意 する 。 一 緒 に 結ぶ 。 


裕 は まず 先 に 
前 身 ( 緑 ) を 締め て か ら 、 


後 身 ( オ レン ジ ) を 締め ます 。 笠 の 紐 の 結び 方 


一 文字 結び 十文字 結び (礼装 用 ) 
この 2 つ は 明治 以降 に 考案 され た 結び 方 で す 。 


余っ た 紐 を 紺 ん だ 上 か ら 、 も う 片 方 の 紐 で 巻い て い 


江戸 時 代 以 前 は 、 こ の よう な 固 結 び が 主流 で し た 。 
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女性 の 和裕 女性 の 待 は イン ナー だ っ た 時 代 の まま 形状 の 変化 が あり ませ ん 。 女 性 が 男性 の よう に 和裕 を 表 に 見 せ て 着用 す 
る 際 に は 、 男 性 の 符 を 流用 し た り 、 女 性 的 に 改造 し て 使っ て いま す 。 解説 の た め 着色 し て いま す 。 


な が ば か ま : きり ば か ま 前 
平安 一 室町 时 代 : 平安 时 代 一 现代 
元 は 素肌 に 付け た 。 : 長 裕 の 丈 を 短く し た も の 
平安 時 代 末期 に 袖口 : で 、 平 安 時 代 で も 外出 時 の 
の 小さ い 着 物 を 裕 の V : 女性 や 、 子 供 が 着用 し た 。 
下 に 着る よう に な り 、 : 明治 に な っ て 、 宮 中 の 女子 
鎌倉 時 代 か ら は 腰紐 に は 刺 縫 が : 服 と し て 再度 と り 入 れ ら 
単 や 祥 を 省き ある 。 : れ 、 現 代 で は 女性 神職 と 巫 
は じ め る 。 : 女 な ども [ 扒 祠 裤 | 
と し て 着 て いる 。 
長 振 と 同様 に 、 左 腰 で 紐 が 
; | 繋が っ て いる 。 
折り 目 の ハ ッ キ : 5 ※ 差 待 の よう に 前 紐 と 後 紐 に 別れ た 
: 仕立 て の も の も ある 。 


リ し な い ヒ ダ が 、 


腰紐 の 先端 前 後に 5 本 ( 広 : secseeeee RNR aR oo Oe dR INE IRRE th Satna nian dohbtonne iii nanin TE 


1 げ る と 6 本 に : @ 差 裕 、 男性 の 裕 の 流用 
2 見 える ) ある 。 : 
江戸 時 代 一 現代 
指貫 の 下 を 切っ て 


丈 を 短く し た 初 。 


笹 ヒ ダ は 、 前 身 
後 身 の 両 方 に あ 


うわ ざし る 

上 刺 の 糸 

裕 の 前 紐 後 弓 と も に 

白い 組み 紐 で 縫い と 男性 神職 も 同形 の 

られ て いる 。 待 を 着用 する 。 
前 ヒダ 、 後 ヒダ 巫女 は 継 色 の も 
と も 3 本 。 の を 着る の で 


「 継 符 」 と も 呼ば 
れる 。 


暦 生 は 1 本 。 一 王 還 還 症 昌 dot 
左 腰 で U 字 に 前 後 と も : お ん な は か ま ” 
繋が っ て いる 。 笹 ヒダ は な い 。: 。 鲁 女 符 原型 は 男性 の 容 

: 笹 ヒ ダ は 前 身 


明治 时 代 一 现代 


明治 に な り 、 女 学生 が 活動 ば の 向 方 


的 に 動け る よう 、 男 性 の 平 NS 
裕 を ベー ス に 、 宮 中 の 女官 8 
服 を 参考 に し て アレ ンジ さ 
れ た 符 。 腰紐 の 結び 方 は 、 
平 捧 と 途中 まで は 同じ で 、 
最後 は 蝶々 結び に する 。 
? 蝶々 結び で 余っ 
: ah た 紐 を 裏 か ら 回 
色 は 紅 か 、 若 年 者 は 晴れ の 場 で は 濃 色 (濃い 3 し て 垂らす 。 
エン ジ 色 ) を 着用 し た 。 : (0 方 で も 両方 
光沢 と 張り の ある 生地 で 作ら れ て いる 。 : も OKs 
室町 時 代 に 、 打 ち 掛け 姿 に と っ て 代わ られ 、 : 6 
女性 の 扶 は 長く 着 ら れ な く な る 。 : 明治 の 宮中 女子 服 が 、 切 待 で パン プ 
3 ス を 履い て いた 影響 か 、 容 に 洋 靴 を 
合わ せる こと も 。 


@ 長 裕 や 切符 


プル な 結び 方 で す 。 


左 腰 は 繋が っ て いる の で 、 右 腰 に 紐 が 伸 
びる 。 

便宜 上 、 腹 を 横切る 紐 を (a)、 背 を 横 
切る 紐 を (b) と する 。 


裕 に と っ て 変わ っ た 装束 


女性 の 正装 で は 、 裕 が 究 か れ た 期間 が 少な く 、 平 安 時 代 に 女 
性 の 客 (下着 ) が 現れ た と 思っ た ら 鎌 倉 時 代 に は 巻き スカ ー 
ト の よう な 「 裾 ] と な り 、 武 家 の 上 流 婦人 は 小袖 の 上 か ら 単 
や 福 を 重ね る だ け で 和裕 を 省略 し 始め ます 。 

そし て 室町 時 代 に は 、 単 や 祥 の 代わ り に 美しい 模様 を 付け た 
「 打 掛 | を 羽織 り まし た 。 
この 打 掛 姿 は 、 形 を 変え な が ら も 江戸 時 代 が 終わ る まで 上 流 
女性 の 正装 と し て 残り ます 。 


冬期 

打 掛 姿 。 
間 着 を 細 帯 で 締め た 上 
か ら 、 打 掛 を 羽織 る 。 


巫女 装束 の 差 待 と 、 明 治 の 女 待 は 前 述 の 男性 の 待 と 同様 の 結び 方 な の で 、 こ こ で は 主 に 宮中 で 用 いら れ て 
きた 長 裕 と 切符 の 紐 の 結び 方 を 解説 し ます 。 こ うい っ た 古式 の 女性 の 笠 は 紐 が 一 本 し か な く 、 と て も シン 


後 身 を 腰 に 当て な が ら 、(a) 紐 を 左 腰 
の 股 立 に 潜 ら せ 、 体 の 前 へ 持っ て くる 。 
右 腰 で (b) 紐 を 上 に し て 交差 。 


区 -一 


TN 


片 わ な 結び (蝶結び の 輪 を 1 つ し か 作ら 
な い 結 び 方 ) に し て 、 輪 が お 腹 の 真 ん 中 
に くる よう に 整え る 。 


夏期 

打 掛 腰 巻 き 姿 。 
打 掛 の 上 か ら 

細 帯 を 締め て 、 
両 袖 を 脱い だ 状態 。 


眉 の メイ ク (作り 眉 ) 

実際 の 眉 よ り 高い 位置 に 小さ な 眉 を 描く メ 
イク は 、 実 は 室町 時 代 に な っ て か ら の 流行 
で す 。 

平安 時 代 は 、 実 際 の 眉 を より 太く ぼん や り 


と 描く メイ ク が 主流 で し た 。 


シワ や 布 の 動き 足 を 広げ る と プリ ー ツ スカ ー ト の よう に 


ヒダ の 内 側が 開い て 見 える 。 


膝 丈 あたり まで は 
スカ ー ト 状 の た め 、 
ズボン の よう に 、 
股下 か ら 伸び る 
シワ は で き な い 。 


左右 に 別れ た 部 分 は 両脚 が 入る くら い 太 く 、 
内 股 部 分 に も ヒダ が ある 。 
ズボン と いう より スカ ー ト を 2 つ 膝 下 に 付 
けた よう な も の を イメ ー ジ する 。 


脚 を 動か す と 、 
スカ ー ト の よう に 
裾 が 携 れ る 。 


裾 を 括っ て いる 指 連 な 
ども 、 ス カー ト と 似 た 
シワ が で きる 。 


スカ ー ト の 裾 が 接 れ る 
の と 同じ よう に 和 失 る 。 
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ヒダ の シワ の 他 に は 、 
膝 頭 か ら 斜め 下 へ 伸び る シワ か 、 
内 股 の 膝 丈 の 辺り か ら の シワ が ンー 浪人 が 容 く よう な くたびれ た 笠 
一 筋 す っ と 入る 程度 。 駅 は 、 張 り が すっ か り 失 われ て いる 
の で 、 こ の イラ スト の よう に シワ 
が な く 、 更 に スカ ー ト の よう に な 
6 / り ます 。 


左右 の 脚 の 間 に は 、 


ほとん ど 隙 間 は で き 
スカ ー ト の よう に な い 。 
据 が 推 れる の を 恋 
れず に 。 


固め の 裕 は 、 折 れ 目 が 
多く な り 、 左 右 の 脚 の 
間 も 隙 間 が で きる 。 
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末広 が り に どっ し り と し た フォ ル 
ム が 平 待 な どの 男性 の 裕 の 特徴 。 
骨格 が 大 きい 男性 が 究 い て いる 時 裕 の 背面 は ヒダ が 少な いこ と も あり 、 
は あま り 気 づか な い が 、 女 性 が 男 / AS フォ ルム や シワ の で き 方 が 、 よ り ス カー ト に 近い 。 
物 の 補 を 宰 く と 、 体 格 に 比べ て 和裕 
が 大 きく 見 える 。 


明治 に 生ま れ た 女 笠 は 丈 の 長い プリ ー ツ ス 
カー ト と 同じ 。 

女 裕 は 男性 の 裕 の よう に 幅広 な シル エッ ト に 
な ら ず 、 柔 ら か く 体 に 沿う ライ ン を 意識 する と 、 
動き の ある ポー ズ を 描い た 時 に 、 女 性 らし さ 
が 表現 で きる 。 


女 裕 は 胸高 く 紐 を 締め る の 
で 、 腰 紐 に 袖 が 乗る よう な 
シワ が で きる 。 
男性 の 裕 の シワ と は 異な る 
の で 注意 が 必要 。 


一 度 丸 い 形 に す ぼ ま っ 
て か ら 裾 だ けち ょ こっ 
と 広がる イメ ー ジ で 。 


ONE POINT 村 本 相间 本 四国 加 下 m 


女性 用 の 和裕 
明治 時 代 の 女 学 生 は 、 運 動 の 時 な 
ど に 最初 は 男性 と 同じ 平 待 を 容 い 
て いま し た 。 

平 待 は 女性 が 着る に は か な り 大 き 
く 見 えて し まう た め 、 和 柔らか な 持 
が 考案 され た そう で す 。 


野良 着 や 忍者 が 宰 く よう な 裁 着 容 
は 布 も 少な く 、 膝 に 脚 絆 を 巻く の 
で サル エル パン ツ に 近い 感覚 で 描 
ける 。 


脚 を 広げ た 裁 着 裕 の 股 の 下 
は 、 左 右 の 膝 を 繋げ る よう 
に 描く 。 


室町 時 代 の 物売り の 男性 な ど 
が 、 裁 着 棒 の 原型 と 思しき 括り 
祥 を 宰 い て いた 。 

か な り 細 身 で ズボン に 近い シル 
エッ ト を し て いる 。 
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, 遊女 
世の中 へ の 流行 の 発信 者 で あっ た 遊女 た ち は 、 常 に 最 先端 の 装い を 取り 入れ て いた た め 、 時 代 や 地域 に よ 


り そ の 装い は 大 きく 異な り ま す 。 浮世 絵 は 海外 な ど で も 創作 の 対象 に され て きた た め 、 華 美 で 詳細 な 資料 
も 数 多く 残っ て いま す 。 


リーン 結髪 は 顔面 と 同じ 髪型 
\ くら い 大 きく 。 江戸 吉原 の 太夫 で 、 最 も 豪華 と 思わ れる 髪型 
「 立 兵庫 ]」。 こ れ に 更に ビラ 和 釜 や 花 税 を 付け る 。 
絵 に 数 多く 描か れ て いる が 「 兵 庫 」 以外 に も 、 結 


髪 は 多数 あり 、 実 際 は 島田 系 も 多かっ た 。 


党 
大 襲 装 な くら い 、 大 きく 描 
く と それ らし く な る 。 


(0 


高雄 結び 
吉原 で 代々 受け 継が れ て きた 
源氏 名 「 高 尾 太夫 ] に 


放射 線 状 に 、 下 か ら 挿 す と 
吉原 らし く 見 える 。 


ちな ん で こう 呼ん だ 。 
肩 は 大 き な 三 角 の 
シル エッ ト に 。 
手 は 帯 の 中 に 入れ る 。 
打 掛け 
ー つ 結び 公家 や 大 奥 、 裕 福 な 商家 の 


結ん だ あと 、 二 つ折 り に し て 
垂らし た だ け の 結び 。 


帯 結び は 「 一 つ 結 び 」 
「 の し 結び ] な ど さ ま 
ざま 。 


婚礼 衣装 な ど に 用 いた 。 
吉原 で は 「 カ ケ 」「 シ カケ 」 
な ど と 呼び 、 多 い 時 は 2 枚 
3 枚 と 重ね て 着る 。 


和 
ーー 

お 引き ずり の 打 掛 
け は 裾 広がり に 。 ge 

ひい る 。 9 だ 神 

TTY 裏地 を 折り 返し て 費 

歩く 度 に 足もと に 、 裸足 る 

ちら り と 見 える の が 各 は 足 人 鑑 を 履い て い 

色っぽ い 。 る が 、 遊 女 に な れ ば 

裸足 と な る 。 


えり お し ろ い 


鹤 白 粉 〈 鹤 化 粒 ) 
江戸 時 代 中 期 の 裕 足 を 剃っ て 白 
粉 で 生え 際 を 描く メイ ク 方 法 。 
高位 の 遊女 は 白い 部 分 を 2 本 足 
に する の が 特徴 。 
上 方 で は 、 肌 色 の 部 分 を 数 えて 


3 本 足 と 呼ぶ 。 
SA 
NM 


一 般 女 性 の うな じ は 
真ん中 に 1 本 足 。 


和裕 は 、 緩 や か に 大 
き な カ ー ブ を 意識 
する 。 


衣紋 を 大 きく 抜く の 
で 背中 は 帯 が 入っ て 
いる よう に 見 える く 
らい 膨らむ 。 


袖口 に も た っ ぷり 厚 
い 礼 が ある と 豪華 に 


背中 の 膨らみ は 三角 な る 。 


の シル エッ ト を 意識 
し て 。 


裾 は 扇形 に ひ 
ろ げ る 。 
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シワ や 服 の 動き 


打 掛 は 、 肩 で 着る た め 、 肘 
を 張っ た 感じ を 意識 し て 、 
上 半身 を 三角 形 の シル エッ 
ト に な る よう に 描く 。 


膝 あ た り で 、 す ぼ 
まっ て か ら 裾 に 向 
か っ て 広がる 。 


裾 は 蛇腹 の よう な フリ ル を 
イメ ー ジ し て 描く 。 


裾 を 引き 上 げ て いる の で 三 
角 に 翻 る 。 


袖 は 軟らか い 布 や 、 薄 い 生地 
な ら 、 し ずく 型 に 四角 い 布 が 
垂れ 下がっ て いる イメ ー ジ 。 


帯 の 右 腰 を 頂点 に 、 裏 地 が 
見 える 。 漢 字 の 「 入 ] の 文 
字 を イメ ー ジ する と 、 雰 囲 
気がつか め る 。 


花魁 道中 高位 の 遊女 は 、 客 の 待つ 「 揚 屋 (江戸 後期 は 「 引 手 茶屋 」)」 まで 、 吉 原 の メ イン スト リー ト 「 仲 の 町 通り | を 歩 
いて 出向 いて いま し た 。 


か むろ ' 給 衆 


短い 道のり で す が 、 新 造 、 到 、 男 衆 、 な ど 5 ~ 6 人 を 引き 連れ 、 着 物 も 豪 秦 を 競っ た と いい ます 。 


/ 番頭 新造 
ーー 年 季 明 け の 元 遊女 な ど 、 年 配 の RC 


女 が 、 遊 女 の 世話 を する 。 2 


西 で は ば れる 。 
过 U 手 要 関 [「 引 舟 」 と 呼 


きょう し ゃ 


( 埋 車 、 花 車 と も ) 
場合 に よっ て 同行 する 。 


振袖 新造 充 

水揚げ 前 の 若い 見 習い 。 遊郭 で 遊女 が 産ん だ か 、 
まだ 客 を と っ て いな い 。 幼い うち に 売ら れ た 子 の 
中 か ら 特 に 素質 の よい 子 
だ けが 姉 女 郎 に 付く 。 


帯 の 下 で は 、 長 い 裾 を 持っ 
て いる 。 

これ は 遊女 の 打 掛 も 、 新 造 
の 振袖 も 、 み ん な 同様 。 
帯 で 見 えな く て も 持っ て い 
る こと を 意識 する 。 


男 衆 の 肩 を 借り て 歩く 花 般 

「 高 下駄 の 花 抽 が 男 衆 の 肩 を 借り て 歩く 姿 ] は 、 現 在 も 
歌舞 伎 や お 祭り な どの 花 吊 道中 で 、 定 番 的 に 行わ れ て い 
ます が 、 史 実 で は 大 正 期 の み の 姿 と 考え られ て いま す 。 
史実 に 即 し た リア ル な も の を 描き た い の か 、 シ ン ボ ル 的 
な 姿 を 描き た い の か 、 あ ら か じ め 決 め た うえ で 、 資 料 を 
探す と 良い で し ょ う 。 


募 末 ご ろ に は 、 八 十 
近い 高 下駄 を 履く よ 
うに な る 。 
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遊女 の 描き 分 け 江戸 時 代 後期 、 吉 原 の 道中 を 例 に 挙げ て いま す 。 
| 作 女 の 描き 分 け | 時 代 や 地域 、 外 出 着 か 内 着 か な ど で 違 い が あ り ま す 。 


お いら ん ふり そ で し ん ぞう 


人 @ 振袖 新造 し 
髪型 
時 代 に よっ て 階級 と 呼称 は 細か く 違 髪型 15、16 歳 ま で の 少女 。 花粉 より も 等 の 
い 、 最 高位 の 「 太 夫 ] が 江戸 中 期 に 簡 は 1 ご 3 枚 。 ーー ルフ 本 数 な ど が 控え め 。 


等 は 最多 で 、 前 8 本 、 後 8 シル 
本 の 計 16 本 。 ンク ンク ンス 
耳かき 等 に は 自分 の 定紋 や 
花 を 入れ た も の な ど 。 


打 掛 
稿 循 子 霖 和 炒 ' 已 口 一 
ド ・ 金 科 ・ 錦 ・ 織 子 
な どの 豪華 絢 燃 な 、 

ふき の ある 打 掛 を 池 
織る 。 


帯 は 少し 細め で 、 

ちょ うち ょ 結び な ど 。 
打 掛 は まだ 羽織 
れ な い の で 、 染 
め 模様 の 華やか 
な 振袖 姿 。 


高 下駄 
黒 塗り に 畳表 の 下駄 。 
浮世 絵 で は 三 枚 歯 の 下駄 が 
見 られ る 。 

高 さ が 八 寸 ( 約 24cm) も 
ある も の も あっ た 。 


下駄 
花 般 よ り も 低 
め の も の を 、 
履い て いた 。 


か むろ 


8~12 歳 の 章 女 。 

特定 の 花 秋 に つい て いる 。 
姉さん の 紋 を 使っ た も の や 、 関 連 し た デザ イン 
の も の を 、 着 せ て も ら っ て いる 。 


袖口 を 作る よ うに リボ 
ン を 付け 虹 豆 と いう 五 
色 の 紐 を ヒラ ヒラ 下げ 


秀島 田 
あふ れる ほど の 等 が 特徴 。 


午 


ぼっ くり 
歯 の ある 下駄 を は い 
た 浮世 絵 も ある 。 


m 
3 箇 


の ビロード な ど 。 


花 般 の 打 掛 と お 捕 
い 、 も し く は 関連 
が ある 柄 。 


た て ひょう 


立 兵 庫 の 描き 方 


| 


© 日 


スキ ン ヘ ッ ド に 、 前 髪 を 描く 。 肩幅 と 同じ くら い に 磐 を 描き 。 堆 は 、 顔 面 か 頭 部 と 同じ くら 材 の 奥 に 「 鹿 の 子 ] を 2 本 


首 の 上 に 回 を 描く 。 い の 円 を 描き 、 真 ん 中 で 左右 。 仕上 げに 等 を た くさ ん 挿す 。 
正面 な ら 回 は な く て も 良い 。 に 割る 。 そ の 手前 に 、 大 きめ 
に 竹 を 描く 。 


基本 は 、 前 髪 に 「 耳 か き 閣 」 
0 アレ ンジ 色々 を 左右 に 2 4 本 、 後 ろ に 
隊 作 誠二 カ 必 ラガ 衝 AA 。 現代 の イベ ンド で 見 る も 左右 2 4 本 、 頭 頂 に 赤 
か な ど 、 条 件 に よっ て NE 人 AU 玉 2 本 、 耳 か き 2 本 な ど 。 
フォ ルム は さま ざま 。 


まい 


只 ・ 小 さい 
壮 : 出 っ 張 る 
闭 : 縦 に 細長 い 
( 耳 が 見 えな い ) 


島原 (京都 ) の 遊女 

江戸 時 代 の 三 大 公 許 遊郭 は 、 京 (島原 )、 大 阪 (新町 )、 江 戸 ( 吉 
原 ) が あり 、 名 称 、 営 業 ス タイ ル は 全く 違い まし た 。 

遊女 の 格 、 化 粧 、 着 る も の 、 鶴 、 す べ て 違い ます が 、 創作 や ドラ 
マ で は 混同 し て いる も の も 多々 あり ます 。 


突 は 真横 (水平 ) に 

挿す の が 京阪 風 。 

「 雷 に さす 」 と いう 。 人 本 人 一 入 状 〇 珊瑚 区 
た くさ ん つい た 箸 。 


耳かき 絡 

島原 は バチ 型 。 は 人 表 
「 心 」 の 字 の 形 を 
し て いる と いう 結 


お 初 | 
島原 で 、 最 も ポピュラー * 
な 髪型 。 
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2 だ な 


し い 役 の 描き 方 


着物 の 着付 け の 時 、「 宙 を 抜く ]」 と いう 言葉 を 耳 に し ます 。 古 く は 男性 も 女性 も 和裕 を 抜い て 着る こと は あ 
まり あり ませ ん で し た 。 時 代 と 共に 姜 型 が 変わ り 、 髪 型 の 変化 に 合わ せる よう に 抽 の 「 抜 き ] が 始ま り ま 


| 帆 に は 大 きく 分 け て 「 符 」「 広 符 」 が あり ます 。 
着用 時 の 姿 に 大 差 は あり ませ ん が 、 知 っ て お く と 絵 に リア リティ が で ます 。 


半分 に 折る 


5cm 
ほど 
ーー 
V 
厚み を 付け る 

平行 に 、 同 じ ONE POINT mmm 
太 さ で 描く の 

が ポイ ント 。 裾 広 が り に 広 鶴 と 同様 に 二 つ 折り で 着用 する 

描く 。 が 、 バ チ 符 は 、 最 初 か ら 縫い と め 


棒 容 

初め か ら 5cm ほど の 幅 に 仕立 て て 
あり 、 そ の まま 着 ら れる 。 福神 、 ゆ 
か た 、 日 常 着 、 子 供 、 男 性 な ど は こ 
の 仕立 て 。 


広 役 


裏地 が つい た 捨 で 、10cm ほど の 幅 で 仕 
立て られ て お り 、 二 つ折 り に し て 着用 する 。 
現在 の 女性 用 の 着物 は 「 広 裕 」 また は 「 バ 


チ 容 」 が 多い 。 


か け え り 
7 


裕 の 汚れ ・ 破 損 を 防ぐ た 
め 、 裕 に も う 一 枚 布 を 重 
ね て 縫い 付け る も の 。 
現代 の 掛 符 は 、 着 物 と 同 
じ 布 を 使用 する の が 一 般 
的 。 


だ て えり 
7 


重ね 着 風 に 見 せる た め 、 
上 衣 の 裕 の 内 側 に 付け る 
「 稚 だ け ] の 飾り 容 。 
上 衣 の 裕 に 沿う の で 、 あ 
わせ を 描く 時 は 注意 。 


[人 


福 社 O[ 半 鹤 ] 


られ て いま す 。 


補 先 に な る に つれ 、 少 し ずつ つ 広 が 
る よう に 仕立 て て あり 、 形 が 三味 
線 の バチ に 似 て いる こと か ら 、 そ 
の 名 が つい た と いわ れ ま す 。 


は ん えり 
4 


福神 の 、 鶴 の 汚れ を 防ぐ 
た め 重 ね て 縫い 付け る 。 
「 掛 裕 ] と 違い 、 頻 繁 に 
交換 ・ 洗 濯 し て 、 さ ま ざ 
まな 色 柄 を 楽し お 。 


伊達 鶴 


着物 の 「 掛 社 ] 


衣紋 を 抜く 江戸 時 代 初期 の 一 般 女性 は 、 髪 を 下ろ し て いま し た 。 容 は 首 に 沿わ せ て 着 て いて 、 衣 紋 を わざ わざ 抜く 風習 
は まだ あり ませ ん 。 江戸 時 代 中 期 に な り 、 髪 を 結 上 げ る 結髪 が 発達 し は じ め る と 、 女 性 た ちの 間 で 「 衣 紋 を 


抜く ]」 と いう 着こなし が 生ま れ ま し た 。 


裕 と 髪 が ぶつ か る の 
で 、 衣 紋 は 抜け な い 。 


平安 時 代 な どの 大 垂 髪 


戦国 時 代 ま で の 
元結 掛け の 垂 髪 


上 散 O 影 油 ( 整 
髪 剤 ) が 鶴 に つ 
いて し まう 。 


衣紋 を 抜か な い 3 


江戸 中 期 ご ろ の 結髪 


衣紋 を 抜か な い 描 き 方 江戸 時 代 初期 以前 を 意識 し た 、 衣 紋 を 抜か な い 描 き 方 を 紹介 し ます 。 


ンド の 
/ PR N 
// 記 
(全 る 
NT 。 
= 
『 
1 し 
= Nt Ss 


| 
/ \\ 


肩 の 高 さと 体 の 正中 線 の 交差 する と ころ 
(大 抵 は 鎖骨 の 窪み あたり ) に 点 を と る 。 


右 腰 の 点 と 、 首 の 付け 根 を 結ぶ よう に ゆ 
る や か な カー ブ で 着物 の 裕 を 描く 。 


/ / | 
/ ) | 
Ef 0 


首 と 輪郭 の 交点 あたり まで 、 首 に 沿わ せ 
て 小文字 の 「y」 を 描く 。 
これ が 下着 (福神 ) の 線 に な る 。 


逆 側 の 裕 も 同じ よう に 。 
「 な で 肩 ] を 意識 し 、 袖 な ど を 描く 。 


帯 の 位置 を 決め る 。 
帯 の 右 腰 に 、 鶴 先 の 終着 点 を 決め る 。 


不要 な 線 を 消し て 完成 。 
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衣紋 を 抜い た 描き 方 江戸 時 代 中 期 以降 の 、 衣 紋 を 抜い た 描き 方 で す 。 
現在 の 着物 も 、 衣 紋 を 抜い て 着 ます 。 


信人 
/ Mj / | 


肩 の 高 さ と 体 の 正中 線 の 交差 する と ころ あご の 輪郭 と 同じ 角度 を 意識 し て 、「 yj 肩 の 中 程 に 、 符 の 線 を 斜め に いれ る 。 
(鎖骨 の 窪み あたり ) に 点 を と る 。 を 描く 。 これが 福神 の 線 に な る 。 


ンー 

= \ 

同じ 点 か ら 

て アル 福神 も 着物 も 
裕 が 始ま る 


これ は 衣紋 を 抜 
いて いな い 時 の 
見 え 方 


= 
帯 を 描き 、 右 腰 に 鶴 先 の 終着 点 を 決め る 。 逆 側 も 同様 に 描き 込む 。 


福神 の 点 か ら 、 栓 先 の 終着 点 を ゆる や か 鶴 か ら 肩 t、 あ まり 角度 を 変え ず ス ムー 
な カー ブ で 描く 。 ズ に 描く と 、 自 然 に な り ま す 。 
@@ 衣紋 の 抜き 方 色々 後ろ 姿 


現代 で は 、 後 ろ 姿 の 
和裕 か ら 福 祥 ( 半 容 ) 
が 見 える の を 忌避 す 
る 傾向 に ある 。 


それ まで は 、 わ り と お 
お ら か に 福神 の 半 鶴 を 
指 2 一 3 本 指 3 一 4 本 見 せ て いた 。 
一 般 人 は 、 指 2 一 3 本 くら い が 上 品 。 花嫁 衣装 な ど 、 晴 着 は 大 きめ に 衣紋 を 
抜き すぎ る と は し た な い イ メー ジ に 。 抜く 事 が 多い 。 
色っぽ さ を 表 現す る 時 は 、 効 果 的 。 
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子供 の 和裕 の 描き 方 


| 


首 と 輪郭 の 交点 あたり まで 、 首 に 沿わ せ 


肩 の 高 さと 体 の 正中 線 の 交差 する と ころ て 「y」 を 描く 。 これが 福神 の 線 に な る 。 帯 の 位置 を 決め る 。 子供 の 帯 は 、 男 女 と 
より 、 少 し 上 に 点 を と る 。 大 人 より 鈍 角 の 「y] に する と か わい い も くびれ 辺り 。 
イメ ー ジ に 。 右 腰 に 、 窒 先 の 終着 点 を 決め る 。 


右 腰 の 点 と 、 首 の 付 根 を 結ぶ よう に 


ゆる や か な カー ブ で 着物 の 鶴 を 描く 。 子供 らし さ の ポイ ント と し て 、 不要 な 線 を 消し て 完成 。 
「 肩 揚げ ]」 と 「 腰 揚げ | を 描く 。 
人 到 40 ペー ジ ) 
@ 後ろ 次 


赤ちゃん の 着物 

赤ちゃん の 着物 は 、 裕 の と ころ に 腰紐 
を 縫い 付け て お いて 、 脇 の 穴 ( 身 八 つ 
口 みた いな も の ) に 通し て 着せ ます 。 
反物 一 幅 記 ん し か な い 「 一 つ 身 」 で 、 
背 縫い ( 育 の 目 ) が な い の は 宗教 的 に 
無防備 と され 、 母 親 が 「 育 守 ] と いう 
お 守り を 縫い ます 。 


身頃 を た くさ ん は し ょ っ 
て 足首 を 見 せる と 、 や ん 
ちゃ な 日 常 着 の 雰囲気 に 
な る 。 


せ も 5 


背 守 

飾り 縫い や 、 長 く 糸 を 垂 
らし た り 形 状 は さま ざ 
ま 。 鬼 が 来 た 時 、 糸 が 身 
代わ り に な る と いう 。 


男性 の 裕 の 描き 方 男性 は 衣 絞 を 抜か な い の で 、 首 の 周り に 裕 が 巻き 付く よう な イメ ー ジ に な り ま す 。 
oe 


7 \ 


や せ た 人 は 体型 補正 する 。 肩 の 高 さと 体 の 正中 線 の 交差 する 点 ( 鎖 "お腹 の タオ ル ( 肉 ) を 持ち 上 げ る 気持 ち で 、 


お 腹 に 、 畳 ん だ タオ ル を 入れ る つも り で 。 骨 の 窪み ) か ら 首 に そ わ せ て 「y] を 描く 。 腰骨 か ら 育 中 へ 上 が っ て いく よう に 帯 を 
描く 。 
ペペ _N 
b 9 1 


帯 の 左端 に 容 先 の 終着 点 を と り 、 体 を 包 逆 側 も 同様 に 描き 込む 。 不要 な 線 を 消し て 完成 。 


み 込 むように 容 を 描く 。 
福 祥 の 裕 は 見 せな い 方 が 男性 らしい 。 


容 幅 の 半分 くら い 
下 の 着物 が 見 える 。 


人 @ 羽織 の 補 


羽織 は 普通 の 着物 と 違っ て 、 男 女 と も に 
「 符 を 外側 に 折り 返し て 着る ] の が 通常 で す 。 


後ろ 鶴 は 、 半 分 し か 折り ませ ん 。 テーーー 首 の と ころ で は 
/ 半分 だ け 折る 


」 / / 胸 の 辺り で は 
4 本 / すべ て 折る 。 


鶴 先 で は すべ て 


折り 返さ れ て いる 。 


祭り の 「 法 被 」 や 「 半 纏 ] な ど は 、 裕 を 折っ 
た り し ませ ん 。 う まく 描き 分 け て 、 羽 織 は 安 っ 
ぽく な ら な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 
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衣紋 を 深く 抜い た 時 の コツ 遊女 や 舞 怒 な ど は 、 背 中 が 見 える ほど 衣紋 を 抜き ます 。 
一 般 の 人 は 、 こ こま で 抜く こと と は あり ませ ん が 、 キ ャ ラク ター な ど て で 色 気 を 出し た い 
時 は 、 あ えて 大 きく 衣紋 を 抜い て みる と 、 良 いで し ょ う 。 


人 @ 正面 | 
デッサン し て いる と 、 肩 克 
が 小さ く 華 秦 す ぎる よう 
に も 感じ ます が 、 こ れ が 
「 大 きく 抜い た 衣紋 ] と 
「 大 き な 髪 型 ] に よる 錯 見 えな いと ころ 
覚 ・ 視 覚 効果 と いえ る か まで 意識 する 。 
も し れ ま せん 。 
あわ せ の 位置 は 通常 と 変え ず に 衣紋 を 、 前 合わ せ か ら 背中 の 見 えな い 部 分 
鎖骨 の くぼみ あたり に し て お く と 、 まで や わら か な カー ブ で 描く 。 
比較 的 ちゃ ん と 着 て いる 様 に 見 えま す 。 
人 @ 横 
何 枚 も 重ね て 着 て い 
る の で 、 ボ ディ ライ 
ン に 比べ て か な り 大 
思い 切っ て きく 描く 。 
まん まる な カー ブ で 
描く の が コツ 。 
まず 最初 に 、 ど の あたり まで 衣紋 を 抜く か 肩 関節 の 中 程 を 目安 に する 。 
見 当 を 付け て お く 。 この 高 さ を 基準 に 、 控 え め に し た り 、 深 く 
し た り し て 調整 する 。 
T 呈 原 大 大 大 下 下面 昌 
@ 後ろ ONE POIN 


補 の 影 
深く 衣紋 を 抜く と 、 裕 の 影 が 出る 
の で 中 央 付近 に 少し 影 を 描く と 、 
より 色 っ く な り ま す 。 

布地 の 厚 さも 表現 する と リア リ 
ティ が 増し ます 。 


へ 全 
> 
ジジ 2 人 


縦長 の 「V] 字 に を 意識 し て 描く と 、 肩 が 肩 関節 の 中 程 まで 抜く と 、 こ の よう に 背中 
あま り 出 な い の で 、 比 較 的 上 品 な イメ ー ジ が 見 えま す 。 舞 妨 な ど は 衣紋 と 帯 が 付く ほ 
に な る 。 ど し っ か り 抜 く 。 
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忍者 

忍び の 戦闘 服 で ある 装束 は 、 農 民 な ど が 畑 仕 事 の 時 に 着る 汚れ て も よい 、 い わ ゆ る 『「 野 良 着 」 で し た 。 

一 般 的 な イメ ー ジ の 黒 以 外 に も 、 茶 染 、 柿 渋 、 花 紺色 な ど が 実際 の 文献 で み ら れ ます 。 

世間 に 目立た ず 、 聞 に まぎれ 、 動 きゃ や すい 装束 で あれ ば いい と され 、 隠 し ポケ ッ ト な どの 細工 が 施さ れ て 


いる の が 特徴 で す 。 


顔 は 頭巾 で 隠す 。 
「 な で 肩 」 を 意識 する 。 
ハ の 字 型 に シワ を 入れ る 
と 和服 っ ぽく な る 。 


くき りか た びら 


よく 見 か ける 鎮 肉 子 は 、 実 際 
は あま り 着 用 し な か っ た と い 
われ て いる が 、 創 作 に お いて 


袖 に 紐 が つい て い 


て 、 袖 口 を 絞る こ 
と が で きる も の も は 人 気 が 根強い 。 


ある 。 


帯 の 位置 は 腰骨 の あたり 
に する と 様 に な る 。 


子供 の 忍者 は 、 腰 の く び 
た っ つけ は か ま れ 位 置 で も よい 。 
忍者 の 代名詞 「 伊 賀 者 
が 用 いた こと か ら 、「 伊 
賀 持 ] と も 呼ば れ た 。 


NEN 


| 


> 


脚 絆 を 付け る 。 
こと は ぜ と 紐 、 両 方 つい た タイ プ も ある 。 


紐 で 結ぶ タイ プ 


AAA 
ジ > き \ 
| ゴム 底 の 地下 足袋 
六 ゴム 底 の 地下 足袋 は 、 
( 綿 を 底 に つめ た 、 費 足 
草履 を 履か せる 。 袋 と いう 同形 の も の も 近 
裸足 に 履い た り 、 足 袋 を 世 か ら あ る )。 
履く こと も 。 
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忍者 の 隠し ポケ ッ ト 和服 に は 、 ポ ケッ ト 状 に な る 部 位 が あり ます 。 忍 者 は それ を 最大 限 に 工夫 し 、 道 具 を 仕込む 事 で 
「 隠 し 持つ 」 と 同時 に 人 体 急所 の 防御 を 兼ね た と いわ れ て いま す 。 


和 
一 般 の 人 も 、 お 守り や 文 な 


ど 「 肌 身 離 さ ず ] 持つ も の 
を 縫い こん だ 場所 。 


手甲 
袖 の 上 か ら で は だ ぶつ く 
た め 、 着 物 の 下 に 付け る 。 


心臓 部 
手裏剣 な ど を 携帯 し 、 
防 刃 ・ 防 弾 用 と し た 。 


冬 部 

衬 忌 估 丰 《、 
中 の 上 衣 に ある 。 脚 絆 
弁慶 の 泣き 所 。 
裕 の 上 か ら 付 ける 。 


ONE POINT 


忍者 の 代名詞 「 伊 賀 者 ]」 が 用 いた こと か ら 、「 伊 賀 笠 ] と も 称 さ れる 「 裁 付 待 」 は 、 膝 
下 を 脚 絆 の よう に 仕立 て た 振 で す 。 

武士 の 正装 と は 違い 、 忍 者 の 挫 は 農山 村 の 労働 着 ( 山 符 ) に 近く 、 本 来 は 腰板 が あり ま 
せん 。 あ っ た と し て も 、 腰 紐 に 芯 を 入れ た 程度 だ と いわ れ ま す が 、 現代 の 創作 で は 、 
装飾 的 な 大 き な 台 形 の 腰板 も 見 られ ます 。 


山 禧 O 腰 板 武士 办 穿 《 平 禧 0 腰 板 


通常 の 、 前 紐 が 長い 符 は 
裕 紐 が 二 段 に な る 。 


も も だ ち 


裕 の 「 股 立 」 は 、 も も の 
半ば まで ある 。 ビ ダ も な く 
「 も ん ベ ] 
に 近い 細い 
待 も ある 。 
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シワ や 袖 の 動き 


半袖 や 人 筒 袖 な ど 、 洋 服 と 変わ ら な い 
フォ ルム の 場合 、「 和 服 っ ぽく 描く ] 
の が 難し い が 、 首 元 か ら 脇 に か け て 
の 「 ハ ] の 字 型 の シワ を 描く と 、 和 


服 ら し く な る 。 


袖口 や 肘 、 膝 、 な ど に シワ を 沢山 、 
あま り 和 柔らか い 曲 線 で は な く 、 
固め の 線 で 描く と 、 麻 や 木綿 の 


雰囲気 に な る 。 


武士 の 待 は ヒダ が し っ か りあ る 
の に 比べ 、 農 民 の 山 裕 や 四 幅 裕 
は 布 が 少な く 、 現 在 の ズボン と 
同じ 感覚 で シワ を 描い て OK。 


肢 立 は 少し 大 きい か な ? 
と 感じ る くら い 描 いた 方 
が 、 窪 囲 気 が 出る 。 


yy 


V 
SN 


く グ ヽ 4 
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さま ざま な ジャ ン ル の 忍者 忍者 が 題材 に な っ た 、 ま た は キー ポイ ント と し て で 登場 する 作品 は 数 多く あり ます が 、 
その ジャ ン ル に よっ て 表現 は 異な り 、 さ ま ざ ま な 面 を 見 せ て くれ ます 。 
@ リア ル 史 実 系 


実在 し た 「 伊 賀 者 ] な ど 、 

歴史 資料 を 元 に 想像 し た 忍者 像 。 

戦国 時 代 、 多 く は 農民 な ど で 、 

農具 、 体 力 、 自 然 知 識 な ど を 駆使 し た 。 
容姿 も 独特 な も の は な く 、 武 器 も 持た な い 。 


・ な めく じ ・ 大 孝 # ど 歌舞 伝 系 ファ ンタ ジー 


自 雷 也 な ど に 代表 され る 歌舞 伎 で 描か れる 忍者 像 
は 、 仙 術 ・ 妖 術 を 使う ファ ンタ ジー ヒー ロー。 
江戸 の 読本 か ら 、 近 現代 の 少年 漫画 へ と 続く 
最も ポピュラー な 忍者 像 。 


が ま が え る 


丸い 、 帽 子 の よう な 頭巾 。 
ツノ の よう に 1 一 2 ヶ所 
立て る と か わい い 。 


次 
に wb トト / 


@@ ドラ マ ・ 時 代 小 説 系 
ファ ンタ ジー 系 と リア ル 系 の 
中 間 で 、 超 人 的 な 肉体 や 、 魅 


全 キ ギャク 系 
子供 向け の 忍者 キャ ラク ター。 


制服 の よう な 「 忍 者 服 ] は カラ フ 力 的 な 暗 器 を 持つ 。 
ル な こと も 多く 、 屈強 な 男 や 、 身 軽 な 人 間 、 妖 
赤 や ピン ク だ っ た りす る こと も 。 筐 な 女 な ど 。 
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忍者 の 七 方 で 闘 夜 に 忍ぶ 時 以外 、 実 際 は 様々 に 姿 を 変え て 世間 に 紛れ 込ん で いま し た 。 
< 忍者 が 変装 を する の に うっ て つけ の 職業 も つ を 特に 「 七 方 出 ]」 と いい ます 。 


人 @ 常 0 姿 
町 人 や 武士 な ど 。 

長期 に わた っ て 町 に 溶け 込み 
情報 を 集め る 際 に は 、 
この 姿 が 一 番 
怪し まれ な い 。 


@@ 旅 の 商人 
菓子 屋 、 薬 屋 な ど 。 

NN、 諸国 を 回 り 情 報 を 収集 する の に 
適し て いた 。 


0 ーー ラン ジグ 


怪し まれ ず 、 敵 地 で 権力 者 に 
近づく こと が で きた 。 
現在 の 能楽 の 旧称 。 


ほう か し 


@@ 放 下 師 
大 道 芸 。 手 品 ・ 曲 芸 や 唄 な ど 
で 人 を 楽し ませ 油断 させ る 。 
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@ 出 家 


六] 
僧 伺 。 寺 は 情報 の 宝庫 で あり 、 @ 虚無 僧 


さま ざま な 情報 を 手 に 入れ る こと が で きた 。 深 編 み 笠 は 、 顔 を 隠し た まま 
ーー 周り を 見 る こと が で きる の で 、 
忍者 の 変装 と し て は 最適 で あっ た 。 


人 @ 山伏 


山伏 は 修行 ・ 布 教 の た め 、 
全国 を 自由 に 行き 来 で きた 。 
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地 本 内 【 さ 
新選 組 
新選 組 は 江戸 時 代 未 期 に 、 京 都 で 反 幕 府 勢 力 を 取り 締まる 讐 察 の よう な 役割 を し て いま し た 。 


現存 する 更 料 は さほど 多く な く 、 手 記 と 多く の 創作 に よっ て 語ら れ て いま す 。 また 新選 組 の [ 選 ] の 字 は 「 撰 ] 
と も 表記 され 、 実 際 の 史料 で も | 新撰 組 」 と 表記 され た も の が 数 多く あり ます 。 


羽織 紐 
钴 党 羽織 の 紐 は 、 前 で 


鉢巻 に 額 当て (金属 の プレ ー ト な ど ) eA a 
を 付け た 、 簡 略 の 喝 。 


無 、 誠 の 字 、 諸 説 ある 。 


羽織 
新選 組 の シン ボル で も あ 
る 、 浅 女 色 で ダン ダラ 模 
様 に 染め 抜い た 羽織 。 
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FT 站 国庆 人 t、 特 微 的 二 浅 萄 0 久久 了 模 模 ( 采 森 模 栋 、 山 形 模 栋 ) の 羽織 
し か し 、 現 存する 実物 資料 は 発見 され て いな いた め 、 模 様 は 袖 だ け な の か 、 袖 と 裾 に も あっ た の か 、 山 形 


の 大 き さ や 数 、 誠 の 字 の 染め 抜き 、 紋 の 有無 な ど 、 研 究 家 に よっ て も 諸説 あり 、 作 家 に よっ て さま ざま な 
描き 方 が され て いま す 。 


袖 と 裾 の 両方 に ダン ダラ 模様 、 五 つ 紋 、 誠 の 字 な し の 例 


ONE POINT 


武士 の 正装 と し て 代表 的 だ っ た 「 浅 施 色 」 (淡い 藍 色 ) は 、 羽 織 裏 と し て も 流行 し まし た が 、 

江戸 で は 次 第 に 流行 遅れ に な っ て いき まし た 。 

流行 遅れ に な っ て も 、 ま だ 「 浅 荻 木綿 」 の 裏地 を 粋 が っ て いる 地方 か ら の 参勤 者 や 貧 之 侍 が これ を 
着る の は 、 遊 時 の 笑い 種 で 、「 浅 施 裏 ] と いえ ば 江戸 で は 「 流 行 遅れ な 田舎 侍 」「 も て な い 野 暮 男 」 の 
代名詞 で し た 。 


新選 組 は 、 赤 穂 浪 土 へ の 憧 昼 か ら 、 四 十 七 士 討 入 り の 芝居 に な ぞ ら えて 、 

「 ダ ンダ ラ 模 様 の 羽織 」 を 制服 に 選ん だ と いわ れ て いま す 。 

あえ て 「 浅 茹 色 ] を 選ん だ の も また 、 水 浅 攻 ( 白 に 近い 淡い 藍 色 ) が 、 切 腹 神 の 色 で あり 
赤穂 浪士 と 同じ く 、 忠 信 を 強く 的 っ た も の だ と いう 説 は ロマ ン を 感じ させ ます 。 

し か し 、 こ れ も 諸 説 あり 否定 的 な 意見 

も あり ます 。 


この 浅 茹 の ダン ダラ 羽織 自体 、 実 際 に 
は あま り 着用 され て いな か っ た の で は 
と いう 話 も あり 、 一 説 に は 、 池 田屋 事 
件 、 も し く は 彦 沢 鴨 暗殺 の 後に は 廃れ 、 
新選 組 は 「 黒 衣 に 黒 符 ] と いう 黒 尽 
くめ の 風体 で あっ た と いい ます 。 


赤穂 浪士 の 「 座 木 の 羽織 」 
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新選 組 の 衣装 色々 先述 の よう に 、 新 選 組 に 関す る 現存 史料 が 少な く 、 手 記 や 創作 に よる も の が 多く 、 衣 服 や 武器 、 防 
具 に つい て も 諸説 あり ます 。 


新選 組 を 一 躍 有 名 に し た 
「 池 田屋 事件 」 の 際 は 、 
着 込 福神 、 福 高 振 、 紺 の 肢 
絆 、 後 鉢巻 、 白 の 裸 と いう 
姿 が 見 られ た と 伝え られ て 
いる 。 


て っ こう 
@ 手甲 
手 を 守る 防具 の 一 種 。 
鎖 、 漆 塗り 、 鉄製 の 甲 が 付い た も の な ど 、 
さま ざま 。 


まち だ か ば か ま じゅ ば ん 
人 @ 着 込 福神 

動き や すい よう 、 補 (股下 ) を 高め に 仕立 て た 、 武 士 の 裕 。 細い 鎖 を つなぎ 合わ せ 、 福 祥 (能 皖 ) な ど 
乗馬 な ど に 用 いた 。 現 在 は 男性 の 一 般 的 な 正装 の 裕 に な っ て いる 。 に 綴じ 付け た 物 。 


鎧 や 衣服 の 下 に 着込む 。「 着 込み ]「 鎖 福神 」 
「 鎖 子 ] と も いう 。 


補 (股下 ) が 充分 に ある 
の で 動き や すい 。 


ONE POINT 


戦国 時 代 が 終わ り 、 町 人 文 
化 が 台頭 し た た めか 、 江 戸 
時 代 中 期 の 平 待 は 、 馬 に 乗 


れ な い ほ ど 補 が 低かっ た よ 

う で す 。 

その た め 、「 馬 乗り 裕 」 と 

いう 特別 に 補 の 高い も の が 

登場 し まし た 。 補 が 低い 
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@ 神 灰 全 

羽織 や 着物 の 袖 が 邪魔 に な ら な いよ うに 紐 で 袖 を 括っ た 。 

左肩 の 辺り で 結ん だ 例 。 
た くし あげ た 袖 が 、 邪 魔 に な ら 
な いよ うに 、 袖 は 後ろ に 。 


前 に 結び 目 が くる と 人 邪魔 
な の で 、 後 ろ に まわ すこ 
と も ある 。 

長い 「 し ご き ] な ど で 装 
飾 的 に する こと も 。 


女性 の 裸 が け 
女性 が 主 に 使う 、 袖 が シワ 
に な ら な い 上 品 な 裸 の か 
け 方 も ある 。 


は ち が ね 


額 を 守る 防具 。 
二 段 式 、 三 段 式 、 ヘ ル メ ッ ト の よう な も の な ど 、 さ ま ざ ま な 形状 の も の が あっ た 。 


ONE POINT 


実際 の 戦闘 で は 、 刀 だ け で な く 
槍 も 多様 され て いま し た 。 
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这 型 


和装 の 粘 型 は 、 時 代 の 流行 や 職業 に よっ て さま ざま な 種類 が あり ます 。 
複雑 な 髪型 も 構造 を 理解 する こと に より 、 リ アリ ティ の ある 結 毅 が 描け る よう に な り ま す 。 


日 本 髪 の 構造 日 本 髪 は 、 主 に 4 ヶ所 の パー ツ と 、 ONE POINT 
それ を 合わ せ た 旦 と で 構成 され て いま す 。 


前 髪 J と めい 
現代 の 「 水 引 ] に 似 た 、 紙 製 の 紐 。 
基本 的 に 髪 は これ で 結ぶ 。 

根 元結 で 結ん だ 上 に 、 装 飾 と し て 巻く 、 
細長 い 紙 。 
上 
結 う 時 、 髪 を 巻き 付け た り し た 棒 。 
後 か ら 挿 し 込む だ け の 場合 も 。 

团 

江戸 で は 「 た ぼ ]」 ca 

京都 で は 「 つ と ] 手 絡 

と 読む 。 鹿の子 、 綿 な どの 、 


丹 に か ける 装飾 。 


前 髪 、 根 、 胃 、 史 の 4 つ に パー ツ 分 け する 。 根 を 元結 で くく り 、 ポ ニー テー ル に 。 英 を 作り 、 根 (ポニ ー テ ー ル ) に 


(髪型 に よっ て 、 こ こ で の 高 さ を 変え る ) あわ せ て 一 緒 に くく る 。 


ング や 


びん ング て まげ ング て 

約 を 作り 、 根 に さら に 一 緒 に くく る 。 根 に 集まっ た 毛 で 、 角 を 作る 。 前 髪 を 作る 。 樹 を 挿し た り 、 

ここ まで の 基本 構造 は 、 大 体 ど ん な 髪型 この 作り 方 や 道具 ・ 飾 り で 、 数 百 あ る と 紛 に 鹿の子 や 丈 長 を か けた り 、 

も 同じ 。 いう さま ざま な 髪型 に な っ て いき ます 。 和敬 、 根 掛 、 独 な ど 色 々 に 装飾 する 。 
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島田 略 と 丸 衝 で 髪型 の 時 


まる まげ 


型 。 主婦 と いえ ば 丸 留 、 と いう ほど で 、 
既婚 者 の 代表 的 な 髪型 。 


勝山 
元禄 時 代 。 
劉 が 中 空 の 輪 に な っ て いる 。 


\ 


勝山 (为 父 ) 
江戸 後期 頃 か ら 客 が つぶ れ 、 丸 く 
幅広 く な る 。 


まげ 


幕末 頃 。 

社 の 大 小 、 厚 薄 は 年 齢 な ど に よっ 
て 違い 、 若 い 婦 人 は 大 きめ 、 年 を 
と る ほど 小さ くし た 。 


江戸 後期 昭和 まで 結 わ れ て いた 髪 


ニ っ 折り し 、 中 央 で 結ん だ 括 。 

江戸 初期 現在 まで 結 わ れ て いる 髪 
型 。 様 々 に スタ イル を 変え な が ら 、 子 
供 、 大 人 、 庶 民 、 遊 女 、 武 家 、 公 家 ま 
で 、 幅 広く 結 われ て いく 。 


と うろ う び ん 


向こう 側が 透け て 美 し 


い 。 歌 磨 の 美人 画 な ど 
に 見 られ る 。 


まる や ま び ん し ま だ 


明和 以降 、 今 度 は 全く 後ろ に 突き 
出 な い 回 が 流行 。 逆 に 縮 が 大 きく 


横 に 張り 出す よう に 。 


いわ ゆる 高島 田 。 武家 の 髪型 で 、 
現在 の 花嫁 の 髪型 。 


視 先 が と て も 大 きく 、 
た よう な も の 。 


前 髪 に 乗せ 


細い 。 


前 髪 が 小さ い 。 胡 と 回 は 境目 が 
は っ きり せ ず に 回 だ けが 後に つき 
だ し て いる 。 


は る の ぶ ぶ うし ま だ 


風 島田 
春信 の 浮世 絵 に よく 見 られ る 当時 
の 流行 。 宝 暦 一 明和 ご ろ 町 家 の 娘 
に 結 わ れ た 。 


小 ま ん 島田 
和 器 が 後退 ・ 胃 が 張り 出す 前 の 過渡 
期 。 


つぶ し 島田 
根 が 低い 、 つ ぶれ た よう な 島田 。 
江戸 ・ 京 ・ 大 阪 で 幅広 く 、 明 治 ま 
で 結 わ れ た 。 


創 は 、 薄 く 


1700 


1800 


1900 


女性 の 髪型 色々 委 芝 


膨らみ が な い の で 、 
> [お さえ づ と 」 と も 呼ば れる 。 
クア 


横 か ら 


次 县 
横 か ら 見 る と 、 
膨らみ が な い の 
= = が よく 分 か る 。 
お すべ ら か し 甘 司 区 
宮中 の 儀式 の 髪型 。 垂 髪 部 分 は 四 ま た は 五 ヶ 女官 見 習い の 盤 と いわ れる 。 


所 結ば れ て いる 。 現在 も 宮中 で 用 いら れる 。 


下げ 髪 玉 結び 
室町 一 桃山 時 代 。「 根 結い 垂 髪 」 と も いい 、 


現在 の ポニ ー テ ー ル 。 


室町 桃山 時 代 。 高 い 位置 に 大 きく 輪 を 
作っ た も の が 下級 で 、 髪 の 先 の ほう に 小 
さく 輪 を 作る の が 品 が ある 。 


宮中 の 髪型 で 一 般 と 大 きく 違う 特徴 が 、 壮 の 葉 の よう な 、 平 ら で 大 き な 「 壮 回 」。 


毛 先 は すべ て 巻き 
付け た り 、 横 に 流 
し た りす る 。 


立て 兵庫 昌 
江戸 初期 。 立 て た 丹 の 根本 に 、 毛 先 を 巻 
き 付け た も の を 「 兵 庫 丹 」 と いい 、 他 に 
も 多く の 種類 が ある 。 


髪 の 先 を 布 で 包む こと も 。 


びん 


京都 の 特徴 
京都 (上 方 ) は 、 江戸 と は 同時 代 で も 流行 が 違う 。 
後期 の 傾向 と し て 、 回 は し ゅ っ と 上 が り 、 約 は や わら か く た 
わ む よう な 曲線 を 描く 。 

髪型 自体 、 関西 だ な け の も の も あり 、 こ の 例 は 江戸 後期 に 、 京 
都 の 若い 女性 だ け に 結 わ れ た 「 粋 書 客 ]。 


ONE POINT 


前 髪 を 飾り に ? 
長い 前 髪の毛 先 を 装 節 に 使う こと 
が あ り ます 。 も と どり 

欄 で 押さ え 、 区 の 左右 か ら 後 豆 部 
に 垂らす も の を 「 振 り 分 け 」「 い 
た ずら の 毛 」 と 呼び ます 。 

これ を 散 の 中 に 通す こと も あり 、 


浮世 絵 を よく 見 る と 美人 画 な ど に 
描か れ て いま す 。 

重 の 上 に 渡せ ば 「 橋 の 毛 」 と 呼び 、 
「 お し どり 」 な ど に 見 られ ます 。 
実際 に は 、 長 く 前 髪 を 伸ばす の は 
富裕 層 で も 大 変 な の で 、 付 け 毛 を 
使用 し て いま し た 。 


例 : か し まや 島田 


男性 の 髪型 色々 男性 の 結 左 は 、 か つて 冠 下 の 髪型 ( 般 ) た っ た も の が 、 無冠 の 時 代 に な り 多 様 化し ます 。 
符 の 構造 は ほとん ど 基 本 の 二 種類 な の で 、 こ こ か ら バ リエ ーション を 増やせ ます 。 


ちょ ん まげ 


形 が 「 丁 ] の 字 。 


@ 武士 
戦国 時 代 ま で は 
まだ 月 代 が な い 。 
ろう くん 
郎 着 
大 名 の 息子 な ど が 結っ た 。 戦国 時 代 江 戸 初期 に 結 わ れ て いた 。 
@ 少年 
若衆 呈 若衆 箇 (春信 風 ) 中 剃り 前 回 
元 服 前 の 男子 。 江戸 中 期 。 


芝 居 ' 歌舞 伎 风 _ 小 銀 千 。 小 銀杏 “ 細 刷 毛 ” 
舞台 に 映え る 、 大 ぶり な 哲 。 一 般 の 商人 。 毅 の 額 側 (小 才 ) を 八丁 掘 の 与 力 同心 が 結っ た 。 
剃っ た りす る 。 武家 と も 町 人 と も 見 える 独特 な ス 


タイ ル 。 


浪人 「 本 多 丹 ] は 身分 ? 年 齢 で 様々 な 種類 が ある 。 
その 中 で も 「 疫 病 本 多 ] は 、 病 後 で 毛 が 抜 けた 様 


職人 

威勢 の いい 勇 み 肌 の スタ イル 。 床屋 に 行け な い ( 行 か な い ) 人 は 、 
月 代 が 伸び っ ぱな し 。 を 美しい と し た 。 

※ 特 に 説明 が ある 物 以外 、 江 戸 時 代 の 髪型 で す 。 113 


男性 の 髪型 の 描き 方 “是 二 : うに 見 える 般 姿 も 、 基 本 は 同じ で す 。 
時 代 や 職業 に よっ て 、 さ まさ ざま な アレ ンジ が 可能 で す 。 
毛 量 が 減っ 
た 分 、 根 が 
細く な る 。 


毛 量 が 多い の で 、 
ポニ ー テ ー ル は 太め 


に 。 


スキ ン ヘ ッ ド を 描く 。 ポニ ー テ ー ル を 描く 。 て っ ぺん を 減ら す 。 。 


これ で 中 世 の 茶 先 罰 の 完成 。 これ で お 殿様 風 の 月 代 完成 。 


月 代 パ ター ン 前 髪 パ ター ン 


女性 と 同様 に 前 髪 を 作り 、 級 を 膨 最後 に 好み や 時 代 に 合わ 
ら ま せる 。 せ て 、 久 を 乗せ ます 。 


わか し ゅ まげ 


これ で 元 服 前 の 若衆 凡 に な る 。 
日 本 髪 の 描き 方 日 本 髪 は 、 手 順 を 追っ て 描け ば 難し いこ と は あり ませ ん 。 
基本 が 描け る よう に な れ ば 、 あ と は 前 髪 や 季 、 加 の 形 で アレ ンジ が 可能 で す 。 


高島 田 な ど は 高め 。 


つぶ し 島田 な ど 
は 低め 。 


更に 月 代 を 広げ た り 、 時 代 や 身分 に よっ て 、 藻 や 髪 が 変形 する 。 


時 代 と 、 髪 型 を 決め た ら 、 
まず 根 の 高 さ を 決め る 。 


難 を 描く 。 奉 を 描く 。 鹿の子 や 等 な ど で 飾る 。 
時 代 に 合わ せ て 、 少 し 膨らませ た 元結 ( 根 ) は 、 実 際 に は 隠れ る の カゲ や 不安 な 部 分 は 、 ベ タ で 描く 


よう に 描く の が ポイ ント 。 で 、 位 置 の 目安 程度 で 。 と 絵 が 引 締 ま る 。 


人 @ 元結 の 話 

「 元 結 」 (も と ゆい 、 も っ と い ) は 、 実 用 の 「 換 元結 」 と 装飾 用 の 「 平 元結 ] が あり ます 。 

江戸 以前 は 上 流 階 級 の も の で し た が 、 丈 夫 な 「 換 元結 ] は 元禄 以降 、 今 の 輪ゴム や ビニ ー ル 紐 に 代わ る よう な 存在 で し た 。 
現代 は 、 水 引 と し て 名 残 を 留め て いま す 。 


平 元結 
装飾 の み に 用 いる 。 


所 元 村 
种 旬 O 欣 名 和 经。 
[ 文 も 元結 ] な ど が 有名 。 


二 重 回 し や 、 堅 結び 、 結 ば ず に 合 
せ 掛 け に する な ど 、 さ ま ざ ま な 巻 
き 方 が ある 。 


長 さ 40cm ほど の 、 
和紙 (奉書 紙 ) を 
用 意 し ます 。 


ドラ マ な と で よく 見 る 


丈 長 の 折り 方 


端 か の ら 1/ 4 くら い 
を 、 上 に 折り 上 げ る 。 


(L_ 


通し た も の を 、 最 後 


長い 方 を 、 
手前 に 折る 。 


ー ル 


裏表 ひっ くり 返し て 


長い 方 を 、 一 周 
巻き 付け ます 。 


その まま 上 へ 、 


長い 方 を 、 巻 き 付 け の 裏 か ら 


折り 上 げ る 。 まで 引き きる 。 完成 。 短い 方 の 下 に 通す と 、 表 か ら 
出 て きま す 。 
(6 ) 折り 上 げた も の を 、 
巻き 付け に 通す 。 N 从 
きゅっと 締め れ ば 
けっ こう 強く 締まり ます 。 
ン ベ マ > ン < < < me マッ ン 一 am ーー am a < pe < 
CS OES OC OC OC OC OES OC OS OES OE OES OC SO CO 


の や や 


人 @ 装束 の 色 


装束 の 魅力 の ひと つ に 、 色 の 美 し さ が 挙げ られ ます 。 色 を 自由 に 選ぶ こと が で き 、 カ ラフ ル で と て も 美しい も の で し た が 、 装 束 に よっ て 
は 、 位 に よっ て 色 や 文様 に 決ま り が あり ます 。 

また 、 皇 族 や 高位 の 公卿 の み に 許可 され た 「 禁 色 ] や 、 葬 催 な どの 衰 服 で 使わ れる 「 忌 色 ] は 普段 は 使用 し な いな ど 、 色 に も 注意 し て み 
る と 、 よ り リ アリ ティ が 増し ます 。 


@@ 袍 0 色 
束 常 の 袖 は 位 柏 と いい 、 位 に よっ て 色 と 文 様 が 定め られ て いま す 。 
摂関 期 ( 編 案 中 期 ) か ら は 次 の よう に 決ま っ て いま す 。 


皇 太子 は 、 親 王 や 臣下 た ちと は 
違う 特別 な 色 と 文 様 の 抑 を それ ぞ れ 着用 する 。 
※ 親 王 や 王 、 関 白 ・ 摂 政 ・ 太 痢 な ど は 、 黒 い 補 で 、 
文様 あり 深 継 文様 あり | 深 文様 な し それ ぞ れ に 特別 な 文様 の 入っ た も の を 着用 する 。 

※ 無 位 の も の は 黄色 、 文 様 な し 。 


人 @ 茜色 

禁 色 を 使用 する に は 天皇 に よる 「 禁 色 聴 許 ] が 必要 で し た 。 ee 

時 代 の 流れ に 従い 、 制 限 は 級 や か に な っ て いき まし た が 、 明 治 以降 も 天皇 ・ 皇 太子 の 抱 色 で ある 「 黄 植 染 ] と 「 黄 丹 ] の 二 色 は 絶対 茜色 
と し て 使用 が 禁止 され て いま す 。 


※ 青 白 様 や 赤 白 様 は 、 単 に 「 青 色 ]「 赤 色 ] と 呼ば れる こと も あり ます 。 
明治 以降 の 禁 色 


@ 忌 色 

足 色 は 葬儀 な どの 時 に 使用 され る 色 で す 。 

両親 の 喪 に 服 す 「 重 服 」、 そ の 他 の 「 軽 服 」、 天 皇 の 「 譜 暗 」 な ど 種 類 が あり 、 そ れ ぞ れ 忌 色 が か わり まし た 。 

黒 様 は 四 位 以上 の 補色 で ある 「 黒 」 と 同じ よう に 見 える が 、 宙 色 の 「 黒 」 は 紫 が 濃く な っ た 色 な の で 、「 様 ]」 と は 異な り ま す 。 


※ 印 刷 に より 正確 な 色 が 表現 で き な い 場合 が あり ます 。 
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え ぼ し 

局 中 3 
烏帽子 は 公家 や 公 察 に 働 え る 人 の 日 常 的 な か ぶり 物 で す 。 
時 代 や 地位 に よっ て 形 や 種類 も さま ざま で す 。 


着用 図 


平安 時 代 に は 羅 (薄い 布 ) で で きた 袋 に 漆 を 塗っ 
た 丈 の 長い 物 で し た が 、 鎌 倉 時 代 以 降 は 次 第 に 高 
さ が 低く な っ て いき まし た 。 

江戸 時 代 に 紙 に シワ を 付け て 漆 を 塗っ た 箱 形 の 物 
に 変化 し まし た 。 

種類 は 色々 あり ます が 、 基 本 は 公家 が 一 般 的 に 用 
いた 「 立 鳥 由子 」 です 。 


部 位 の 名 称 * a 


錆 
江戸 時 代 以降 の 立 鳥 帽子 の 例 で す 。 まね ぎ 紙 に 付け た 
紙 を し わく し ゃ に し て シワ を 付け た も の に 、 漆 を シワ の 模様 
塗っ た も の で す 。 
風 ロ 
頭 と の 隙間 


小結 

縁 内 に 紐 が つい て 
いて 、 こ れ を し ば 
. る こと で サイ ズ の 
縁 調整 が 可能 。 


部 


烏帽子 の 被り 方 時 代 や 種類 に より 、 固 定 する 方 法 が 異な り ま す 。 
仕組 み を 意識 し て 描く こと で リア リティ が 増し ます 。 


た て え 区 し 


立 鳥 帽子 

平安 時 代 の 立て 鳥 帽 子 は 、 掛 紐 を 使 
わ ず 、 後 部 に ある 小結 で 所 に 結び 付 
け て 固定 し て いた 。 

後頭 部 に 、 ぴ っ た り 付 けず に 少し 余 
裕 を 持た せる と 、 そ れ ら し く な る 。 


お りえ ほぼ し 


折 帽子 

旷 亿 耗 抢 走 结 从 、 小 结 专 
外 に 引き 出し 、 鳥 帽子 の 
後部 で 結び 固定 する 。 


折 鳥 帽子 

こち ら は 掛 紐 で 固定 する パタ ー ン 。 

室町 時 代 後 期 よ り 、 髪 型 が 変わ っ た こと に 
より 、 小 結 の 紐 は 、 飾 り に 近い も の に な り 
掛け 紐 で と め る よう に な る 。 


か ざお り え ほ し 


折 烏 帽子 お き な が け 
TPO に 応じ て 「 倫 掛 」 と 


呼ば れる と め 方 を 用 いる こ 
と も 。 


その 他 の 鳥 帆 子 
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着用 図 


奈良 時 代 の 律令 で は 冠 は 「 頭 巾 」 と 呼ば れる 物 で 
座 や 緩 と いう 薄い 布 の 袋 で し た 。 ーー 
平安 中 期 ま で は 袋 状 の 冠 を 使用 し て お り 、 巾 子 を 
し っ か り 形 作っ た 冠 は 摂関 期 の 頃 の も の と 考え ら 
れ て いま す 。 
vod 其 ) に 
ます 。 
i SRE 
注意 が 必要 で す 。 


部 位 の 名 称 時 


か ん さ し 


給 
袋 状 の 頭巾 を 結ん だ 部 
分 が 変化 し た 。 そ の 名 
残 で 薄い 布 が 2 枚 重 
な っ て いる 


冠 の 文様 の 一 例 


摂家 門 の 比 文 他 


門流 不 属 


ん ぎし 


子 に 突 を 買い て 固定 し て いま し た 。 


すい えい か ん 


垂 緩 完 
天皇 以下 、 文官 が 被る 。 


冠 の 被り 方 鳥 峠 子 と 同様 に 丁 紀 を 利用 し て 固定 線 の 種類 
し ます が 、 紐 で 縛る の で は な く 、 巾 


六 位 以下 の 武官 用 。 


お いか け 


馬 の 尾 の 毛 で 
作っ た 飾り 。 


柏 次 の 種類 柏 湊 と は 文官 が 緊急 時 に 、 線 を 束ね 


活動 し や すい よう に し た も の で す 。 


けん えい か ん 


武官 用 の 冠 。 線 を 内 巻き に し 
て 白木 の 木片 で 留め た も の 。 


儀式 な どの 際 、 冠 に 付け る 飾り の 花 で す 。 中 国 で は 金属 
製 の 頭 挿 花 が 使わ れ て いま し た が 、 日 本 で は 生花 や 造花 
を 使用 し て いた の が 特徴 で す 。 
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NE 3 
橘 ・ 秒 ・ 午 


江戸 時 代 初 期 は 下げ が 主流 で し た が 、 江 戸 時 代 中 期 ~ 後 期 、 日 本 髪 が 発展 する と 共に か ん ざし が 登場 し 、 
大 流行 し まし た 。 


WNWNN 
レン デニー A 


一 


元々 は 日 本 髪 を 結 う た め 
の 道具 の 一 つ 。 


元々 は 、 冠 を 固定 する た 
め に 使用 され て いた 。 


平 打 警 玉 徐 
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部 位 の 名 称 


番傘 は シン ブル で 、 少 し 太め の 和 傘 で す 。 主 に 男性 が 使用 し て いま し 
た 。 大阪 で は 、 主 従 関係 を 見 分 ける た め に 、 従 者 が 持つ 傘 に は 黒い 緑 
を 付け て いた そう で す 。 


@ 蛇の目 傘 傘 を 上 か ら 見 た 時 の 柄 が 、 蛇 の 目 に 似 て いる こと 
か ら 、 蛇 の 目 傘 と 呼ば れ 始め まし た 。 現在 は 無地 
の 物 で も 蛇の目 傘 と 呼ば れ て いま す 。 

番傘 より 細身 な の が 特徴 で す 。 高 級 品 で あり 、 富 
裕 層 が 用 いま し た 。 


蛇の目 傘 に は 飾り 糸 が ある 。 カッ パ 部 分 に 紐 が あり 
閉じ た 時 は ここ を 持つ 。 


@ 舞 傘 ・ 日 座 


本 絹 を 使用 し た 、 舞 踏 用 の や や 小ぶり な 傘 で す 。 

舞踏 用 の た め 、 非 常に 軽く で き て お り 、 見 た 目 も 透明 感 が あぁ あり 、 江 や 
か で 美しい デザ イン で す 。 

雨傘 と 比べ る と 傘 の 厚み が 薄く な っ て いま す 。 


舞 傘 に も 美しい 飾り 糸 が ある 。 頭頂 部 に カッ パ が な い 。 
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和 符 の 描き 方 
Photoshop な どの ソフ ト が ある 場合 は 、 円 と 放 
の 線 を それ ぞ れ 別 の レイ ヤー で 描き を 真 上 か 
ら 見 た よう な 図 を 作る 。 


2 


N 


1 
/ 


| 


SN 
aN 


※ 


煙管 は 小道 具 と し て 時 代 劇 な ど で 登 場 す る こと が 多く 、 吉 原 の 遊女 が 煙管 を 吸う シー ン な ど 数 多く 見 られ 
ます 。 当時 は 嗜好 品 と し で で は な く 、 一 種 の ファ ッ シ ョ ン や ステ ー タ ス と し て の シン ボル で あっ た と も い 
われ て いま す 。 


た ば こ 盆 

煙管 を 吸う た め に 必要 な 
道具 一 素 を まとめ た も の 。 
箱 型 以 外 に 、 桶 型 や 名 前 の 通 


六 一 一 二 到 


せき し ゅ う を た まめ 


05 
に ) 


一 般 的 な 形 の ひと つ 。 全体 が 扇 平 で 持ち 歩き や すい 形 。 
延べ 煙管 手綱 
全体 が 金属 で で き て いる 。 形 の 大 胆 さ を 見 せる た め の も の 。 


ーー た ビー。 ーーー ニー 


じょし ん こう だ い じ 


如 心 光大 寺 
石 州 と 並び 一 般 的 な 形 。 吸い 口 が 丸く 、 火 皿 が 小さ い の が 特徴 。 


歌舞 伎 役者 の 煙管 の 持ち 方 
歌舞 伎 で は 、 煙 管 の 持ち 方 を か えて 役柄 を 表現 し て いま す 。 
細か いと ころ に 注意 し て 見 て みる の も 面白 いで し ょ う 。 
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ぎす じ 

筋 

論 地 と 
焼 刃 の 形状 の 

は 


平地 と 
の 境界 


蜂 


| 
(人 AAAAO 


3 時 


< 


て 7 


タゲ ーー 
NI 


平ら で は な く 、 


部 位 の 名 称 


28 


1 


站 詳 記 まで は 刀身 に 反り の な い 直 思 が 主流 で し た が 、 平 安 中 期 以降 か ら 反り の 入っ た 湾 妃 へ と 移行 し て いき まし た 。 
移行 し た 時 期 に つい て は さま ざま な 説 が あり ます 。 


OI 


MM 


FE 


MN 


た ち 
人 @ 太刀 
太刀 は 刃 を 下 に し て 、 吊 し て ( 作 く ) 携帯 し た 。 打 刀 に 比べ る と 反り が 深い も の が 多い 。 
刀身 が 60cm (二 尺 ) 以上 の も の で 、90cm 以上 の も の は 大 太刀 と 呼ば れ た 。 


うち が た な 
@ 打 刀 
室町 時 代 末期 に な る と 、 集 団 の 戦闘 で も 動き や すい よう 短く 軽量 な 打 刀 が 登場 する 。 
素早 く 戦闘 態勢 に 入れ る よう 、 丸 を 上 に し て 腰 に 差し て 携帯 し た 。 
刀身 が 60cm (二 尺 ) 以上 の も の を 差す 。 


EE 
の 1 


わき さ し 


刀身 が 30cm 60cm 程度 の も の 
江戸 時 代 の 武士 は 打 刀 と 脇差 の 二 本 差 し が 多く 見 られ る 。 


AA 


从 I 
CN 


RRL 


た ん と う 


@ 短刀 


刀身 が 30cm ~ 60cm 程度 の も の 。 
護身 用 と し て 使用 され た ほか 、 子 供 や 女性 な ど が 護り 刀 と し て 携帯 する こと も あっ た 。 


[| 


※ 長 さ は 目安 で 、. 厳密 な も の で は あり ませ ん の で 注意 くだ さい 。 
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刀 の 差し 方 


人 @ 打 刀 人 @ 太刀 


刃 を 上 に 向け て 、 帯 に 差し 込む 。 刃 を 下 に 向け 、 太刀 緒 を 使い 、 
作 い て ( 吊 し て ) いた 。 


m 大作 


人 一 到 


NN 


右手 は 緑 に 人 差し 指 が か か る 。 
親指 は 柄 巻 を 持ち 、 
縁 に は か か ら な いよ うに 握る 。 


上 か ら 見 た 時 に 、 親 指 と 
人 差し 指 の 股 が 柄 の 中 心 
に くる よう に 握る 。 


左手 は 小指 が 頭 に か か ら 
な いよ うに する 。 


人 @ 正眼 (中 段 ) の 構え 


刀 の 先 は 敵 の 喉 に 
向かう よう に 。 


右手 と 右足 が 同時 
に 前 に 出る 。 


左手 と へ その 間 に 拳 
1 一 2 個 分 の 空間 を 


左手 を 下 に し 、 左 
意識 する 。 右 の 手 の 間隔 を 空 
ける 。 
棒 立ち に な ら な い 
よう に 、 右 足 は 大 
きく 踏み 出す 。 
肩 の 力 は 抜く 。 
いか り 肩 に な ら な 
いよ うに 。 
背中 の ライ ン を 
直線 的 に する 。 


※ 流 派 な ど と に より 異な り ま す の で 注意 くだ さい 。 
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ば っ と う 


が 抜き や すい よう に 、 刃 を 少し 引き 出す 右手 は 上 か ら 添え る よう に 
これ を 鯉口 を 切る と いう 。 ギュ ッ と 握ら な い 。 


刃 の 上 か ら 、 ず らし た と こ 
ろ に 親指 を 置く 。 


ペー 
NN ^! 


NN 


NN 
NN 
CI 


刀 を 抜く 時 は 、 前 傾 姿勢 で 腰 を 引い た 体勢 を 意識 す 刀 の 先 は 相手 の 喉元 に 向け る と 雰囲気 が で る 。 
る と 、 ス ピー ド 感 の ある 抜刀 に な る 。 


刃 の 角度 は 地面 に 
平行 に な る よう に 
意識 する 。 


前 傾 姿 勢 で は な く 、 上 に 向け て 刀 を 抜く と 
ゆっ くり し た 動作 の 抜刀 に な る 。 


の うと う 


緒 を 持ち 上 げ 、 刀 の 鎧 を 鯉口 に 近づけ る 。 刀 の 先 を 鯉口 に 入れ る 。 
刀 の 話 を 左 
アノ グ ペー re 
2 ンク グー 
ク 动 。 
グ 小 


横向 き で 納 刀 す る 方 法 
も あり ます 。 
流派 に よっ て 異な る の 
で こだわ る の も 良い で 
し ょ う 。 


答 は 長い 柄 の 先 に 穂 ( 身 ) と 呼ば れる 刃物 が つい た 長柄 武器 で す 。 
鎌倉 時 代 中 期 一 後期 に か け て 登場 し た と いわ れ で いま す 。 柚 と 穂 の 長き に 決ま り は な く 、 数 十 セ ンチ の も 


の や 、 長 い 物 で は 6 メー トル 近く ある も の まで さま ざま で す 。 
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石 突 


穗 ( 身 ) a 幸生 


太刀 打ち 


す や り きく ち や り か まや り じゅ う も ん じ や り 
@ 直 检 @ 菊池 槍 @ 鎌 槍 @ 十 文字 检 
一 般 的 な 槍 の 形 。 長い 柄 の 先 に 片方 に 枝 が ある 槍 。 左右 に 枝 が あり 十文字 の 形 
文字 通り 真っ 直ぐ な 形 を し 短刀 を 付け た も の 。 を し て いる 。 
て いる 。 「 引 き 」「 払 い 」 の 機能 を 強 
化し た 形状 。 


十 手 の よう な 金具 が つい た 


形状 。 槍 の 基本 的 な 使い 方 
ここ で 敵 刃 を 受け 止め た り 


する 。 


・ 払 う 
この 5 つ を 使っ て さま ざま 
な 戦い 方 を し た 。 
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日 本 刀 の 長 さ 


約 60cm ~ 90cm 
90cm 以上 は 大 太刀 


約 70cm 以下 


。 約 30cmー60cm 
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約 381cm … 


間 江戸 時 代 の 
/( 成人 男性 の 平均 身長 
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矢 

元 は 三 十 本 と 決ま り が あっ た が 、 時 
代 と 共に 数 が 減っ て いき 、 山 科 流 が 
二 十 二 本 、 


Nu の 

ベク 
ンク 
< 


高倉 流 が 十 五 本 と な っ た 。 


漆 塗 り の 浅い 箱 に 矢 
を 入れ 、 間 寒 と 呼ば 
れる 紙 で 包む 。 

年 齢 に よっ て 色 が 異 
な る 。 


ーーーーーーーーー 


部 位 の 名 称 


弓 の 形状 は 左右 対称 所 
で は な い の で 注意 ! 
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ま ふさ ぎ 
間 塞 の 色 の 違い 


弓道 (弓術 ) 


弓道 で は 右手 に ゆ が け を 装着 し 、 蒙 古式 と いう 形 で 弓 を 引き ます 。 


NN 
NN 


内 側 か ら 見 た 図 


アー チェ リー な どの 西洋 式 で は 
指 を 伸ばし て 持つ こと も 


弓術 は 、 ヨ ー ロ ッ パ な どの 短 弓 を 使っ た アー チェ リー な ど と は 異な り 、 
日 本 独自 の 技法 ・ 文 化 ・ 歴 史 を 持っ た も の で す 。 


平 や な ぐい に は 間 塞 と いう 


紙 が 巻 か れ て お り 、 「 
壮年 は 紅白 の 紙 。 
若年 は 紅梅 一 色 。 


老年 は 白 一 色 。 
と 色 が 決ま っ て いる 。 


弓道 で は 、 

全 长 七 尺 三 十 
( 約 221cm) 
を 基準 と し て 
いる 。 


側面 か ら 見 た 時 に 親指 が 
見 える な ど 、 細 か い 部 分 
に 気 を 付け る と リア リ 
ティ が で る 。 


己 の 中 心 よ り 下 
を 掴む 。 


RS9 


\ 手裏剣 


忍者 の 武器 と いえ ば [手裏剣 ] と いう ほど 、 忍 者 と は 切り 離せ な いも の で す 。 
主 な 武器 と し て 有名 で す が 、 殺傷 する た めで は な く 、 逃げ る た め の 時 間 稼 ぎ や 護身 用 と し て 使用 きれ で い 
た と いわ れ で て いま す 。 


振り 下ろ す よ うに 投げ る 。 
2 
i 
ンク アツ 


手裏剣 の 持ち 方 


本 手持 ち 逆手 持ち 
剣先 を 指先 側 に 向け る 。 剣先 を 手首 側 に 向け る 。 


車輪 持ち 
中 指 、 薬 指 、 小 指 で 包む よう に 握る 。 
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手裏剣 の 種類 


手裏剣 の 一 例 で す 。 


ここ で 紹介 し た 以外 に も さま ざま な 形 の 手裏剣 が あり ます 。 


A 


デー 
ンー ン で 


_V 


四方 手裏剣 


八方 手 裏 刻 


六方 手裏剣 


棒 手 裏 合 


連続 投げ は フィ クシ ョ ン !? 

時 代 劇 や マン ガ な ど で は 、 手の平 を て する よ 
うに 横向 き に 連続 し て 手裏剣 を 打つ 描写 が 見 
られ ます 。 

実際 は 、 そ の よう に た くさ ん の 手裏剣 を 連続 
で 打つ こと は し ませ ん 。 

忍者 は 身軽 で る る こと が 重要 な の で 、 手 裏 合 
は 大 量 に 持ち 歩か ず 1、2 枚 で めった と いい 


忍者 办 武器 


忍者 の 武器 は 手裏剣 以外 に も 、 さ ま ざ ま な 武器 が あり ます 。 


吉 く は 隠密 と 忍者 は 同一 で あっ た の で 、 道具 は 隠し 武器 の よう に 一 見 普通 の 道具 に 見 える 物 が 多数 あり ま 
す が 、 こ こ で は いか に も 忍者 らし い 武 器 を 紹介 し ます 。 


侍 が 使用 する 刀 に 比べ る と 、 サ イズ や 時 の 大 き さ に 工夫 が され て いま し た 。 
脇差 と 打 刀 の 中 間 の 長 さ で 、 反 り の 少な い 「 直 刀 」 が 多かっ た と いわ れ て いま す 。 


鎖 は 大 きく 、 縮 は 光 の 反射 が 少な い 筐 消し に 仕上 げ ら れ 、 丈 夫 で 軽く 作ら れ て いま し た 。 


と は いえ 、 あ まり に 普通 の 刀 と の 差 が あり すぎ る と 、 逆 に 目立っ て し まう た め 、 あ まり こだわ り は 
な か っ た と 思わ れ ま す 。 


大 き な 鎧 に 足 を か け 
て 堀 を 越え る の に 使 
用 する こと も 。 


下げ 緒 を 口 に くわ え 、 
堀 の 上 か ら 刀 を 
引き 上 げ る 。 


針生 農具 で ある 鎌 に 鎖 分 銅 を 取り 付け た 武器 で す 。 まき ひし 


農具 の 鎌 と 比べ る と 小さ く 、 懐 に 入れ て 携帯 で きる コ 
ン パ クト な サイ ズ だ っ た と 考え られ ます 。 

鎖 を 振り 回 し 相手 に 巻き 付け た り 、 鎌 や 分 銅 で 攻撃 し 
て 使用 し て いま し た 。 


追っ 手 の 足 止め 用 の 道具 で す 。 
四方 に トゲ が あり 、 必 ず ト ゲ が 上 を 向く 
よう な 作り に な っ て いま し た 。 
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て っ こう か ぎ 鋭く と が っ た 爪 の つい た 武器 で す 。 


握っ て 手の甲 に 装着 する も の と 、 手 の ひら 側 に 爪 が 付く も の の 2 種類 あり ます 。 


魚や 鉄 で で き て いて 、 真 ん 中 が 平たく な っ て いま す 。 
手 で 持っ て 武器 と し て 使用 する だ け で な く 、 穴 を 掘る スコ ッ プ と 
し て 使用 し た り 、 小 型 の も の は 投げ て 手裏剣 の よう に 使用 する な 


壁 に 打ち 込み 登 器 
ど 、 さ まさ まな 使用 方 法 が あり まし た 。 


と し て 使わ れる こ 


真ん中 部 分 が 平たく 
な っ て いる 。 
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栓 扇 

檜 の 板 を 未 広がり に 綴り 合わ せ た も の で 、 表 に 金 
銀 洛 を 散ら し 、 彩 絵 し て 東 帯 や 十二単 な ど に 合わ 
せる 、 宮 中 の 儀式 用 の 持ち 物 で す 。 


根元 を 留め る た め の も の 。 
持つ 時 は 要 に 手 が 触 れ な い 
よう に 持つ 。 


板 は 「 橋 |] と いい 、 か つて は 公卿 が 25 橋 、 殿 上 
人 が 23 橋 で し た が 、 現 在 は 25 橋 が 一 般 的 で す 。 


現在 の 女性 用 の 檜 扇 は 金彩 や 胡 粉 な ど 
で 吉祥 画 を 描き 、 六 色 の 紐 を 両端 に 蜂 
結び を し て 梅 や 松 な どの 造花 を 飾り 付 
け 、 美 し い 物 と な っ て いま す 。 


元 は メモ 帳 代 わり !? 
檎 扇 は 中 国 か ら 伝わっ た 効 が 元 に な っ て いま す 。 
当時 、 移 は メモ 帳 代 わり に 使用 され て いま し た 。 し か し 冬 だ け で は メモ 欄 が 少な いと い 
う 理 由 か ら か 、 薄 い 槍 板 を 糸 で 綴っ て 扇 の 形 に し た の が 檎 扇 と いわ れ て いま す 。 


扇子 の 描き 方 


少し 太め の 線 で アタ リ を 描く 。 アタ リ を 元 に 形 を 描き 込む 
ギザ ギザ と 折り 目 部 分 を 意識 する 。 


ギザ ギザ の 折り 目 部 分 に 線 を 入れ 、 要 部 分 の 重なり 
は 骨 の 数 と 合う よう に 描き 込ん だ ら 完 成 。 


両端 の 部 分 の 形 に よっ て 月 
じ た 時 の 形 が 変わ る の で 、 
実際 の 扇子 を よく 見 て 観察 
する こと も 重要 ! 


両端 の 部 分 は 他 の 骨 
より 太く な る 。 


斜め な どの 角度 が つい た 構 
叉 で も 同様 に 大 め の 線 で ア 
タリ を 描く 。 


要 部 分 は カー ブ を 意識 する 。 
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うち わ の 描き 方 


A 


貝殻 に 近い 椿 円 を 意識 し て 窓 の 部 分 は 一 番外 側 に な る と こ 
下 1/4 の 位置 に 横線 を 入れ る 。 ろ を し っ か り 描 き 込 む 。 
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日 本 四 任 芋 的 太 下 车 忌 、 江 万 蛙 代 忆 信 下载] と も 呼ば れ て いま し た 。 
禅 や 脚 を 見 せる こと も 、 男 性 の 粋 な オシ ジ シャレ の ひと つ で 、 現 代 で も 祭事 や 演芸 に お いて は 、 恥 と され ませ 
ん 「 見 せる 下着 」 と いう 、 和 和服 に お いて 欠か せな い 要 素 の 一 つ で す 。 


着用 例 江戸 時 代 に は 、 色 も 白 だ け で な く 、 


継 色 や 紺 、 素 材 も 木綿 や 絞り な ど 、 さ 
ま ざ ま な 禅 が あっ た 。 


< 


ジジ グン グン 
を と 


尻 は し ょ り の 間 か ら 、 
ふん ど し を 見 せる 。 


歌舞 伝 の 発 事 の よう に 、 役 
の 荒 々 し さ を 演 じ る 時 な ど 
は 、「 伊 達 下 が り ] と いう 
化粧 廻し の よう な 錦 の 下 が 
り を 見 せる 。 


部 位 の 名 称 ※ 例 は 六 尺 禅 で す 。 門 


横 和 【 


縦 福 歌舞 伎 な どの 芝居 で は 、 着 物 を は し ょ っ た り 、 割 っ た 裾 の 間 か ら 、 前 垂れ 
( 縦 ま わし ) を 粋 で 美しく の ぞ か せる た め 、 端 に お も り を 縫い こむ など 工夫 を し て いた 。 
[武士 | は 白 、「 粋 な 色男 ] な ら 赤 の 羽 二 重 や 縮 縮 、「 町 人 役 ] は 白 の さら 
し で 三角 形 な ど 、 表 現 の 決ま り も ある 。 
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@@ 六 尺 禅 


端 を あご で 押さ える 
か 、 肩 に か け て 、 も 
う 一 方 の 端 を 股 に く 


ぐら せる 。 
長 さ が 六 尺 (180cm ~ 228cm ほど ) 
ある 、 た だ の 切り っ ぱな し の 布 。 
さら し 木綿 な ど 。 
股 に くぐら せ た 方 を 、 横 に まわ し た 端 を 、 尻 の 布 に 
横向 き に し て お 腹 に まわ す 。 前 か ら 見 た 図 ひっ か け 、「T] に な る よう 


に する 。 


横 往 に ね じ こ む 。 あご で 抑え て いた 方 を 下ろ し 縦 神 に ね じ こ も む 。 
3 回 以上 ね じ こ お と 緩み に く て 、 股 を くぐら せる 。 これ も 3 回 程度 ね じ こみ 、 
く な る 。 し っ か り と 締め る 。 


で ひっ か けた 「T] の 部 分 


引き 抜い た 端 を 、 反 対 側 の 
か ら 、 端 を 引き 抜く 。 


横 禅 に 3 回 程度 ね じ こ ん で 


ここ で 紹介 し た 
完成 。 左 右 対称 が 美しい 。 


の は 、 一 例 で す 。 
その 他 、 色 々 な 
アレ ンジ が 可能 
で す 。 


縦 神 に 、 ね じ こ まな い 


バー ジョ ン 


前 垂れ を 作る バー ジョ ン 
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も っ こ えっ ちゅ う 


わり 
人 @ 佑 禅 @ 越 中 神 割 祥 
布 の 端 に 、 紐 を 通し た 形 。 着脱 が 楽 だ が 、 着脱 ・ 制 作 が 簡単 で 、 布 も 少な く 経済 的 鎧 の 下 に 着用 する 禅 。 首 の 部 分 を ほど く 
締め 付け 具合 が 調整 で き な い 。 な た め 、 洋 装 化 が 進ん だ 明治 以降 も 、 日 と 緩め られ る の で 、 鎧 や 裕 な ど を 脱が な 2 
江戸 時 代 、 女 形 の 俳優 な ど が これ を 用 い 本 軍 で 支給 され 、 使 用 され た 。 く て も 、 用 を た すこ と が で きた 。 
Ee 


も と も と は 
布 の 端 を 


女性 の 場合 は 、 禄 で は な く 「 湯 巻 」「 湯 具 」「 湯 文字 」 と 呼ば れる 「 巻 き ス カー ト 型 」 が 主流 で し た 。 
(一 部 、 女 性 も 祥 を 究 い て いた こと も あり ます 。) 
裾 よ け 
湯 文 字 湯 文字 の 上 に 付け る 。 
反物 二 幅 で 作っ た の で 現代 の ペティ コー ト の 
「 三 布 」 と も いう 。 よう な も の 。 
上 方 で は 「 脚 布 」 と も 
ば れる 。 


「 福 よ け 」 は 「 湯 文字 」 が 発展 し 長く な っ た も の で 、 湯 文字 の 上 に 着用 し ます 。 
江戸 で は 、「 蹴 出し 」 と も いい 、 江 戸 時 代 後期 に は 、 歩 く た び 着 物 の 間 か ら チ 
ラチ ラ 見 せる の が 大 流行 、 纏 色 の 跡 出 し か ら の ぞ く 白 い 脚 、… と いう 画 が 流行 
り ま す 。 

「 版 福神 」「 肌 福 祥 」 な ど と 組み 合わ せ 、「 二 部 式 福神 ]、「 う そつ き 福 神 」 な ど 
と も いい ます 。 

た だ し 現代 で は 、 こ の 「 裾 よ け 」 を 堂々 と 露出 させ 歩く こと は 少な く 、 

色 も 白 や 、 桃 色 、 浅 切な ど 淡色 が 主流 で す 。 

芸者 さん ・ 舞 怒 さ ん は 今 で も 継 色 の 「 蹴 出し 」 を 見 せ て 歩き ます 。 
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十 く は 、 足 の 保護 が 目的 で 履か れ て いた と 考え られ て いま す 。 平 安 時 代 で は 、 装束 や 身分 に 合わ せ て 履き 
物 を 変え た で いま し た 。 和 装 の 履き 物 は 、 大 きく 分 け て 「 靴 ( 答 )」 [草履] 「 草 埋 」 [下駄 ] の 4 つが あり ます 。 
それ ぞ れ の 、 特徴 な ど を 見 て いき まし ょ う 。 


そう り わら 上 ゆら だ 
人 @ 草鞋 0 下駄 
皮 や 布 で で きた 、 足 を 包む 履 台 と 鼻緒 で 構成 され た 、 草 ・ 台 と 長い 鼻緒 で 構成 され 、 台 と 鼻緒 で 構成 され 、 歯 が あ 
き 物 。 公 家 ・ 上 級 武 家 の 正装 革 製 の 履き 物 。 長い 鼻緒 を 足 に 巻き 付け て 履 る 木製 の 履き 物 。 
な ど で 履 か れ た 。 く 、 遠 距離 歩行 ・ 労 働 用 の 履 


RU 


と? 


部 位 の 名 称 時 代 ・ 地 域 に よっ て 異な り ま す 。 こ こ で は 女性 物 の 草履 を 例 に 説明 し ます 。 


路 


草 履 ソー ル に 切れ 
込み が あり 、 
めく る と 前 坪 
が ある 。 


前 坪 ( 目 ) 


前 坪 


駄 
下 金具 で 隠さ れ 
て いる 。 


後 坪 


前 坪 の 穴 は 、 ソ ー ル や 金具 で 隠し て ある こと が 多い 。 


凌 ( 小 釣 ) 


和 三 多 足首 の 内 側 (親指 側 ) 
@ 役 @ 足袋 に ある 、 足 袋 を と め る 
「 し た ぐつ ] と も 呼ば れる 、 絹 製 の 靴下 。 こ 古く は 革 製 、 絹 製 、 麻 製 、 な ど で 、 小 。 も の 。 
足袋 と 違っ て 指 股 が な い 。 平安 時 代 以 釣 で は な く 紐 で と め て いた 。 江戸 時 代 
前 に 公家 が 履い た 。 ま た 、 現 在 で も 神 以降 に 木綿 製 も 登場 し た 。 
職 な ど が これ を 用 いる 。 ソー ル に ゴム 底 を 備え た 地下 足袋 は 、 
大 正 時 代 ご ろ 誕 生 し た 。 


指 股 
指 股 が な い 


靴 (省 ) 公家 の 装束 や 、 中 世 ま で の 武家 の 正装 に 使わ れる 大 陸 風 の 靴 。 
現在 で も 宮中 や 神職 、 舞 楽 の 世界 で 使わ れ て いま す 。 


くり か わ の くつ あさ ぐつ 
0 烏 皮 履 @ 浅 洗 @ せき の くつ 
「 う ひ り 」 と も 呼ば れる 。 文官 が 東 帯 用 に 用 いた 。 皇 太子 や 諸 臣 の 礼服 用 に 用 いら れ た 、: 
文 家 の 朝 服 に 用 いら れ た 革 製 の 靴 。 後 に 「 鳥 皮 履 」 が 変化 し た も の 。 い 革 製靴 
木製 の 「 浅 省 」 に 変化 する 。 桐 製 や 張子 に 漆 塗り で 作ら れ て いる 。 女性 用 な ども ある 。 


現在 も 宮中 な ど で 用 いら れる 。 


0 鳥 皮 履 と 同様 、 ク ッ シ ョ ン と 中 敷き 
入れ て 履く 。 <P を 入れ て 履く 。 
~~ 


か くっ ふか ぐつ まり ぐつ 
@ 靴 の 消 @ 深 湯 
束 帯 の 時 に 履く 。 文武 共に 用 いる が 、 特 雨天 ・ 雪 天 用 の 長靴 。 跳 鞠 用 。 
に 武官 東 帯 に は 必需 品 。 上 下 に 延び ば せる よう に な っ て いる 。 


着用 時 は 裕 を 中 に 入れ る 。 

上 部 の 錦 部 分 を 「 鞭 桂 」 と いい 、 標 準 は 
赤地 だ が 、 若 年 者 や 検 非違 使 は 青 地 の 
こと も ある 。 


ほう か 


@ 半 鞭 
公家 の 略 衣 に 用 いる 。 


し か い つら ぬき つ な ぬ き 

人 @ 丝 鞋 @ 類 貢 ( 綱 賀 ) 

下級 武官 が 履い た 、 白 い 絹糸 で 武士 が 戦 や 乗馬 の 際 に 用 いた 。 熊 , 牛 , 猪 
ei gt: な どの 毛皮 製 。 


こも 、 芋 麻 製 の [ 麻 鞋 | か ら 英 


現在 は 、 和 皇族 の 成人 式 や 舞楽 に ブ 
用 いる 。 ーー グン 


緒 を 足 の 裏 へ 回 し て 、 足 の 甲 で 結ん で 履 


く 。 
0 


下駄 より も 正装 。 


て いる 。 


部 屋 草履 
大 奥 や 吉原 な ど で 使わ れ た 、 


時 雨 草履 

雨天 用 に つま 先 を 水 や 泥 か ら 
守る 爪 皮 (ビニール や 皮 製 の 
カバ ー) が つい て いる 。 


台 の 厚 さ 、 形 は さま ざま 。 


ONE POINT し 回 画面 古本 而 而 而 而 而 而 而 而 而 而 画面 画面 大 画面 画面 
归 笛 
現在 は 男性 が 履く こと が 多い 草履 で す 。 
表 は 標 欄 や 性 上 度 な ど を 使用 し 、 裏 面 は 閥 な ど で 防 水性 を も た せ 、 
か か と 部 分 に 金 上 が ある 。 
か か と の 金属 が 、 歩 く と 「 ち ゃ らち ゃ ら 」 と 鳴る 。 
し 


下 2 


台 が 分 厚く 、 か か 
と が 高い も の ほど 
格 が 高い と いわ れ 


現在 の も の に は 、 か か と 部 ソー ル の 切れ 目 を めく る と 
分 に に 、 ゴ ム が つい て いる も 「 坪 上 が ある 。 
の も ある 。 


と て も 安価 だ っ た こと か ら 、 
「 二 東 三 文 ] と いう 言葉 の 語 
源 と いわ れる 。 


時 か か と の 部 分 が な い 。 
草 条 と 同じ 墓 製 だ が 、 鼻 緒 また は 履き 古 し て か か と 部 


で 履く 物 は 「 ぞ うり ] と 呼 分 が すり 切れ て し まっ て い 
ば れる 。 る も の 。 


薄い の で [轻装 履 志 」 と も 呼ん だ 。 


一 


my . 


し り が ね 


裏 の 金属 部 分 を 「 尻 鉄 ] と いい 、 さ ま ざ ま 
な も の が ある 。 尻 鉄 を 付け な い 人 も いる 。 


草履 は 手作り の 消耗 品 な の で 、 編 ん だ 人 、 ま た 地方 に よっ て 形 も 呼称 も さま ざま な も の が あり ます 。 


農村 に お いて は 、 一 晩 に 何 足 作れ る か が 、 横 
成人 と し て の 大 き な 目 安 と され た 。 

旅 と も な れ ば 1 日 に 2 て 3 足 は 、 履 き 

つぶ れる (3 て 4 里 で 一 足 消耗 する )。 

まさ に 消耗 品 で ある 。 


「 か え し ] を 二 重 
か え し ( わ さ 、 か か と 、 耳 縄 ) に し た パタ ー ン 
編ん だ 際 の 縦糸 。 


結び 目 を 挟み 込む ング 
結び 方 も ぁ る 。 ノア 


緒 (鼻緒 、 芯 縄 ) 
鼻緒 に し て 、 足 に 巻き 付け る 紐 。 
縦糸 (か え し ) の 未 端 。 


草 茸 の 結び 方 草 絆 の 結び 方 も 、 地 方 ・ 用 途 ・ 身 分 で 千 差 万 別 。 労 働 内 容 や 土質 な ど に よっ て も 違い 、 こ の 他 に も 全国 


に さま ざま な も の が 伝わっ て いま す 。 


と : 図 の よう に 「 か え し 」 を 長く 編み 、 


か え し に 通し た あと 、 戻 っ て 緒 に ひっ ; か え し を 乳 に 通す タイ プ も ある 。 後ろ の 乳 に か え し を 通し 、 そ こ に 緒 を 
3 通し て か ら 、 足 首 に 巻き 付け た パタ ー 


一 


か け て 、 足 首 に 巻き 付け た パタ ー ン 。 


$< 


緒 を 反対 側 の 緒 に ひっ か け て 、 足 首 に : 緒 を 足 の 下 ( 土 踏ま ず ) に 通し た パタ ー 上 と 同じ 手順 で 足首 に 巻く 前 に か え し 
巻き 付け た パタ ー ン 。 : ン 。 に 引っ か け て いる パタ ー ン 。 


153 


154 


れん し 
@ 連 歯 下駄 


ー つ の 木 の か た まり か ら 削 り だ し て 作っ た 、 
台 と 歯 が ひ と つづ き の 下 駄 を 「 連 歯 ] と いう 。 
歯 の 厚 さや 形 を 自由 に 削り だ せる た め 、 
数 えき れ な い ほ どの 多様 な 種類 ・ 嗜 好 が ある 。 


男女 の 違い 


@ 男性 物 の 下駄 


四角 い 形 。 


連 歯 下駄 の 種類 基本 的 に 女 物 の 呼称 で す 。 


TFT SFTT で TL 


券 町 


江戸 か 上 方 か な ど 、 地 域 ・ 時 代 、 お 店 に よっ て も 違っ た り し ます 。 


堂島 (千両 ) 
Re 党 表 に し た も の を 、 堂 島 と 
細長 いも の を 日光]」 と 呼 呼ぶ 。 
ぶ こ と も ある 。 


EE 


う こん 


右近 


舟形 


靴 と 形 が 近く 、 近 年 人 気 の 形 。 
「 右 近 ] と 「 小 町 ] の 中 間 の よう な 形 や 、 


混同 され て いた り 、 


逆 に 呼ぶ べ こ と も ある よう で す 。 


前 歯 後 歯 


木製 の 台 に 3 つの 穴 を あけ 、 鼻 緒 を 付け た 履き 物 を 「 下 駄 ]」 と 呼び ます 。 歯 と 呼ば れる 足 が 、 通 常 2 本 つ 
いて いま す (例外 も あり ます )。 下駄 は 大 きく 分 け て 二 種 類 「 連 歯 ] と 「 差 歯 ] が あり ます 。 


後 歯 の ほう が 、 
前 歯 より 少し 厚い 事 が 多い 


ee 
seeeeeee 


eeee 
soees 


二 本 歯 は 、 均 等 な 1/3 の 位置 で は あり ませ ん 。 
バラ ンス に 注意 する と リア リティ が 出る 。 


@ 女性 物 の 下駄 


NM 


丸っこい 
形 も さま ざま で 、 男 性 物 よ り 女性 物 の 
方 が 、 形 が 豊富 。 


小町 ぼっ くり (こっ ぱり) 
前 歯 が 、 斜 め に 切り 落と し 「 ぽ っ くり ] は 子供 用 。 
た 「 の め り 」 で 、 後 ろ 歯 が 鈴 が 入っ て いた りす る 。 


丸い 「 後 丸 ]。 


雪 下 駄 

歯 の 間 に つ まっ た 雪が 落ち 
る よう 、 歯 が ナナ メ に な っ 
て いる も の も ある 。 


さ し 
人 @ 差 歯 下駄 


人 台 と 歯 を 別々 に 作り 、 差 し 込ん で 使う 下駄 。 
摩 秒 し た 歯 を 、 新 品 に 替え て 使い 続け る 事 が で き 、 


経済 的 。 
軽く て 肌 ざ わり の よい 「 桐 」 を 台 に 、 
堅く て 丈夫 な 「 朴 ] 「 極 ] を 歯 に 使う な ど 、 


素材 の 性 質 に あわ せ て 作ら れる こと も 合理 的 。 


連 歯 下駄 より も 、 少 し 歯 が 薄 めで ある 事 が 多い 。 
全体 的 な フォ ルム に 違い は な い 。 


基本 的 に 女 物 の 呼称 で す 。 
差 歯 下 駄 の 種類 江戸 か 上 方 か な ど 、 地 域 ・ 時 代 、 お 店 に よっ て も 違っ た り し ます 。 


ひ より 


日 和 下 駄 

「 朴 」 の 歯 を 差し た も の 。 男物 は 「 大 
朴 坂 ] と 呼ぶ 。 

も と も と 、 庶 民 の 日 中 用 の 履き 物 で 、 
現在 は 高 下駄 ( 雨 下駄 ) に 対し 、 晴 れ 
た 日 に 履く 。 


利休 
[ 标 」 の 歯 を 差し た も の 。 
男物 は 「 五 分 橋 ] と 呼ぶ 。 


高 下駄 ( 足 駄 ) 

朴 歯 の 高 下駄 は 、 明 治 以降 バン カラ 学 
生 が 好 ん だ こと で 有名 。 

も と も と 、 雨 天 用 の 履き 物 で 「 雨 下駄 」 
と も 呼ぶ 。 


歯 も さま ざま な 形 が ある 。 


ーー 本 歯 
修験 者 が 山岳 修行 で 履く と いう 。 
天狗 の 履 さ 物 で 有名 。 


室町 時 代 の 足 駄 

長 円 形 の 杉 の 人 台 に 、 銀 査 の 歯 を 差し た 吉凶 
の 高 足 駄 。 

平安 時 代 に は まだ 僧兵 や 民間 の 履き 物 だ っ 
た 下駄 * が 、 室 町 時 代 に 一 般 化す る 。 

※ 本 来 、 当 時 は すべ て 足 駄 と 総称 し て いた と され る 。 
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足 を 描く コツ 草鞋 、 下 默 、 草履 … と 、 和装 を 描く 時 は 裸足 を 描く こと が 多く な り ま す 。 
足 は 、 大 ま か な 形 で 捉え る よう し て 描く の が コツ で す 。 


@ 草履 、 下 駄 な と を は か せる 場合 


人 @ 靴 を は か せる 場合 


足 の 甲 は すべ り 台 の よ 
うな 形 の ブロ ッ ク 。 


か か と は 丸 。 


足 の 指 は 五 本 指 を 一 つの 
か た まり と し て 捉え る 。 


この 3 つの か た まり を 意識 し て 描く 。 
上 か ら 靴 を 描く の で 、 細 か い 造 形 に と ら 
われ な く て も OK。 


よく ある 間違い 


鼻緒 が 短 す ぎ て 、 鼻 緒 の 後 坪 を 踏ん で し まっ て いま す 。 


この よう な 草履 ・ 下 駄 は あり ませ ん 。 


親指 だ け 、 多 少 大 襲 狼 な くら 
い 大 きめ に 捉え て も OK。 


足 の 甲 と か か と は 菱 の 場合 と 同 
様 。 足 の 指 は 親指 と その 他 の 四 本 
指 を 別々 に 捉え る 。 


草履 や 下駄 の 鼻緒 は 、 か か と の 手前 まで あり 、 
土踏まず に 回 り 込 むように な っ て いま す 。 


か っ こい い 履 き 方 あく まで 「 か っ こよ さ 」 で あり 、 マ ナー や し きた り で は な い が 、 知 っ て お く と 、 絵 に 幅 が で ます 。 


人 ハ 、) 重心 


下駄 に も 適し た サイ ズ が あり 、 か か と の 
後ろ が 大 きく 余る と 、 少 々 野暮 っ た い 。 
また 、 大 きす ぎる 下駄 は 重く て 歩き に く 
く 、 ひ きず っ て し まう 。 


© J 


か か と が 台 か ら 少 し 出る くら い が 、 
美しい と され る 。 
実際 に 歩き や すい 。 


これ くら いか か と を 出し 、 上 鼻緒 

も 指先 で 引っ 掛け る くら い が 粋 
已 だ 、 と いう 人 も いる 。 

か か と へ の 衝撃 が 大 きい の で 、 

痛み を 我慢 する 必要 が ある 。 


ONE POINT 本国 時 還 還 還 還 下 


東西 で 鼻緒 の 位置 が 違う 

東西 で 鼻緒 の 後ろ 位置 が 違う と いう こと が 
あり 、 履 さき 心地 や 、 鼻 緒 の すげ 方 は 少し だ 
け 違 いま す 。 

短気 な 江戸 っ 子 は 、 つ っ か け や す いよ うに 、 
鼻緒 が 短い と いう 説 も ちり ます 。 


江戸 の 下駄 京阪 の 下駄 


立马 帽子 pe 

鞭 饲 帽子 

梨子 打 鳥 帽子 … i 

引 立 鳥 帽 子 

舟形 侍 鳥 帽子 

平 礼 鳥 帽子 6 
ee SN 
か し まや 島田 ・ 


7 


129, 136 
三方 手裏剣 129, 136 
四方 手裏剣 四 だ 129, 136 
八方 手裏剣 装 東 eine 68 


158 


雑誌 63380-50 


9784768306291 


| | | | | 上 | | ww 
C9472 \1900E 


1929472019008 


